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プロローグ０―１　チェルシー・マーガレット







　チェルシー・マーガレットにとって外国の土を踏ふむというのは、特に感かん慨がいを生むような出来事ではなかった。幼い頃ころに生家を弟とともに飛び出して以来、異国の地を転々とする渡わたり鳥どりのような生活を続けてきたからだ。東に西に。北に南に。彼かの女じよが移動した距きよ離りを線で引いたら地ち球きゆう儀ぎを五周はするだろう。

　日本へ来たのもこれで三度目だ。

　だが、今回の来日は仕事のためでも観光のためでもなかった。

　目的は、難病にかかった弟を、その病気の世界的権けん威いである医者に手術してもらうことだった。

　ところが。




「治らないってどういうことさ!?」

　薄うす暗ぐらい診しん療りよう室しつで医者から話を聞いていたチェルシーは、その途と中ちゆうで激げつ昂こうして彼かれの胸むな倉ぐらを掴つかみ上あげた。

「お、落ち着いて」

　相手の反応をある程度予想していたのか、年配の医者は苦しそうに顔をゆがめながらとにかく「落ち着いて」とくり返した。

「……チッ」

　やがて一時の感情の爆ばく発はつが収まったチェルシーは、小さく舌打ちだけして手を離はなした。

「それで、どういうことなのさ……弟が、治らないなんて……。もしかして手術費の心配？　舐なめんじゃないよ、こう見えたって私は！」

　自分が若いせいで膨ぼう大だいな手術費が払はらえないと思われたのではと考えた――あるいは都合よく解かい釈しやくした――少女は、医者に詰つめ寄よるように身を乗り出す。

「そういうことではないんです」

　努めて冷静に医者は説明を続けた。

　弟の病状が手て遅おくれなほど進んでいること。

　もう手術しても意味がないこと。

　そして。

「よくてあと三か月ほどかと……」

　チェルシーにとって致ち命めい的てきな数字を口にする。

「……！」

　その瞬しゆん間かん彼かの女じよの胸の内で荒あれ狂くるった感情は、とても言葉で説明できる物ではなかった。

　これ以上話を聞いても無む駄だと悟さとった彼女は、ガタンッ、と椅い子すを蹴けって立ち上がる。

「……マーガレットさん？」

「―――」

　廊ろう下かに出る直前、チェルシーは素す早ばやく口を動かし、医者の声を無視して扉とびらを閉めた。




　チェルシーが怒いかりも露あらわに診療室から離れた数秒後……まるで子供のように身長の縮んだ医者が悲鳴を上げて部屋から飛び出してきて騒さわぎになったが、彼女はまったく見向きもしなかった。




（何とかしなくちゃ……）

　チェルシーは独白する。

　もう医者はアテにならない。

　かと言って、すでに絶ぜつ縁えんした実家――優ゆう秀しゆうな魔ま法ほう使つかいを幾いく人にんも輩はい出しゆつしたマーガレット家に泣きついても無駄だろう。魔ま法ほうで傷は癒いやせても病は治せない。それができるのはキリストみたいな聖人だけだ。

（何とかしなくちゃ……）

　チェルシーは自問する。

　医者という現実的手段もダメ。魔法という非現実的手段もダメ。

　そうなるとあとは……〝奇き跡せき〟にでも縋すがるしかない。

　万が一にと、念のため調べておいたモノがひとつだけある……それがもし本当に実在するなら、きっと弟の命を救えるだろう。

　だが可能性はゼロに等しい。

　三か月という時間制限の中で、果たして自分に〝奇跡〟が起こせるのか――

（――それでもやるしかない）

　チェルシーは確かく認にんする。

（私の手で、〝奇跡〟を起こすんだ）

　その時、前を見ていなかったチェルシーはひとりの少女とぶつかってしまう。

「キャッ！」

　勢いよくぶつかったのはチェルシーの方なのに、跳はね飛とばされたのも彼女の方だった。

「すまない。大だい丈じよう夫ぶか？」

　ぶつかられた方は一歩後ろに下がっただけで衝しよう撃げきを殺しており、平然としながら尻しり餅もちをついたチェルシーに手を差し出してくる。

　その全体的に黒いシルエットの少女の手は革の指ゆび貫ぬきグローブに包まれていた。







プロローグ０―２　ロザリンド・Ｃ・バートリ







　とある海域。

　とある海かい賊ぞく船せんの上。

　白のワンピースを着た少女が甲かん板ぱん上に立っていた。

「……フン」

　少女――ロザリンド・Ｃ・バートリはつまらなさそうに失しつ笑しようする。

　彼女の周りには倒たおれ伏ふくした男たち。

　この船の主である海かい賊ぞくたちだ。

　主に略りやく奪だつや誘ゆう拐かい、時には沈ちん没ぼつ船せんから金目の物を引き上げるサルベージ作業など、様々な違い法ほう行こう為いに手を染める海の荒あらくれ者ものたちが、全員残らず白目を剥むいて気を失っている。

　まるでその構図は、この触ふれれば折れてしまいそうな細ほそ腕うでの少女が、屈くつ強きような海賊どもをひとりで残らず叩たたき潰つぶしたかのような――そんな風に見えた。

　あり得ないような話だが、無傷の少女とボロボロの男たちを比べれば、何があってどういう結果になったかは自明の理であった。

「……」

　ロザリンドはふと自分の右手を持ち上げる。

　指の関節の曲がり具合を一本ずつ確かめ、拳こぶしを握にぎり締しめ……虚むなしそうに解く。

　その手が自身のワンピースの胸むな元もとへ。

　そこには刃は物もので破かれたような穴があり、わずかながら血けつ痕こんも付着していた。

　だがおそらく何らかの刃やいばが突つき立たてられたであろう少女の胸には、何の傷きず跡あとも残っていない。そもそも白い布地を汚よごす血は永い時間の経過を示すように茶色く変色している。

「…………レ………」

　血の跡を撫なでながら、ロザリンドの口元がかすかに動き……やがて皮肉げに苦く笑しようを作る。

「この程度の絆きずなすら、ワシには残されておらぬのか」

　フフッ……と彼女は笑おうとするが、その声はノドの奥おくで掠かすれて消えた。

「……！」

　その時、不意に何かに気づいたようにロザリンドは目を見開く。

　彼女は体中をまさぐったのち、バッと甲板の上に四よつん這ばいになると、倒れている男たちを蹴け飛とばしながら這はい回まわった。

「ない……ないぞ！」

　それまでの雰ふん囲い気きを消し去り、必死の形相で何かを探す少女。

　しばらく甲板の上を探し続けた彼女は、ふと別の可能性に気づいたらしく顔を上げる。

　彼女は男たちを蹴け散ちらしながら甲板上を疾しつ駆くすると、とある長方形の箱の前で立ち止まった。

　長方形の箱は表面に貝や藻もが大量にこびりつき、全体が濡ぬれていた。どうやら海賊たちが海底から引き上げた物らしい。だが、すでにふたがはずされた箱の中はまったく濡れていなかった。よほど丁てい寧ねいに密みつ封ぷうされていたようだ。

　少女はその箱の中に顔を突っ込むと、手て探さぐりで箱の隅すみから隅まで調べ尽つくす。

　小さな手がカサリと何かに触れた。

「――！」

　ロザリンドは手に触れた物――一枚の紙切れを箱から取り出すと……安あん堵どのため息をついた。

　紙切れは古びた写真だった。

　写真は彼女のワンピース同様に真ん中が大きく裂さけている。そのため写真に写るロザリンドの隣となりに並ぶ少年の顔が分からなくなってしまっていた。

「……」

　そのことを残念に思いながら、それでもロザリンドは写真を大事そうにそっと抱だき締める。

　この上なく愛いとおしそうに。

「恨うらむぞ……ナミダレ……」

　呟つぶやいたロザリンドの赤い瞳ひとみから透とう明めいな粒つぶがポロポロと流れた。







プロローグ０―３　シルバースレイヤー







　ホムンクルスとはマスターの下げ僕ぼくである。

　錬れん金きん術じゆつの秘ひ儀ぎのひとつに数えられる擬ぎ似じ生命創造術『フラスコの中の小人ホムンクルス』は、創造主である錬れん金きん術じゆつ師しが与あたえた命令に服従し、自律思考を行いながら目標を完かん遂すいするのが存在理由だ。

　それ以上の価値などホムンクルスには存在しない。




　土が剥き出だしの道みち端ばたで行列を作っていたアリを眺ながめていたホムンクルス――シルバースレイヤーはふと顔を上げた。

「反応が消失ロストしていた目標の復活を確認しました」

　機械的に呟き、彼女は何か考えているような、あるいは何も考えていないような無表情のまま、しばらく固まっていた。

　外がい套とうの隙すき間まから覗のぞく彼女の容姿は際きわ立だって美しい。

　銀というより灰に近い髪かみの色。同じ色の瞳。全身に巻かれた薄うす汚よごれた包帯。その間から覗く血の気の引いた白い肌はだ。

　整いすぎたほど整った容姿は作り物めいていて、表情のない顔もまた人形的印象を強めている。

「反応の復活に伴ともない、凍とう結けつされていた行動コマンドの実行に移ります」

　そこでシルバースレイヤーはふと耳を澄すますように目を閉じる。

　……ぎちっ

　小さく何か軋きしむような音がした。

　それは彼女の内側から聞こえてくる音だ。

「……稼か働どう耐たい久きゆう年数の超ちよう過かを確認。動作には支障なし」

　自分の活動限界が近づいていることを冷静に分ぶん析せきしつつ、シルバースレイヤーは立ち上がる。

「再行動に伴い、マスターへの通信を実行します……」

　シルバースレイヤーは再び目を閉じ……しばらくして、

「失敗しました。再度通信を試みます……失敗しました」

　幾いく度どやっても、彼女の口からは「失敗しました」という言葉しか出てこなかった。

「……報告タスクを破は棄き。アーカイブより次行動を選せん択たく……」

　ピクリとも動かず、無感動な声だけが続く。

「……アーカイブより最も優先度の高い命令オーダーを検けん索さくしました。マスターから与えられた命令の実行を最優先に行動します」

　主の命令は全すべてにおいて優先される。

　それがシルバースレイヤーにとっての絶対――作られた価値観。

　彼女は己おのれの中の規律に従って行動を開始するため歩き出そうとして……ふと動きを止める。

　その足を止めた原因は、彼女が先さき程ほどまで眺めていたアリの行列だった。

　せかせかと歩きながら餌えさを巣へと持ち帰る賢けん明めいな働きアリたち。

「……なぜでしょう、私は立ち止まりました。行動に矛む盾じゆんが生じています」

　優先順位に小さな齟そ齬ごが生じる。

　命令の実行対象である目標が消失していた間ならともかく、今は主の命令を果たす時だ。しかも活動限界が迫せまっているシルバースレイヤーには、無駄にしている時間など一秒もない。

　だが、止まった。

　なぜかもう一度アリたちの頑がん張ばっている姿を見ようと思った。

　それはまるで思考タスクのバグだ。彼女にとっては論理的な手順を踏んだ末の行動決定ではなく、まるで無の空間からポッと湧わき出でて、それが最上位命令の行動のさらに上位にするりと割り込んできたような感覚なのだから。

「……」

　シルバースレイヤーは足を振ふり上げ、足元のアリたちを踏み潰そうとした。

　原因不明だが、この昆こん虫ちゆうたちが主命の実行を妨さまたげる要因ならば排はい除じよする必要性があるからだ。

　……ぎし

　また彼女の中で何かが軋む音がした。

　しかし、それは古くなった体の一部が上げる悲鳴ではなく、もっと別のどこかから聞こえてくる音のようだった。

「……」

　しばらくして、シルバースレイヤーは振り上げていた足を下ろす。

　アリの上にではなく、元から進もうと思っていた道の上へと。

　彼女は歩き出す――

「最優先行動を復唱します――私に与えられた主命マスターオーダーは…………『ロザリンド・Ｃ・バートリの抹まつ殺さつ』」

　――己の使命を、確かめるように呟きながら。







プロローグ１







　週半ばの水曜日。朝のＨＲの時間にその爆ばく弾だんは投下された。

「烈れつ火か。今度の日曜日に遊園地に連れてって」

「はい!?」

　イリスが放ったひと言は俺おれの睡すい魔まを一いち撃げきで吹ふき飛ばす。

「ね？　いいでしょ！」

「え～と……」

　こちらの机に両手をついてぐいっと身を乗り出してくるイリスから目を逸そらしつつ……でないと両りよう腕うでに挟はさまれて強調された、その、とっても立派なふくらみが気になりすぎて二の句を継つげない。

「何で？」

　頬ほおが熱くなるのを自覚しつつ、俺は聞き返す。

「うんとね！　昨日テレビ観みてたらね、今度この近くに遊園地っていう、デッカい娯ご楽らく施設がオープンするってコマーシャルでやってたの！　それ観てたらもう凄すごくスッゴーくおもしろそうな場所じゃない！　だから烈火と一いつ緒しよに行きたいの！」

　満面の笑えみを浮うかべた顔（と胸）を近づけてくるイリス。

「あ、ああ、なるほどな」

　俺はさらに近づいてくる誘ゆう惑わくの山から目を背そむけつつ状じよう況きようを整理する。

　その遊園地のＣＭなら俺も観た。確か電車で数駅行った辺りに週末オープンするらしい。イリスもそれを観て、おもしろそうだったから行ってみたくなったということか。

　まぁ確かに遊園地は楽しい場所だが、ひとりではそれも半減する。

　それでイリスが地球にがっかりしてもかわいそうだしな……。

「まぁ特に予定もないし、俺でよければ……」

　そう俺が返答しようとした時、

「……烈火！」

　隣の席に座すわる幼おさな馴な染じみの大おお友とも皐さ月つきが、バシンッと机を叩いて俺の名前を呼んだ。

「な、何だよ？　っていうか、何で睨にらんで」

「睨んでない！」

　そう怒鳴り返してくる皐月の視線はやっぱり鋭い。

　な、何だ？　俺何かやっちゃったのか？

　幼馴染の謎なぞの怒りに俺が困こん惑わくしていると、彼かの女じよはカバンから二枚の紙切れを取り出し、

「ゆゆ遊園地なら私と行きましょう！」

　やや上ずった声でそう言ってきた。

　イリスに負まけず劣おとらず唐とう突とつな発言に面めん喰くらいながらよく見ると、その紙切れはどうやら今俺とイリスが話していた遊園地のチケットらしい。隅に「オープニング記念前売り券」と書かれている。

　それにしても……。

「何でそんな物持ってきてるんだ？」

　しかもよりにもよってこのタイミングで、とは言わなかった。怖こわいから。

「そ、それは、その……急にライバルが増えたから、私もジッとしてちゃダメだって、思って……」

　ドンドン尻しりすぼみに声のトーンを落としながら皐月は言いわけじみたことを言う。何に対しての言いわけなのかはよく分からないが。

　まぁ、それはともかく――急に皐月が間に入ってきたことで、確実に不ふ機き嫌げんになっている少女が一名。

「アタシが先に烈火を誘さそったのに横入りしないでよー」

「それを言うなら誘おうと思ったのは私の方が先です！　どこに行こうかとかどうやって誘おうかとかそもそも誘う覚かく悟ごとか決めるのにどれだけ時間がかかったことか！」

「そんなの知らなーい。早い者勝ちよ」

　俺を中心にして皐月とイリスの間でバチバチと火花が散る。

　うん……こうなると思った。

　ちょっと悟さとった感じに俺が嘆たん息そくしていると……いきなりイリスがグイッと人の頭を自身の胸元に抱き寄せ、ってナニヤラ幸せなカンショクが顔面ダイレクトォォォ!!

「烈火もアタシと行きたいわよね？」

「もがもご」

　息が苦しくて答えられません！

　人を窒ちつ息そく死しさせられる胸って実在するんだな！

「やめてください！　烈火が苦しんでます！」

　皐月が悲鳴に近い声を上げながら俺をイリスから引ひき剥はがす。

　あ、いや、別に残念じゃないから。何気に生死の境を彷徨さまよったから。だからそこの男子グループ数人は今すぐ歯ぎしりをやめてくれ。睨まないでくれ。……まぁ俺が逆の立場だったら同じ反応してたかもしれねーけど。

　まぁいい。それは置いておこう。

　それよりも、

「烈火。アタシと行くでしょ？」

「私よね？」

　こっちをどうするかだよなぁ。

「あらあら、これはおもしろくなってきましたね」

　ずっと成り行きを見ていたクセに、アールはあっけらかんと言う。

　人の胃に穴が開きそうな状況だってのにホント楽しそうだよなお前は……。

「さぁどうするんですか烈火さん？」

　無表情なのにおもしろがるような雰囲気を声こわ音ねに乗せて、アールが意地悪く尋たずねてくる。

　確かに俺がどうにかしなきゃ始まらねーよなぁ……。

　その時ふと名案を思いつく。

「つーかさ……」

　俺は皐月の持つチケットの内の一枚を抜ぬき取とって――

「こうはならないわけ？」

　――それをイリスに渡わたす。

「「……」」

　……なぜふたりともそんな人を凍とう死しさせるような冷たい目で俺を見る？

　一いつ瞬しゆん前まで俺たちの間に漂ただよっていた緊きん張ちよう感が、一気に残念な空気に変わっていた。

　おかしい。遊園地に行きたいというイリスとチケットの持ち主である皐月、かつチケットが二枚という状況を考こう慮りよすればこのふたりで行くのがベストなはずなのに……。

「今までの話の流れからその答えに辿たどり着つくなんて……もしかして烈火さんの脳みそって紙風船並に中身スカスカなんですか？」

　それ空気しか入ってないじゃん……と心の中だけでツッコんでおいた。




　　　　　▽




　氷点下まで下がった雰囲気の中、何とか「三人で一緒に行く」という形で決着をつけた。足りない分のチケット代はもちろん俺が当日券を買う。まぁ、あの空気を脱だつするためだったら安い出費だ……うん。

「ハリッサに頼たのんで一週間くらい節約してもらわないとなあ……」

　俺はため息をつきながら、我わが家やの家事を任せている魔ま導師の少女の顔を思い出す。

　ていうかイリスといいハリッサといい、適応力高いよなぁ。ハリッサなんて異世界出身なのに今朝も「夕方からスーパーの特売でお肉が安いんですよ」とか言ってたし。もはや完全に日本の主婦だ。

　頼たよってるよなぁと思いつつ、つい甘あまえてしまう俺がいる。

　日ひ頃ごろの感謝を込めて何かお礼とか考えとくか。

　ハリッサが喜びそうな物をあれこれ思おもい浮かべている内に、昼休みになった。

「烈火。今日は教室で食べる？」

「ん。そうだな」

「アタシ購こう買ばい行ってくるから！　先に食べてちゃダメよ！」

　バビュンッと授業が終わると同時にイリスは教室からいなくなり、俺と皐月は隣となり同どう士しの席を合わせる。

　俺は自分のカバンからランチナプキンに包まれた弁当を取り出した。

　今日のお弁当当番はハリッサだったっけ。

「じぃ～～～」

　皐月が物もの凄すごくジッとこちらの弁当を見てるが、俺はあえて何も言わない。

　俺のお弁当を日ひ替がわりで作ってくれる皐月とハリッサだけど、妙みような対たい抗こう意識みたいなのを持ってるみたいなんだよなぁ。お弁当の出で来き栄ばえを勝負してるのかもしれない。

　どっちも旨うまいから俺はいいんだけど。

「お待たせ～」

「相変わらず早いなイリスは」

「え～、これでも抑おさえてるのよ」

　一分もかかってないけどな。まぁ宇宙人と地球人とは身体能力が違ちがうから、そういう感覚になるのかもしれない。

「んじゃ、食うか」

　イリスも椅い子すを引っ張ってきてこちらの机に来たところで、俺が手を合わせようとした時――ブルルルッ、とポケットの中でケータイが震ふるえた。

「あっ、ワリィ。電話だ」

　着信者を見ると、『万ばん丈じよう響ひびき』と出てる。

　この前病院について行って以来だな……どうしたんだ？

「ちょっと出てくる。先食っててくれ」

「えー烈火と一緒に食べたい」

「少しくらい待つわよ」

　むぅ、気をつかわせちまったか。

「なるべく早く戻もどるから」

　俺はふたりに断って席を立ち、廊ろう下かに出てから通話ボタンを押おす。

『遅おそい』

「昼飯前だったんだ、勘かん弁べんしてくれ」

『そうか……待ち時間が長いと緊張するから、次からはなるべく早くな』

「どうして電話くらいで緊張するんだ？」

　素そ朴ぼくな疑問。

『べ、別にそんなのどうでもいいだろ！』

「？」

　何で動どう揺ようしてんだ？

　あーでもそういえば響は男が苦手なんだっけ。俺なんかでもいちおう男だし、それで緊張するのか。

「まぁ次からは気をつけるって」

『ああ、そうしてくれ。まったく』

　ちょっと怒おこった感じで言われ、俺は苦く笑しようする。

　お互たがい特とく殊しゆな『血』を引いてる者同士、多少は親しくなったつもりだったが、まだ電話も気軽にかけられない相手って認にん識しきだったらしい……微び妙みようにヘコむなそう考えると。

「で、何で電話してきたんだ？　用事か？」

『もちろんだ。できればキミに相談したいことがあるんだが……』

「相談？」

　響からの相談ってことは、まさか？

「また何かの『物語』に巻き込まれたのか？」

『ああ。だがおそらくボクひとりでやるより、キミらの力を借りた方がいいと思うんだ』

「それはいいけど、どんな『物語』なんだ？」

『端たん的てきに言えば〝宝探し〟だ』

「宝探しぃ？　徳川の埋まい蔵ぞう金きんでも掘ほりに行くのか？」

『いや、アラジンと魔ま法ほうのランプさ』

「アラジン？」

　っていうと、あの何でも願いを叶かなえてくれる魔ま神じんが出てくる奴やつか？

『どんな願いも叶えてくれる『悪あく魔まの壺つぼ』を探しに行くんだ』

「そりゃまたファンタジーだな」

『異世界に行くよりは現実味のある話だろ』

「かもな」

　俺は軽く笑う。

「ところで『キミら』ってことは、俺以外にも誰だれか？」

『確か森羅の大魔法って便利な魔法が使える子がいたろ、皐月っていう』

「ああ」

『この世のことなら何でも調べられる魔法があれば宝探しも楽勝だ』

「でもそれで宝の隠かくし場所見つけたとして、それをちゃんと信じてくれる相手なのか？」

　魔法は便利だが、一いつ般ぱんには存在を知られてない。その響を宝探しに巻き込んだ相手ってのが魔法の存在を信じてくれるかどうかは不明だ。

　そんな風に俺は心配したのだけれど。

『ん。それは大だい丈じよう夫ぶだ。チェルシーも少し魔法を使うらしくてな』

「へぇー、それなら…………って、ちょっと待った！」

『何だ？』

「森羅の大魔法のこと、そのチェルシーって人に喋しやべっちゃったのか!?」

　皐月の一族は森羅の大魔法を悪用されることを恐おそれて、徹てつ底てい的てきにその存在を秘ひ匿とくしてきた。信しん頼らいできる仲間や「魔法って何？」って人ならともかく、同じ地球の魔ま法ほう使つかいにバレるのはマズい。

『安心しろ。探し物が得意な魔法使いとしか言ってない。それに彼女はすでに魔法使いの家いえ柄がらだった実家を出て、今では魔法使いを辞やめてトレジャーハンターをしているそうだ』

「そ、そっか」

　ならいいけど、皐月と直接会わせることになった時はその辺り注意しないとだな。

「とりあえず大おお雑ざつ把ぱな話は分かった。それで相談ってのは直接会うのか？」

『できればそうしたい。チェルシーの事情も、彼女自身が話すのが筋だろうしな』

「分かった。それでいつ会う？」

『宝探しと言っても童話の中の話じゃないからな。山に登るにしても洞どう窟くつに潜もぐるにしても準備がいる。そっちは本業のチェルシーにやってもらっているが、だいたい四日かかるそうだ。だから会うのは今週の日曜日に……』

「今週の日曜!?」

　驚おどろきのあまりケータイを落としそうになってしまう。

『？　ああ、それで待ち合わせ場所だが』

　響は次々と話を進めるが、いや、ちょっと待ってくれ。

「日曜は遊園地で……」

　皐月たちと約束が、と俺は言おうとしたのだが。

『ゆ、遊園地!?　バ、バカ！　遊びじゃないんだぞ！』

「それは重々承知だって！　そうじゃなくてな」

『だ、だったらそんなバカなことを言うな！　きゅ、急に遊園地だなんて言われても、ボクは行ったことも見たこともないから困るというか……』

「あ、あのー……響さん？」

　何かパニクってるご様子なので名前を呼んでみるが、こっちの声が聞こえてないっぽい。

『それに日曜日に遊園地で会うなんてまっマ、まるででぇとみたいじゃないか！　そんなところに烈火と一緒なんて、いや、チェルシーもいるが、いや、別に邪じや魔まとかふたりきりがいいとかそういうことではなくて、いや、だから、いや、いや』

「えーと……響！」

　埒らちが明かないので少し大声で呼んでみると『ふえっ!?』って声が返ってきた。

「なんか勘かん違ちがいさせちまったみたいなんだけどさ、実は」

『かっ勘違いなんてしてない！　してないぞ！　ゆ、遊園地は今度にしろ今度に！　この『物語』を解決してからなら、その……ふたりで行っても……ああもう！　日曜日にチェルシーをそっちに連れていく！　キミは駅まで迎むかえに来い！　いいな？』ブツッ！

　物凄い勢いで一気にまくし立てると、響はそのまま通話を切ってしまった。

「え？　ちょっ、響？　おーい、もしもーし！」

　慌あわてて電話をかけ直すが、電源を切っているのか「おかけになったお電話は～」とアナウンスが流れてくる。

「しゃーないメールで……って」

　そういや響のメールアドレス聞いてない。

「おいおい……」

　約束がかぶってしまった。

　どうしよう。

「これはちょっとおもしろい展開になってきましたね。ぷくくく」

「ちっともおもしろくねぇよ！　つーか笑うな！」

　空中で頬をリスみたいに膨ふくらませているアールについ怒ど鳴なってしまい、彼女のことが見えない同級生たちに白い目で見られてしまった。

「波なみ乱だれ君って変な物が見えてるよねー」とか「波乱君って突とつ然ぜん怒ど鳴なり出して怖いよねー」とか「リア充な上にハイレベルな空想嫁よめまで従えてるとか隙すきなしかあいつは!?」とかってひそひそ話が聞こえる……最後のが一番どうでもいいクセに一番真実に近いってところがまた嫌いやになるな。
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　その日の夜。

　俺は自宅のリビングでソファに座りながらぼんやりとテレビを観ていた。

「えっと、明日のセール品は……」

　隣となりに座るハリッサは新聞に入っていたチラシを一枚一枚吟ぎん味みしている。

　その横で俺はつらつらと日曜日のことを考えていた。

　あのあと何度も響に電話しているのだが、やはり電源は切られたままでいっこうにつながらない。留守電も残せないんじゃお手上げだ。

　かといって遊園地の約束を断るのも、あのイリスのうれしそうな笑え顔がおを見てると切り出せなかった。顔にはあんまり出ださないけど皐月も結構楽しみにしてるみたいだし。

　まぁ遊園地にだってずっといるわけじゃないし、朝から夕方くらいまで遊び倒たおしたあと響を迎えに行けばいいか。

　って、駅に何時待ち合わせか決めてないな……明日また電話するか。

「あの……レッカ様」

「ん？」

　遠えん慮りよがちに肩かたを揺ゆすられて振ふり向むくと、ハリッサが俺を上うわ目め遣づかいに見つめていた。

「その……」

　彼女はやや言いづらそうにもじもじとする。

「どうした？」

　軽く促うながすと、ハリッサは少し頬を染めて、

「えっと、これ……一緒に行きませんか？」

　と言って、一枚のチラシを差し出してくる。

「なになに、新装リニューアルバーゲン？」

「はい」

　チラシに載のっていたのは、とある服屋のバーゲン情報だった。

　地図を見るに、どうも隣の市にあるデパート内の店てん舗ぽらしい。載っている写真の服はどれも女物で、俺にはあんまり馴な染じみのない店だ。

「そういやまだハリッサの服って買ってなかったなぁ」

　今までは全部俺おれのお古とお袋ふくろが置いていった私服で賄まかなっていた。

　しかしお袋は背も高いし、正直子持ちとは思えないくらいスタイルもいい。まだ子供のハリッサにはぶかぶかすぎて、ほとんどサイズが合わなかった。

　つまり彼女が今着ている服はだいたいが俺のお古ということになる。

　当然、スカートすらない。

「確かに買かい揃そろえるにはいい機会だよな……」

「は、はい。それで、そのぅ」

「ん？」

「できれば、ウチに似合う服をレッカ様に選んで欲ほしいんですが……」

　また少し頬ほおの赤を濃こくして、こちらを窺うかがうように見上げてくる。

　普ふ段だんならここで彼女の申し出を断る要素なんてひとつもなかったのだが、問題がひとつ……チラシに「一日限り！」とこの上なく力強い赤文字で記き載さいされてるバーゲンの開かい催さい日びが今週の日曜日なのだ。

　また予定がかぶる。

　あくまでハリッサの服を買うのがメインなら、買いに行く日をズラせばいい。だが遊園地のチケット代も必要なこのタイミングで、正規の値段で服を買うのはだいぶキツい。たぶん向こう一ヶ月俺の夕食は煮に干ぼしだけになる。

　むしろ、そういった我が家の台所事情を理解しているからこそ、ハリッサはバーゲンという機会にこの話を切り出したのだろう。……まさか同じ日にほかの約束がふたつも入ってるなんて、彼女は知る由よしもないわけだし。

　日取りに出費と問題が多すぎるが、しかしいつも家事をしてくれているハリッサの頼みを無下にはできない。むしろ心情的には世話になってる分、いくらでも買ってやりたいぐらいだ。

「う～ん……」

「……ダメでしょうか？」

　うなり続ける俺を見て、ハリッサが段々しょんぼりと肩を落とし始める。

「あ、いや、ダメってわけじゃないんだ」

「じゃぁ、いいんですね！」

「え？」

　ロクな考えもなく曖あい昧まいな返事はするもんじゃない――後こう悔かいした時にはもう手て遅おくれだった。

「わーい、やったべさー！　レッカ様とお出かけだぁ！」

　ソファの上でぴょんぴょん飛とび跳はねると、ハリッサは両手でギュッと胸を抱だき締しめる。

　そのまま彼女はソファを飛び下り、キラキラした目と満面の笑顔を俺に向けて、

「お風ふ呂ろ入れてきますね！」

　と、スキップしてリビングを出ていってしまった。

　……今からあの背中を追い駆かけて、やっぱりさっきの約束はナシでって言える奴がこの世にいるか……？　いたならそいつはたぶん、ある日いきなり世界が滅ほろびますって言われても平然としてられるよ。俺が保証する。

「やっぱり服が欲しかったんだなぁ」

　俺にできるのはポツリとひとり言を呟つぶやくことだけだ。

「ハリッサさん的に重要なのはそっちではないみたいですけどねー」

　って、アールがいるからひとり言になってなかった。

「……」

　ちょっと現実逃とう避ひ代わりに状じよう況きようを整理してみる。

　皐月とイリスと遊園地。

　響が連れてくるチェルシーという少女と駅で待ち合わせ。

　ハリッサとデパートへバーゲン。

　しかも響との約束はまだ待ち合わせ時間を決めてない。

　バーゲンはたぶん朝早めに出ないと間に合わない。

　さらに言えばハリッサの服選びと遊園地はどちらも数時間くらいかかりそうだから、時間をズラして云うん々ぬんというのは使えそうもない。

「参ったな」

　いくら頭をひねっても解決策なんて浮うかんでこない。

　思わず天てん井じようを仰あおいで呟いた。

　助けてヒーロー。







第一章　日曜日は誰と一いつ緒しよに過ごすべき？







　週末のことで俺が頭を抱かかえながら迎えた翌日。教室はひとつの話題で持ちきりだった。

「転校生？」

「ええ、なんだか外国の子みたいよ」

「へぇー」

　外国人の転校生とはまたレアなイベントだ。イリスも転校生だけど、彼かの女じよは宇宙人だし。

　やがてチャイムが鳴り、担任が件くだんの転校生を連れてきた。

　長い金きん髪ぱつをツインテールにしたその少女は、何と言うか、ちぐはぐの塊かたまりだった。

「ワシの名はロザリンド・Ｃ・バートリじゃ」

　幼さの残る顔立ちなのに喋り方かたは古ふる臭くさく、高校の制服を着ているのに背は小学生並に小さくて、それでいて教きよう壇だんの上から教室を睥へい睨げいする視線はこちらを見下すようだ。

　そして何より鋭するどく細められた赤い瞳ひとみ。

　青い目とか紫むらさきの目とか光る目とかいろいろと見てきたが、赤というのははじめて見た。まるでルビーみたいで綺き麗れいだ。

「―――」

　あんまりジロジロ見ていたせいか、不意にロザリンドと視線がぶつかった。

　思わず目を逸そらし……またチラリと盗ぬすみ見る。

「……？」

　彼女はまだジッと俺のことを見つめていた。

　怒ったのだろうか？　だが表情からは特にそういった感情は見受けられない。

　もっと何か違う……何だ？

「烈れつ火か！」

「へ？　痛ててて！」

　突とつ然ぜん、横から耳を引っ張られて大声を上げてしまう。

「もう！　あの子のこと見すぎ！　浮気うわきは許さないんだから」

　意味不明なことを言いつつイリスはさらに耳を引っ張る。ち、ちぎれる！

「よ、よく分からんが悪い、悪かったって！　だから引っ張るな！」

「うん。謝あやまったから許してあげる。それで今度の日曜だけど、アタシ烈火とジェットコースター乗りたいわ、十回くらい」

「え、ええぇ～」

　ジェットコースターは別にいいが十回はいくらなんでも多い。

「いーじゃない。楽しそうだし！」

「いや、楽しいけど十回も乗ると気分悪くなるぞ？」

「平気よ」

　まぁイリスなら平気かもしれねーけど。

「ちょっと、勝手に予定を決めないでください。当日回るコースは今私が調べてますから」

　そこへ皐さ月つきが隣から割って入ってくる。

「なによー、アタシは自分の乗りたい物に好きに乗りたいんだけど」

「待ち時間とかを考こう慮りよしないと乗りたい物に全部乗れるとは限りません」

　自じ由ゆう奔ほん放ぽうなイリスと計画的な皐月の間で意見が割れる。

　お互いの主張は分かったけど俺を挟はさんでバチバチと火花を散らすのはやめてくれ。

「波なみ乱だれ君、大おお友ともさん、イリスさん、いい加減静かにしなさい！」

　その時担任の叱しつ責せきが飛んでくる。

　転校生が来たということでクラス全体がざわざわとしていたのだが、どうも俺たち三人は騒さわぎすぎたらしい。

　反射的に俺は前を向いて口を閉じるが、ふたりはまだ視線で牽けん制せいし合っている。

　こりゃ当日も荒あれそうだな。ていうか、結局日曜日どうしよう……。

　なんて俺が思っていると――再び転校生の少女と目が合う。

「……？」

　もしかしてずっと見られていたのだろうか？

「それではロザリンドさんはそちらの空いてる席に座すわってください。あと波乱君はＨＲが終わったら彼女に校内を案内してあげるように」

「え？　俺が？」

「一時間目は遅おくれても問題ありません。ではＨＲを終わります」

　担任は俺の質問を無視してＨＲを終わらせると、さっさと教室を出て行ってしまった。

　いや、そういうのってフツー委員長とか日直の仕事なんじゃ？　そもそも何で昼休みとかじゃなくて授業中に校内を案内しなくちゃならないんだ？

　ポカンとしている俺のところへ、当のロザリンドがスタスタとやってきて、

「頼たのんだぞ」

　と言ってきたので、今いま更さら断れる空気でもなかった。
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　まぁ頼まれた物は仕方がないということで、俺はロザリンドを連れ立って廊ろう下かへ出た。

　えーと、案内が必要なのは特別教室とかか。第一校舎は一年から三年のクラスが入ってるだけだから特に案内の必要はないよな？

「んじゃ、特別教室棟とう行くのに渡り廊下渡るからこっちな」

「待たぬか」

「ん？」

「歩くのが速い」

　っとと、そういやロザリンドはちっこいから歩ほ幅はばも狭せまいのか。

　俺は彼女のペースに合わせて隣に並ぶ。

「これでいいか？」

「ふむ」

　ロザリンドは満足気に頷うなずくと、こちらの肘ひじに腕うでを絡からめてくる。

「……いや、何で腕組んでるんだ？」

「バカ者。レディをエスコートせぬか」

　レディと言うにはいろいろとサイズが足りない気がするが……。

「今いらぬことを考えおったな？」

「いいや、別に」

　物もの凄すごい睨にらまれたので慌てて顔を背そむける。

「ふむ。では連れてゆけ」

「はいよ」

　わざわざ腕を組んで歩く俺たちを見てすれ違ちがう生徒たちがぎょっとするが、その内一時間目の始まりを告げるチャイムが鳴ってそれもなくなった。

　やけに静かな校舎の中を歩き、ひとまず特別教室棟の三階へ向かう。

「えーと、ここが音楽室」

　俺が教室の扉とびらの上にかかったプレートを指差しながら言う。

「ふむ」

「お、おーい、今授業中」

　だぞ、と言い切る前にロザリンドは背せ伸のびして、ドアの窓から音楽室の中を覗のぞき込んだ。

　幾いく人にんかの生徒が俺たちに気づいて「何やってんだ？」という顔をする。

　うわーなんか恥はずかしいな……。
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「音楽と美術は選せん択たく授業で、確か音楽は今校歌の練習だったかな？　俺は美術だからよく知らねーけど。ちなみに美術の方は教科書で美術の歴史とか習ってる最中」

　さっさとここを離はなれたかったので、やや早口に説明する。

「日本の学まなび舎やも随ずい分ぶんと小こ綺ぎ麗れいになったのう」

　ロザリンドは微び妙みようにズレた感想を漏もらし、浮かせていたかかとを下ろした。

「次じゃ」

　ツインテールを揺らして少女は俺を見上げる。

　うーん、マイペースだな～。

　その後も俺は物理室やら自習室やらを案内していった。

　いちおう案内しながら各教室や授業内容の説明を挟んでいるのだが、ロザリンドは「ふむ」と返すだけであんまり興味なさげだ。

　俺としてはできれば一時間目が終わる前に戻もどりたいと思っていたのだが、彼女の歩幅に合わせているのでどうしても歩みが遅おそい。

　それに彼女は雑談が多かった。

「歳としはいくつになる？」

「好きな色は？」

「何が楽しくて日本人は子供に同じ服を着せる？」

「恋こい人びとはいるか？」

　話しかけてくる度にロザリンドは立ち止まるので、さらに時間を食う。

　つーか同級生に年ねん齢れい訊きくか？　フツー誕生日の方じゃねぇ？

　こりゃ一時間目は諦あきらめるしかないかなーと俺が思っていると、彼女はまた立ち止まった。

「ところでナミダレ」

「何だ？」

「お主はあの両りよう隣どなりの女と随分仲がよさそうだったのう」

「まぁな」

「……あっさりと認めるのじゃな」

「？　そりゃぁ、まぁ」

　片方は幼おさな馴な染じみだし、イリスとも助けたり助けられたりで、結構な信頼関係を築いてきたつもりだ。「仲がいい」と言われて、否定する要素はない。

「……むぅ」

　ロザリンドはアゴに指を当てて小さくうなる。

「どうした？」

「いや、何でもない」

　そう言うなら、まぁいいか。

　俺はうわの空なロザリンドと相変わらず腕を組みながら移動し、なんとか二時間目が始まる前に特別教室棟を回り終えた。

「さて、じゃぁ教室戻ろうぜ」

　ていうか早く腕を解きたい。一時間目が終わってみんな廊ろう下かに出てきたので、また注目を集め始めているのだ。

　しかし、俺が腕をはずそうとすると、ロザリンドはぐいっと引っ張ってきて。

「何を言う。まだ第一校舎が残っておろう」

「いや、第一校舎はフツーの教室が並んでるだけだから案内する必要が……」

「必要かどうかはワシが決める。お主は案内役だ。とっとと連れてゆけ」

「そう言われてもな……」

　このままじゃ二時間目にも遅ち刻こくしてしまう。

「それとも何か？」

　ロザリンドは袖そでを下へ引っ張り、お互たがいの顔の距きよ離りを強ごう引いんに近づける。

　甘あまい匂においが鼻び腔くうを刺し激げきした。

「ナミダレはワシと一緒におるのが嫌と申すか」

「いや、そういうわけじゃねーけど……」

「ならば、一緒にいたいということじゃな」

「え？　あれ？」

　いつの間にか丸め込まれてしまった。

「ほれ、早くせぬか」

「……ういーす」

　生返事をしながら、ノーと言える日本人になりたい、そう思う俺であった。




　　　　　▽




　結局俺が授業に出られたのは二時間目の終わり頃ごろだった。それでもちゃんとした理由があったためか特に咎とがめられることもなく、俺は三時間目からフツーに授業を受けた。

　四時間目の体育が終わり、昼休み。

　俺は弁当箱を机の上に出して、一緒に食事を取る予定の皐月とイリスが更衣室から帰ってくるのを待っていた。

　ほどなくして、目的のふたり……と、ロザリンドが教室に戻ってきた。

「―――」

「――……」

「…―……」

　三人は二言三言言葉を交かわしている。

　体育の時間中に仲良くなったのだろうか？

「おかえり皐月、イリス」

「ただいま」

「たっだいま～」

「さっきロザリンドと話してたけど、一緒にパス練でもやったのか？」

　女子は確かバスケだったはずだ。転校したばかりのロザリンドを面めん倒どう見みのいい皐月が自分たちのグループに入れてあげたのかもしれない。

「ん？　別にそういうわけじゃないけど」

　しかし、予想に反して皐月は首を横に振った。

「ふーん」

　じゃぁ、たまたま入り口の前で一緒になって世間話しただけか？

「ナミダレ」

　そんなことを考えていると当の本人がやってきた。

「どうした？」

　ロザリンドにこうして呼ばれるのも今日何度目だか。妙みように懐なつかれてしまった。

「今は食事の時間らしいの。購こう買ばいとやらに連れてゆけ」

「案内はもうしただろ。ひとりで行けるじゃねーか」

「日本の貨か幣へい価値がよく分からぬ」

「むぅ」

　そういうことなら仕方ない、か。

「分かったよ。代わりに計算してやればいいんだろ？」

「ふむ」

　ロザリンドは俺の返事に満足そうに微笑ほほえむ。

「そのあと食事もワシとふたりで済まそうではないか」

「え？　あ、いや、ふたりってわけには……」

　俺は元々一緒に食べる予定だった皐月とイリスを見やった。

　すると。

「ごめん烈火。実はちょっと用事があるの」

「へ？」

「アタシも～」

「おおう？」

　こりゃまたなんとも珍めずらしい。

「あらまぁ、烈火さんのクセに随分とタイミングがいいですね」

　いつも無表情がデフォルトなアールですら少し驚おどろいてる。

「そういうわけだから、烈火はロザリンドさんとふたりで食べて」

「ああ、分かった」

「じゃ～ね～」

　教室を出て行くふたりと、教室に残るふたり。

「では行くかの」とロザリンド。

「行くのはいいんだが……」

　いちいち腕を絡めてくるのはやめてくれ。

　ロザリンド的にはこれは「エスコート」という物らしいが、俺を英国紳しん士しと同等に扱あつかうのは無理がある。

　クラスの男子たちは「今度は転校生の美少女にまで手を出しやがって」という視線をこちらに送っていた。中には舌打ちしている奴やつもいる。

「…………誰だれか一緒に来るか？」

　俺は少しでもクラス内での風当たりを和やわらげるためそう切り出してみるが、途と端たんにロザリンドが膨ふくれっ面つらになる。

「ナミダレ。ワシはお前と『ふたりで』と言ったのじゃ」

　舌打ちが増えた。

　それ以上留とどまっていてもいらん噂うわさが増えるだけだと悟さとり、俺はロザリンドを腕にぶら下げるようにして教室から足早に逃にげ出だした。

「歩くのが速い」

　朝と同じことを注意され、俺はゆっくりと購買へ向かう。

「なぁ、何で俺なんかと昼飯食おうって思ったんだ？」

「至し極ごく単純な理由じゃ。ここにいる人間の中でお主が一番話しやすい」

　まぁ、校内案内したのは俺だけど。

「モテモテですね～」

　そんなんじゃねーよ、とアールに視線を送っておく。

　そうこうしている内に購こう買ばい部ぶに辿たどり着ついた。

「ふむ。購買というのはパンが豊富なのじゃな。あんぱんはあるかの？」

「あんぱんなんて知ってるんだな？」

　アンコとか使ってるし、日本の菓か子しパンかと思ってたんだが、外国人のロザリンドも知っているらしい。

「そういう物があると名前だけは知っておっての。一度食べてみたいと思っていたのじゃ」

　ロザリンドはあんぱんとクリームパンを購こう入にゆう。自じ販はん機きで紅茶と俺の分のジュースを買うと、彼女は屋上へ行きたがった。

「教室へは戻らないのか？」

「ワシは上で食べたい」

　まぁ俺も今は教室に戻りたくないし、いいか。

　屋上に出ると、涼すずしいそよ風が頬を撫なでる。天気もよく風のおかげで暑すぎもせず、外で食事するには絶好の日和ひよりだ。

　俺とロザリンドはベンチに腰こしかける。

「ナミダレは弁当なのか」

「ああ、今日は皐月が作ってくれた奴」

「……お主はサツキに弁当を作ってもらっているのか？」

「まぁ、もうひとりいるけど」

「もうひとり……じゃと？」

「？」

　なにやらショックを受けた表情で固まるロザリンドをよそに、俺おれは弁当の包みを開けて食べ始める。

「ほら、お前も食えよ」

「ふ、ふむ」

　まだ若じやつ干かん強こわ張ばった顔のまま、ロザリンドは紅茶のパックにストローを差し込む。

「ちゅー……マズい」

「バッサリかよ」

　しかも感想言うの早いし。少し驚いた。

「これを紅茶とほざくつもりならワシは作った人間を血祭りに上げる」

「物ぶつ騒そうだな、おい」

「手始めにお主からじゃ」

「何で!?」

「ワシにこんな物を飲ませた罪は重い」

「待て待て待て！」

　冗じよう談だんのように聞こえるが、目がマジだ。

「まぁまぁ、こっちのあんぱんも食ってみろよ。ほら」

　まだ彼女が開けていなかったパンのビニールをバリッと破り、強引に受け取らせる。

「……」

　手の中のあんぱんと俺を交こう互ごに睨み……ひとまず目の前のパンを先に片づけることにしたようだ。単に両手がふさがってしまったからなのかもしれないが。

　丸いあんぱんに少女の小さな口がかぷっと噛りつく。

　これもマズいって言われたら本当に血祭りだろうか……と、ハラハラしながら彼女が食べ終わるのを待つ。

　と。

「……味がせぬ」

「アンコまで届いてないだけだって！　もう一度奥おくまで噛かんでみろよ！」

　ズコーっとなりながら、俺は彼女にひと言アドバイス。

　ロザリンドはもうひと口、今度は確実にアンコが詰つまっているであろう辺りまで、しっかりとその小さな口内に収める。

　一度にたくさん入れすぎたのか、少しばかりリスみたいに頬ほおを膨らませながら、もぐもぐと彼女は口を動かす。

「……」

「どうだ？」

　かぷ

　返事をせず、彼女はまたひと口噛りついた。

　ちゃんとアンコのあるところを選びながら。

　どうやらあんぱんはお気きに召めしたようだ。

　俺はほっと安あん堵どしながら、自分の弁当へと箸はしを伸のばすのを再開した。




　　　　　▽




　放課後。下げ駄た箱ばこ。

「ナミダレ」

「またか……」

「何じゃその微妙な顔は？」

「いや、ワリィ。ただよく会うなーと思って」

「同じクラスなのだから当たり前であろ」

「うーん、そういうことじゃなくてさ」

　朝からずっと振ふり回まわされっぱなしで少しうんざりしてる、とは言えない。

　非常に慎つつしみ深ぶかいアベレージな日本人の俺であった。

「まぁよい。ちょうどよいからともに帰るとするか」

「あー、いいけど」

　俺はサッと手をロザリンドの顔の前へ突つき出した。

「腕うで組くみ禁止な」

「むぅ。なぜじゃ？」

「さすがに外ではよせ」

「むぅ……」

　ロザリンドは不満気に目を細める。

　しばし俺と彼女の間で緊きん張ちよう感が漂ただよったが、

「隙すきアリ！」

「ぬわぁ！」

　あっさりと俺の敗北で決着がついた。

「ふむ。さぁ行くぞ」

「……へーい」

　もはや逆らう気力もなく、俺はロザリンドと一いつ緒しよに歩き出す。

　うーん、今日は彼女にあっちこっちつき合わされてて、皐月やイリスと日曜日の件について話すことができなかったなぁ。

　明日こそは重ねてしまったスケジュール関係をスッキリさせなければ。

　決意するだけならタダということで、俺がそんな風に気持ちを固めていると。

「ナミダレ。ワシはまだこの町の地理をよく知らぬ。少し案内せよ」

　またロザリンドがそんなことを言い出す。

　…………分かった。今日はこのわがままなお姫ひめ様さまに一日つき合う日って、何か不思議パワーによって決められていたんだな？　そうだな？　そうに違いない。

　どうしても断るって選択ができない辺り、つくづく優ゆう柔じゆう不ふ断だんだなー俺は。

「むぅ。どうしたのじゃ？　早くせぬか」

「はいはい。了りよう解かいしましたよ、お姫様」

　急せかすロザリンドに投げやりな返事をする。

　その時――彼女の表情が一変した。

「……ナミダレ……」

　今までの居い丈たけ高だかな呼び方ではなく、うわ言みたいな声こわ音ねで名前を呟つぶやかれる。

　俺を見上げるその赤い瞳もまるで動どう揺ようするように左右へゆらゆらと揺ゆれていた。

「？　俺の顔に何かついてるか？」

　なぜそんな顔をされるのか分からなくて、俺は思いついたことをそのまま尋たずねてみる。

「なっ、何でもない！」

　しかし、ロザリンドは大きな声でピシャリと言い切ると、バッと俺の腕を離して距離を取った。妙な過か剰じよう反応に、さらに困こん惑わくする。

「どうかしたのか？」

「何でもないと言うておろうが！」

「いや、でもよ」

「黙だまらぬか！　ないと言ったらないのじゃ！」

「？」

　腕を組んでる時は涼しい顔してるクセに、腕を離した途端に赤くなるなんて変な奴だ。

「あ、案内はまた今度でよい」

「おお、そうか」

　思わず俺がホッとすると、ロザリンドはギロンと睨みつけてきた。

「何じゃあからさまにうれしそうにしおって」

「あ、いや」

「言っておくが約束を反ほ故ごになどさせんぞ……そうじゃな、町の案内は次の日曜日にでも、たっぷりと一日かけてしてもらおうかの」

「何ィ!?」

　あまりにもジャストミートな日時指定に狼ろう狽ばいする。

「ちょっと待った！　その日は先約があるんだ！」

「何……？」

　ロザリンドは片方の眉まゆをピクンッと跳はね上あげる。

「……それはあのサツキやイリスとの約束か？」

「あ、ああ、そうだけど……何で分かったんだ？」

「勘かんじゃ」

「女の勘は怖こわいですね～」

　サラリと言ったロザリンドに、アールが暢のん気きな感想を漏らす。俺も同意見だ。

「ま、まぁとにかく皐月たちとの約束があるから、案内なら土曜日とか、もしくは来週なら何とか」

「……」

　俺はあたふたと別案を出していくが、ロザリンドは答えてくれない。

「じゃ、じゃぁまた明日な！」

　なんだかますます不ふ機き嫌げんになった彼かの女じよから逃げるように、俺はその場から走り去った。




　　　　　▽




「レッカ様～。起きてください」

「ハリッサ……？」

　体を揺り動うごかされる感覚で目を覚ますと、エプロンを着たハリッサが立っていた。

「おはようございます、レッカ様」

「うっす、おはよう……あと五分」

「も～早く起きてください！」
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　睡すい魔まの忠実なる僕しもべとなりかけた俺から笑え顔がおで布ふ団とんを引っぺがすハリッサ。近ちか頃ごろ、容よう赦しやがなくなってきてる気がする……まぁそれだけ俺が怠なまけ者ものということなんだが。

「むぅ……」

　思うに睡魔は布団に宿る妖よう精せいかもしくは悪あく魔まなんじゃなかろうか？　布団を奪うばわれると急激にその誘ゆう惑わくがなくなっていく。

　まぁ朝からそんなたわ言は置いといて、とりあえず上半身を起こすが、まだ少しぼーっとする。

「レッカ様！　早く着き替がえないと遅刻しちゃいますよ？」

「ぬ？　……げっ、ホントだ！」

　いつもより起きた時間が十分ほど遅い。

　完全に眠ねむ気けの覚めた俺はベッドから跳ね起おきて、急いで制服に着替え始める。

「じゃぁ、ウチは下で待ってますね」

「ああ」

「あ、ところで……」

「？」

　少し言いにくそうにハリッサが言いい淀よどんだので、俺は背中越ごしに振り返かえる。

「もしかしてレッカ様、サツキさんと昨日喧けん嘩かしましたか？」

「え？　何で？」

「いえ、その……」

　ハリッサはもう一度言い淀む。

「今朝、サツキさんが朝食を作りに来なかったので」

「へ……？」




　　　　　▽




　学校へ行く前、俺は心配になって隣となりの大友家へ皐月の様子を見に行った。

「あら？　皐月ならもう随分前に家を出たけど、烈火君の家に行ってないの？」

　玄げん関かんから出てきた皐月のおばさんは首を傾かしげる。

　病気ってわけじゃないらしい……。

　じゃぁ何で今朝はウチに来なかったんだ？

「あの子がひとりで行くなんてどうしたのかしら？」

「まぁ、学校でそれとなく聞いてみます」

　俺はおばさんに頭を下げて、少しモヤモヤした思いを抱かかえながら学校へ向かった。

　教室へ入ると、すでに皐月は自分の席に座すわっていた。イリスも。

「……？」

　いつもなら俺が入ってくると同時にイリスが大声であいさつしてきたり、時には抱だきついてきたりするんだが。

「あっ、おはよう烈火」

　今日の彼女はおとなしかった。

「おう……おはよう」

　モヤモヤがひとつ追加される。

　なんか変だな今日は。

「おはよう、皐月」

「おはよう、烈火」

　隣の皐月ともあいさつを交わす。普ふ段だんは家から一緒に来るので学校で朝のあいさつをするのは珍しい。

「今朝はごめんなさいね、ちょっと急用があって」

　俺が席に着くと、皐月は顔の前で小さく手を上げて謝罪してきた。

「いや、まぁ急用ってんなら仕方ないって……。でも、できれば次はメールでいいから連れん絡らくくれよな。朝ハリッサが大変そうだった」

「そうね。次からは気をつけるわ」

　皐月は手短に返事を返して、一時間目の予習に戻もどった。

「……」

　何だろう……この、何だ？

　ふたりとも変なんだけど、とんでもなくおかしいってほどじゃなくて……。

　何かふたりを怒おこらせるようなことしたっけ……？

　数秒考えて、はたと気づいて両りよう腕うでで頭を抱えて机に突っ伏ぷした。

　ま、まさか日曜日のことがバレた!?

　マテマテ。確かにみんなの約束をかぶらせたのは俺だけど、そのことを皐月やイリスが知ってるわけがないだろ？　響ひびきなんかは俺以外と連れん絡らく先さきの交こう換かんすらしてないはずだし……いや、待てよ……あるいはハリッサが皐月と偶ぐう然ぜん会って、その時に俺と日曜日に出かけるってことを世間話でするのは、充じゆう分ぶんあり得る話じゃなかろうか？

　それで皐月は今朝ウチに来ないで、学校でイリスにそのことを話して――で、この態度。

　ハリッサの様子が特に変わらなかったのは、服を買いに行くのを楽しみにしている彼女を悲しませないために、皐月が遊園地のことを黙っていたから、とか。

　うわぁ、考えれば考えるほど合が点てんが行くなぁ。

　そして考えれば考えるほど顔面が冷ひや汗あせダラダラになるなぁ。

　これ顔を上げたら時間が昨日に巻き戻るとかないかな……いやいや現実逃とう避ひはよせ。

　とりあえず、まずは謝あやまって、次に事情を話して、何とかスケジュールを調整できないか模も索さくしよう。大事なのは失敗を挽ばん回かいすることだ。

　つーか全面的に俺が悪いんだから、昨日もあれこれ悩なやむ前に早く謝るべきだった。

　よし。

「皐月。イリス」

　俺がふたりに声をかけた――その時。

「ナミダレ！」

「ぐぇ！」

　突とつ然ぜん背後からグイッと襟えり首くびを引っ張られ、首が絞しまる。

「ロ、ロザリンド！　苦しいって」

「ふむ。ワシに会えたうれしさのあまり胸が苦しいか」

「もっと物理的な意味でだ！」

「照れずともよい」

　ロザリンドはまるで悪びれずにクスクスと笑う。

「スゲェ自信だな、おい……」

　呆あきれるどころかむしろ感心するよ。

　つーか出鼻を挫くじかれたせいで皐月とイリスに謝るタイミングが……。

「それでなナミダレ。また分からぬことがあるのだがのう」

「うぅぅ……あーもう分かったよ！　今度は何だ？」

　まだ学校は始まったばっかりだ。謝るタイミングなんていくらでも……。

　俺はそう気を取り直して、次に謝る機会を探さぐることにした。




　　　　　▽




　探ることにした……のだが。

　一時間目休み。

「よしっ、言うぞ」

　二時間目休み。

「次こそ……」

　三時間目休み。

「次……」

　昼休み。

「ふたりともまた用事か……」

「ナミダレ。今日はどのパンがおススメかの？」

　五時間目休み。

「ぐぬぬ……」

　そして気がつけば帰りのＨＲ。

「……どうしてだ？」

　なぜか皐月たちとことごとくタイミングが合わない。

　気がつけばふたりともどこかへ行ってしまうし、チャンスだと思ってた昼食の時間はまたしても用事があると言われてしまった。

　授業中にこそこそ小声で謝るのも誠意が足りないしなぁ。

　やっぱりこういうのは面と向かってキチッと謝らないといけない。

「では今日はこれまで」

　担任がＨＲの終しゆう了りようを宣言し、放課後となる。

「じゃぁね、烈火」

「またね～」

「ふ、ふたりともちょっと待った！」

　手早く荷物をまとめて帰ろうとする皐月とイリスを慌あわてて呼び止める。

「何？」

　皐月が小首を傾げて尋ねてくる。

「え～と」

　ああもう早く言っちまえ俺！　ここを逃のがしたら明日は土曜日だ。つまり約束の日の前日。謝るチャンスは減る上に謝るにしても遅おそすぎる。

「と、とにかくまず謝っとく！　すまん！　俺が悪かった！」

　いきなり大声を上げてガバッと頭を下げたせいで周囲から多少視線が集まるが、気にしてなどいられなかった。

「烈火ってば急にどうしたの？」

　イリスがクエスチョンマークを浮うかべる。

「いや、日曜日の件で怒らせちまったから、それで……」

「日曜日？」

「だから、その、遊園地に三人で行くって約束しただろ」

「遊園地……？」

「三人でって……？」

　皐月とイリスは顔を見合わせる。

　しばらくして、ふたりは怪け訝げんな顔をして、




「「そんな約束したっけ？」」




　そう尋ね返してきた。

「……え？」

　予想外の反応に俺は目を丸くする。

「よく分からないけど、何かの勘かん違ちがいじゃない？　……あ、ごめんなさい。急ぐから、私もう行くわね。月曜日にまた学校でね」

「アタシも早く帰らなきゃ！　じゃね～」

　俺が呆あつ気けに取られている内に皐月とイリスはさっさと帰ってしまった。

　ど、どーいうことなんだ？

　まるでふたりの口ぶりは約束のことなんて忘れているみたいだった。

　って、おとといあれだけ三人で話し合った上に、昨日の朝だって乗り物に乗る順番で口論したような約束を、今日になっていきなり忘れるわけないだろ。

　つまりこれは安易な謝罪など受けつけないっていう遠回しなメッセージ……!?

　いや、皐月もイリスも怒りっぽいところはあるけど、こんなちょっと陰いん湿しつな感じのする怒り方するか？　何か違い和わ感かんが……でも遊園地の約束を忘れるとも思えないし、ほかに彼女たちの態度を説明できる理由がない。

「あらあら、本気で怒らせましたかね？」

　アールは暢気にそんなことをほざくが、当事者の俺は暢気になどしていられなかった。

　すぐさま俺はふたりを追い駆かけようとしたが。

「ナミダレ」

「ぐえあ！」

　ノドがキュッと絞まって一いつ瞬しゆん意識が遠のいた。

「ロザリンド！　何すんだ！」

「話を聞いておったぞ」

　こちらの怒ど鳴なり声ごえなど気にも留とめず、彼女はにんまりと笑いながら襟えりをさらに引っ張る。

「お主の日曜日の予定は空いたようだの。これで安心してワシに町を案内できるというわけじゃな」

　どうやら俺たちの会話を聞いて、昨日の話を蒸むし返しに来たらしい。

「それはまだ分からねーよ。まず謝ってから話す。つーわけで離はなしてくれ」

　正直急いでいるのだが、無理に振り払はらったらケガをさせてしまうかもしれない。なので彼女の方から手を離してくれるよう頼たのんだ。

　しかし、彼女は手を離してくれない。

「未練たらしいのう。あれだけ愛あい想そ尽つかされておいて」

　グサッと言葉が胸に突き刺ささる。

「あ、愛想尽かされ……」

「どう見てもそうであろ」

　そ、そうなのか……俺、愛想尽かされてしまったのか？

　そりゃ確かにふたりがあんなに遊園地楽しみにしてたのに、約束ダブらせるどころかトリプらせてる時点で切腹もんだけどさ！

「烈火さんガチヘコみしてません？」

　してますとも。

「過去も未来も含ふくめてぶっちぎりで鈍どん感かん王世界一位の分際で」

　アールさん容赦ない追つい撃げきはマジ勘かん弁べんしてください。心が抉えぐれます。

　こっちが謝っても忘れたフリして先に帰っちゃうくらい、ふたりが本気で怒ってると思うと走り出そうとしていた脚あしがズシッと重くなる。

　落ち込む俺とは対照的に、ロザリンドはやたらと上じよう機き嫌げんだ。

　彼女は慰なぐさめるみたいに俺の背中をぽんっと叩たたいてくる。

「ま、ここはおとなしくワシの相手をしておくことだの。むしろ予定が空いてワシとともに過ごせることをありがたく思うがよい」

「…………いや、日曜はほかにも買い物行く約束とかあるから」

「なヌ!?」

　少女の笑えみにビシリと亀き裂れつが入る。

「お主はあのふたりと約束があるからワシの誘さそいを蹴けったのではないのか!?」

「そうだけど……ああ、今はンなことどうでもよくて」

「どうでもいいわけあるか！」

　なんかロザリンドがキャンキャン喚わめいているが、この際無視する。

　それより皐月とイリスと仲直りするにはどうしたらいいか？　それが問題だ。

　ただ謝っただけじゃダメとなると、もっとキチンとした誠意を見せなければならない。

　この場合何が一番の誠意になるだろう？

　……やっぱり諸もろ々もろの約束とスケジュールをしっかり調整して、問題を解決した上でもう一回頭を下げるのが一番だよなぁ。

　うん、ハリッサの服は少し日程をズラして買いに行こう。服代は俺が向こう一ヶ月煮干し尽づくしで頑がん張ばれば捻ねん出しゆつできるはずだ。もちろん勝手にスケジュールを変えることを謝らなければならないが。

　ネックなのはケータイの電源を切りっぱなしの響だが、とにかく連絡がつくまで電話してみるしかない。

　ひとまず今後の方針を決定した俺は歩き出そうとするが、

「待たぬか！」

「ぐぼっ！」

　本日三度目の首絞めで足止めを喰くらう。

「何なんだいったい！　いい加減にしないと怒るぞ！」

「うるさい！　質問に答えよ！」

　こちらに勝まさるとも劣おとらない剣けん幕まくでロザリンドが詰め寄よってくる。

「お主が日曜に買い物に出かける相手というのは誰だれじゃ!?」

「……ハリッサとだよ」

　答える義理はなかったが、答えなければ手を離してくれそうになかったので渋しぶ々しぶ教える。

「そのハリッサとお主はどういう関係かの？」

「ああもうそんなこと知ってどうすんだいったい？　一緒に住んでる女の子だよ」

「同どう棲せいか!?」

「居い候そうろうだ！」

　ハリッサのことはもうクラスメートに知しれ渡わたっているが、これ以上誤解を生むような言動は慎んでくれ！

　このやり取り自体が誤解を増長するような気もしたが、今はそんなことよりも時間が惜おしかった。

「とにかく質問には答えたからな！　俺はもう行く！」

「……むぅ！」

　ロザリンドはしかめっ面つらをしながら手を離した。

　怒るのはむしろ俺の方だと思うんだが……まぁ今はどうでもいい。

　俺はカバンを乱暴に引ひっ掴つかんで、慌ただしく教室を出て行った。
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　帰ったらすぐにでもハリッサと日曜日のことで話したかったが、ちょうど夕飯の買い物に出ていたらしく家の中は空っぽだった。

　彼女は家計を助けるため、チラシを見て安く食材を売っているお店を何件も回るので、ヘタに迎むかえに行っても入いれ違ちがいになる可能性が高い。仕方なく俺はリビングのソファに座り、そわそわしながら彼女の帰りを待った。

「ハリッサ遅いな……」

　気がつけば、さっきから何度も時計を確かく認にんしている。落ち着きがない。

　ただ落ち着きはしないものの、時間が経たてば少しは頭が冷えてくる。そうすると先さき程ほどは考えていなかった問題にも気づく。

　すなわち、ハリッサにどう話を切り出すか。

　俺おれの分の食費を切きり詰めてでも彼女の私服は絶対に買かい揃そろえるつもりだが、問題はそういうことでもない。

　買い物へ行く日程を変へん更こうするとなれば、当然その理由――つまり俺が約束をいくつもかぶらせていたことを話さなければならない。

　それが相手をどれだけ怒らせたり傷つけたりするかは、ついさっき学習したばかりだ。キチンと話し合うにしろ、伝え方を考えなければならない。

「とはいえどう言えばいいんだ……？」

　さっぱり言葉が浮かばない。

　再びダラダラと冷や汗が流れ始める顔面を両手で覆おおった。視界が真っ暗になる。

　このまま闇やみの底へ溶とけてしまいたい……！

　ポエムチックに現実逃避してみたが生あい憎にくと逃にげ切れなかった。

　現実の回り込み性能半はん端ぱねぇ……とか言ってる場合じゃなくて。

　その時玄関からガチャっと鍵かぎの開く音がする。

　ハリッサが帰ってきた。

「あっ、帰ってたんですねレッカ様。おかえりなさいませ」

「ただいま。ハリッサもおかえり」

「はい。ただいま戻りました」

　微笑ほほえみながらハリッサは手に提さげたエコバッグを持ち上げてみせる。

「運ぶの手伝うわ」

「ありがとうございます」

　ハリッサからエコバッグを受け取り、キッチンまで運ぶ。

「あ～、その、今日の晩飯は？」

「今日はロールキャベツという物に挑ちよう戦せんしてみようかと」

「そっか。うん、旨うまそうだな」

「初挑戦なのでおいしくできるかまだ分かりませんけど～。でも頑張ります」

　ぐっと胸の前でガッツポーズしたハリッサは手慣れた動作でエプロンを身につける。

「牛乳と卵だけ冷蔵庫にしまっていただけますか？」

「了解」

　彼女の指示に従って袋から牛乳パックと卵のパックを取り出し、冷蔵庫に入れる。

「……」

「？　どうかなさいましたか？」

　いつまで経ってもキッチンから出て行かない俺に、ハリッサが尋ねてくる。

「えっと、まぁ何か手伝うことないかと思って」

「ご飯も朝の残りがありますし、特には」

「そ、そうか」

「どうしたんですかレッカ様？　お夕飯はいつもウチに任せてくださいますのに」

「それは……」

　単に日曜の話を切り出すタイミングを計りつつ全然切り出せないだけなんだけどね！

　ぐわぁ！　情けねぇ！　どんだけ情けないんだ俺は！

「うががががが！」

「どっ、どうしたんですかレッカ様!?」

　頭を抱えて悶もだえ始めた俺をハリッサが心配してくれる。

　やめてくれぇ！　そんなやさしい瞳ひとみで俺を見ないでくれ！　後ろめたさで真っ黒に染まった俺の心が浄じよう化かの光で焼き尽くされてしまう！

　さっきから脳内でやたら寸劇しまくってんのも混乱のしすぎだなー、と一部の妙みように冷静な俺自身がツッコんだ。

　うん、確かに混乱しすぎだ。

　ついでに言うとアホすぎた。

　いい加減変な遠回りはやめて早く謝ろう。

「あ、あのな、ハリッサ」

「はい？」

「日曜日のことなんだけど」

「日曜日の、ですか？」

「そう。その約束のことで話があるんだ」

「はぁ、約束のことで……」

　ハリッサは持っていた包丁をまな板の上に置いて、傾げた頭に指を当てて考え込む。

　そして。




「申し訳ありません。ウチ、日曜日に何かレッカ様と約束していましたっけ？」




　と言った。

「？　……！　!?」

　一瞬、ハリッサが何を言っているのか分からず、分かった直後はさっきの数倍の混乱に見み舞まわれた。

　ま、まさかあの温おん厚こうなハリッサまで実はブチ切れていらっしゃる!?

　ウソだろと叫さけびたいけど……この反応は皐月たちと示し合わせてるとしか思えないぞ。

　ややネガティブすぎる考えかと思うが……本当に全員が約束のことを忘れてるなんて突とつ飛ぴな考えよりは信しん憑ぴよう性せいがある。

「お夕飯は四十分くらいでできますので、レッカ様はくつろいでいただいて結構ですよ」

「……はい」

　やや困り顔のハリッサにそう言われ、俺は素す直なおに頷うなずくしかなかった。
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　土曜日。

　俺はベッドの上に大の字になって天てん井じようのシミを数えていた。すでに三時を回ったというのに、朝と昼の飯時以外ずっと部屋から出ていない。

「はぁ～～～」

　深いため息が出る。もう何度目か。

　何と言うか……俺が悪いのは自覚してるけど、想像以上にみんなが怒っていてガクガクと震ふるえている状態だ。

　特にみんな内心怒っているはずなのに、表面上はいつもと変わらない。

　ハリッサは今朝も起こしに来てくれたし……。

　飯もおいしかったし……。

　部屋の掃そう除じもしてくれたし……。

　いつも通り笑顔だった。

　それが逆に恐おそろしい。

　コンコン

「レッカ様～」

「ヒギャァ！」

　ドアから顔を覗のぞかせたハリッサを見て心臓がドッキンコした俺は無様にベッドから転がり落ちてしまった。

「レ、レッカ様。どうしたんですか？」

「いや、別に。ちょっと驚おどろいちまって」

「ノックしましたけど……」

「いや、ホント、何でもないから。で、で、どうしたんだ？　何か用か？」

「レッカ様がずっと部屋から出てこないので、どうされたのかと……」

「あー……いいえ、何でもないです。何でもないです」

　敬語。

「そうですか……」

　ハリッサは心配そうに眉まゆを八の字にしながらいちおう頷いてドアをゆっくりと閉めた。

　パタパタパタと階段を下りていく音に耳をそばだてて……彼女が一階へ行ったのを確認すると、俺は盛大に肩かたの力を抜ぬく。

　は、半端ねぇー！　ハリッサの演技力半端ねぇー！

　まるで本当に日曜の約束なんて覚えてないみたいに、これっぽっちも怒ってませんよって感じで俺を気づかうあの態度！　女優になれるんじゃないか？

「こ、怖こわい。女の子怖い……」

　ビビりすぎて涙なみだ出てきた……ベッドに突つっ伏す俺を、アールが呆れ顔がおで見下ろす。

「ヘタレすぎです」

「うるせー！　もうどうしたら許してもらえるのか分かんないんだよ！」

「マジ泣きしないでください」

　だってこの状じよう況きよう、精神的に結構こたえるぞ。

「……まさかこれがキッカケで女性恐きよう怖ふ症しようになって『全ての戦争オールオブウオー』が起こるなんてオチじゃないですよね？」

　うぅ……さすがにそれはない、と信じたい。

　ピリリリリリリ　ピリリリリリリ

　電話の着信音が鳴る。

　机の上で震えるケータイを手に取り――直後にボトッと床ゆかに落とした。

「どうしたんですか？」

　アールがクルンッと宙返りして、ケータイの液えき晶しよう画面を覗き込む。

「あら、響さんからじゃないですか」

「……」

「出ないんですか？」

「うっ……いや、出る。元々、日曜の待ち合わせ時間の件で電話するつもりだったんだし」

　もっとも「もしかして響にも日曜のことがバレてるんじゃないか？」って恐きよう怖ふのせいで昨日は電話できなかったんだが。

　通話ボタンを押おすのには勇気がいったが……相手がどういう意図にしろ、ここで電話に出なかったらさらに怒らせることになると思い、恐る恐るボタンを押した。

「ひ……響か？」

『遅い。次からは早く出るようにと言っただろう』

「ヒィ！　ごめんなさい！」

『わっ！　……いや、そんな大声で謝らなくてもいいが』

　少し戸と惑まどい気味の声が電話口から聞こえてくる。

　確かに今のは声が上うわ擦ずってしまったかもしれない。恐怖で。

　彼女はどんな角度から俺を追おい詰つめるつもりなのか……うぅ、想像するだけで恐ろしい。

『まぁいい。それでだ』

「……！」

　彼女が話題を切り出そうとして、俺は一気に緊きん張ちようする。




『明日の待ち合わせ時間なんだが、夕方五時くらいで構わないか？』




「…………へ？」

『だから夕方の五時だ。チェルシーが戻もどってくるのがその一時間くらい前になるらしいから、問題なければその時間に……』

「い、いやちょっと待った！」

　さらに何か言おうとした響の声を遮さえぎって、俺は再び大声を上げてしまう。ただし今度はビビッて声が裏返ったわけではなく、驚きのあまりだ。

『大声出すな！　耳に響く！』

「わっ！　すまん！　いや、それより響は、その……怒ってないのか？」

『？　怒るって、何をだ？』

　安あん堵どのあまり力が抜ける。

　どうやら響には皐月やハリッサたちの件はバレていないようだ。

　……あ、いや、バレてないからってそれで安心してちゃダメか。

　まだ何も問題は解決してないんだ。

「あのな、響……」

　まずはちゃんと謝って、そこから先へ話を進めないといけない。

　俺はベッドの上に正座して、日曜日に約束をいくつも重ねてしまった件を話した。その経けい緯いとなるここ数日の出来事を説明し、明日の待ち合わせ時間を場合によっては前後させて欲ほしいと頼む。

『バカかキミは』

　響は静かに話を聞き終えたあと、バッサリと俺を切り捨てた。

「返す言葉もございません」

『そっちの話じゃない。いや、そっちはそっちで非常に間ま抜ぬけだとは思うが』

　響はそこで言葉をいったん切る。

『キミは自分の周囲で起こる〝変化〟にもう少し注意を払はらった方がいい』

「〝変化〟？」

『ボクらが事件や不可思議な現象に巻き込まれる体質なのは分かってるだろ？』

「そりゃもちろん」

　俺の『波乱の血筋』と響の『万ばん丈じようの血筋』――どちらもともに『主人公不在の物語』に巻き込まれやすい体質を代々引き継つぐ『血筋』だ。

　放っておけばそのままバッドエンドを迎えてしまう『物語』を、俺たちは本当の主人公の代役となって時折り解決している。

『いいか？　ボクらが『物語』に巻き込まれる時――つまり特とく殊しゆな事件や現象が起こる時というのは何かしらの〝前兆〟があるものだ』

「〝前兆〟。それが俺の周囲で起こる〝変化〟ってことか？」

『そうだ』

　響の場合はそういう〝何か〟があれば、近々『物語』に巻き込まれる可能性が高いと見て備えるらしい。

『と言うか、キミもそのくらい用心しろ』

「ごもっともで」

　さっきから怒られっぱなしである。だが昨日から怒られるべき場面で怒られないことが続いていたので、なんかはっきりと罵ば倒とうされるのがうれしい。

『ここまで言えば分かるだろ。キミの周囲で最近起こった〝変化〟は何だ？』

　俺の周りで起こった〝変化〟。

　すぐに思い当たった。

「ロザリンドか」

『そう。さっきキミの話の中にチラっと出てきたその転校生が怪あやしいと見るべきだ』

「……う～ん、でもただの高校生に人の記き憶おくを消したりなんかできるか？」

『三人の怒り方に違和感を感じたと言ったのはキミだろ？　ボクは彼かの女じよらのことをよく知るわけじゃないが……確かに、キミに対してそんな嫌いや味みなやり方で仕返しをするのは変だと思う』

「何で？」

『それはボクも彼女らも……って、何を言わせるんだキミは！』

「お、おう？」

　まだ何も言ってないじゃん。

『コホン。それに、だ――』

　咳せき払ばらいをしたのち、響は続きを口にする。




『――その転校生が普ふ通つうの人間とは限らないだろう？』




「……っ！　そういやそういう可能性もあんのか」

　一ヶ月前の俺なら冗じよう談だんだろと思うような可能性だが、今ではそれもあり得るとフツーに考えられるようになっていた。慣れって怖い。

『急に昼食を一いつ緒しよに取らなくなったり朝皐月がキミの家へ行かなくなったりするという〝変化〟は、キミと妙に親しくしようとするロザリンドにとってやたらと都合がよすぎる。そもそも転校初日から彼女は皐月らと普通に話せていたんだろう？　話しやすいなんて理由でキミにベタベタするのはおかしいじゃないか』

「そういえばそうだな」

　言われてみればロザリンドは人見知りするタイプには見えない。

『三人が日曜日の約束を反ほ故ごにしたのも、ロザリンドと関係があるんじゃないか？　何か思い当たることは？』

「……あるな」

　彼女には日曜に町を案内して欲しいと頼まれていた。

　そういえば皐月とイリスが約束を『忘れた』のは、彼女の頼みを断ったあとだ。

　しかも断る理由は皐月とイリスに関係あるかと彼女に聞かれて、俺はそれを肯こう定ていしている。

　考えてみれば、ハリッサの時もそうだ……。

　だいたい町の案内だって完全に断ったわけじゃなくて、土曜日や来週なら何とかなると俺はロザリンドに伝えたはずだ。

　それなのに彼女はやけに日曜日にこだわる。

　まるで俺が皐月たちと出かけるのを阻そ止しするように。

「だけど、何で俺なんだ？」

　ロザリンドが限りなくクロに近いのは分かってきたが、彼女の目的が未いまだに分からない。

『さぁな。さすがにボクもそこまでは分からない』

「だよなぁ……」

『直接聞いてみるのが早い……と言いたいところだが、おススメはできないな』

「どうしてだよ？」

『ロザリンドの目的が害意あるモノだったらどうする気だ？』

　ハッと息を呑のむ。

「……恨うらまれる覚えはないんだけどな」

『ボクだって確証があって言ってるわけじゃない。だが備えを怠おこたるとロクな目に遭あわないのがボクらの『血筋』だろう？』

「まったく否定できないのが悲しくなってくるな」

　俺が苦く笑しようを漏もらした時、階下でピンポーンと家のチャイムが鳴る音がした。

　しばらくして、パタパタとハリッサが二階の俺の部屋へやってくる。

「レッカ様。お客さんです」

「俺に？」

「はい」

　誰だ？

　ともあれ来客じゃ仕方ない。一回切るか。

「ワリィ野や暮ぼ用よう。とりあえず、俺の件も明日会った時に相談するってことでいいか？」

『了りよう解かいした。ああ、そういえば結局明日は夕方に駅前でいいのか？』

「それでいい」

『じゃぁ、待ち合わせは明日の夕方五時だ』

「おう」

　俺は通話を切り、ケータイを机の上に置く。

「リビングで待ってもらってますので」

「分かった」

　ハリッサに返事をして、俺は一階へと下りる。

　そのまま俺はリビングのドアを無造作に開け――固まった。

「ふむ。レディを待たせるとは感心せんの」

「ロザリンド……」

　リビングのソファに座すわっていたのは、つい先程まで響と話し合っていた件くだんの少女だった。

　ゴスロリ調の私服に身を包つつんだロザリンドは微笑みながら立ち上がり、ゆっくりとこちらへ近づいてきた。

「ふむ。ここがナミダレの家か。よい家だの」

「ああ……」

「だがその寝ね癖ぐせは感心せぬな。身だしなみにはもっと気をつかえ」

「ああ……」

「座らぬのか？」

　俺を見上げる赤い瞳が妖あやしく光った……ような気がした。

　備えを怠るなと言われた途と端たんこれだ。我ながら不用心すぎる。

「じゃぁ椅い子す持ってくるから」

「なぜじゃ？　そこのソファに座ればよかろ」

　相手の目的がまだ見えないので、おとなしく言う通りにする。

「っておい、何で密着？」

「ソファが狭せまいのだから仕方あるまい」

　ンなわけない。ロザリンドと同じくらいの体格のハリッサと一緒に座ったって、多少の余よ裕ゆうはあるのだ。

「フフ、そう緊張するな」

　ベッタリと俺にくっつきながら、ロザリンドは小さく笑う。

　緊張するなと言われても、どうしたって先程の響との会話が頭の中でチラつく。

「ていうか、よく俺の家なんか分かったな……？」

「ん……？　ああ、サツキに案内してもらった」

　取ってつけたようにロザリンドはわけを説明する。

　……怪しいと思えば彼女の言うことは何でも怪しく感じるが、推測の域を出ない。

「それで、今日は何の用だ？」

　俺は少し硬かたい声で尋たずねた。

「決まっておろ。明日、ワシに町を案内する件じゃ」

　ある意味予想通りの答えを彼女は返してくる。

「それは断ったと思うんだけど」

「ふむ。確かにそうじゃが、ワシは諦あきらめが悪くての……こうして改めて頼みに来た。どうじゃ、今でもまだワシのささやかな頼みを聞く気にはなってくれぬのかのう？」

　ロザリンドはソファの上で背せ伸のびするようにして、俺の耳元でささやく。

　ワガママなお姫ひめ様さまがかわいくおねだりしているみたいにも見えるが――逆に「今なら」俺がロザリンドの頼みを断る〝理由〟がなくなったと確信しているみたいでもあった。

　ハリッサと接点がまるでないはずの彼女が、買い物の約束が『なくなった』ことを知っているはずがない。なら、この態度の意味は？

　俺の中でまた警けい戒かい心しんが大きくなる。

「ワリィ……」

　カラカラに渇かわいたノドで俺は声を絞しぼり出だす。

「明日は人と会う約束があるんだ」

「………………………ハァ!?」

　たっぷりと間を置いて、ロザリンドは驚きと呆あきれが入り混じった声を上げた。

「人と会う……というのは、また別の相手となのか!?」

「ま、まぁ、そうなる」

「お主はいったいいくつ約束をしておるのじゃ！」

　ロザリンドはいい加減にしろとばかりに怒ど鳴なってくる。

　状況が違えば「はいまったくもってその通りです」と土下座しかねない場面なのだが、今はこの状況をどう切り抜けるかで頭がいっぱいだ。

「……ちなみに今度は誰じゃ？　また女か？」

　やはりロザリンドは俺の相手が誰かを確かめようとしてくる。

　また何らかの方法で約束を『忘れさせる』気か？

「―――！」

　不意に気づく。

　たとえば俺が人に身に覚えのない約束のことを尋ねられたらどうする？

　フツーはその約束の詳しよう細さいを聞かないか？

　だが、皐月もイリスもハリッサも「そんな約束した？」と言うだけで、いつどこでどんな経緯で俺と約束を交かわしたのか……かけらほどの興味も示さなかった上に、さっさと話を切り上げていった。

　それに皐月とイリスのわざと俺を避さけるようなあの態度。

　もしかしてロザリンドの持つ『力』とは――『人の記憶を忘れさせる力』ではなく『人を操あやつる力』なんじゃないか？

　だとしたら、ここでとぼけたところで、彼女に『操られたら』俺は響のことをペラペラと喋しやべってしまうんじゃ……。

「どうしたナミダレ。もしや教えぬ気か？」

「……教えたら、どうする気だ？　また、『操る』気か？」

「―――」

　ロザリンドの表情が変わる。

　今ので絶対に警けい戒かいされた……でも、響に危害が及およぶ前に、ここで立ち向かうしかない。

「お前は、何者なんだ？　いったい、何が目的だ？」

　俺はソファから立ち上がり、ジリジリと後退しながら尋ねた。

　ハリッサがロザリンドの操り人にん形ぎようとなっているなら、彼女を連れて逃げるという選せん択たく肢しは封ふうじられる。

　今この場で彼女の目的を吐はかせ、皐月たちを操っている力を解除させなければならない。

　それに何だかんだで今のところ彼女は俺に直接危害を加えてこなかった。

　もしかしたら彼女の目的は「害意あるモノ」ではないかもしれない。

　……と、俺は期待していた。

　だが。

「……なぜ上う手まく行かぬのじゃ」

　彼女は落らく胆たんの言葉とともに雰ふん囲い気きを変へん貌ぼうさせる。

　即すなわち幼い少女のモノから、凶きよう悪あくな化け物へと。

「――ガッ！」

　何をされたのか、一いつ瞬しゆんじゃ分からなかった。

　気がついた時にはロザリンドの手がノドに食い込み、気道を絞しめつけられ、フローリングの床へと押さえつけられていた。

「ロ、ロザリンド……？」

「できればお前にこの力は使いたくなかった……」

　馬乗りになったロザリンドがスッと顔を寄せてくる。

「クッ……！」

　う、動けない！

　自分よりずっと小さな女の子だというのに、跳はね避けようとしてもびくりともしない。

　とてもじゃないが少女の体格に見合った腕わん力りよくじゃない。

　彼女の目が俺の目を覗き込む。

　赤い瞳がより赫あかく輝かがやく。

　なぜか、その真しん紅くの光から目が逸そらせない……！

「さぁ、ワシの目を見よ」

　ロザリンドが少しずつ顔を近づけてきて……。

　俺の目の前が真っ赤に染まった。







第二章　赤き瞳と銀の刃やいば







　日曜日は雲ひとつない晴れの日だった。

「少し早かったか」

　俺は駅に設置された時計を見上げながらひとり言を呟つぶやく。

　駅前で待ち合わせの相手を待っているのだが、まだ姿が見えない。大きな駅でもないから休日でも人はまばらで、見落としてるってことはないはずなんだが……あっ、来た。

「ふむ。先に待っておるとはよい心がけじゃの」

　待ち合わせの相手――白のワンピースを着たロザリンドは偉えらそうなことを言って微笑んだ。

「あのなぁ、町を案内してやるのは俺の方なんだぞ？」

「ふふ。分かっておる」

　そう言うと彼女は極ごく自然に俺に腕うでを絡からめてくる。

「では頼たのんだぞ、ナミダレ」

「あいよ」

　今日は転校してきたばかりの彼女に町を案内する日だ。

「烈れつ火かさん人生初デートですね」

　違ちがうっての。俺はロリコンじゃねぇ。

　いつも通り俺の周りにいるアールに、声には出さずツッコミを入れる。

「さて、どこか行きたいところってあるのか？」

「ナミダレに任せる」

「そう言われると逆に困るな……図書館とか病院とか、そういう施し設せつの場所教えとくか？」

「つまらぬ」

　ひと言で却きやつ下かされた。

「じゃぁ楽しくて遊べるとことか？　……う～ん、電車にでも乗って移動するか？」

「人ひと混ごみは好かぬのう」

「ならどこに行きたいんだよ？」

「さぁの。それを今から案内してくれるのではないか？」

「……それじゃテキトーにブラブラ歩くか。気になった場所があったらそこに寄る感じで」

「それでよい」

　見事なノープランっぷりだが、ロザリンドがいいって言うならいいか。

　俺たちは駅前の広場を離はなれ、ブラブラと歩き始めた。

　この町には一本だけ大きな国道が走っており、駅前と国道周辺にわりとお店が多い。と言っても映画館とかデパートはないし、遊び盛りの中高生には物足りない場所だろう。

　まぁそれでも休日なのでいつもよりにぎわってはいたのだが、俺たちはほとんどお店などには入らなかった。なぜなら。

「小さいけどゲーセンならこの近くにあるぞ？」

「騒そう々ぞうしい場所も嫌きらいじゃの」

「本屋でも寄るか？」

「読書は趣しゆ味みではない」

　終始この調子。

　唯ゆい一いつ興味を示したのはおいしいと評判のパン屋だった。

「あんぱんあるかの？」

　俺の腕を引っ張りながら、ロザリンドはたくさんのパンが並べられた店内を見み渡わたす。

「売り切れてなきゃあるだろ」

　定番だしな。

　実際あんぱんはちゃんと棚たなに並んでおり、ふたりとも無事買うことができた。

　ほかにも三種類ほどパンを買い、会計をして店の奥おくへと進む。奥にはテーブルと椅子が四セットほど用意してあって、そこで買ったパンを食べることができる。

　ちょうど目の前で夫ふう婦ふが席を立ったので、運よくテーブルを確保することができた。

「んじゃ、いただきます」

「ふむ……いただきます」

　ロザリンドがまだ慣れない感じで手を合わせ、自分の分のあんぱんを手に取る。

「もぐもぐ。ふむ。購こう買ばいのとはまた食感が違うの」

「ふーん、できたてだからかな？」

　言いながら、俺もかぶりつく。確かにパンがふっくらしてやわらかい気がする。

　うん。旨うまい。さすが人気のお店だ。

　俺はあっという間に三個のパンを平らげてしまった。

「……」

「～～～♪」

　向かいのロザリンドはまだあんぱんを食べていた。小さな口でもぐもぐと、おいしそうに味わいながら食べているのでなかなか減らない。

　う～ん、残ってるタルトはロザリンドが選んだ分だしなぁ。

「ホントあんぱん好きだな」

　間を持たせるために雑談など始めてみる。

「チョコやケーキとはまた違う甘あまさがよいのう。昔小耳に挟はさんだ名前を憶おぼえておってよかったのじゃ」

「昔？　ていうと、ロザリンドって前にも日本に来たことあるのか？」

　知り合って間もないので当然ながら彼女のことはほとんど何も知らない。

「ん……まぁ、前に一度の」

　そう答えながら、ロザリンドは一瞬目を伏ふせる。

　……あんま触れちゃいけない話題なのかな？

「へぇ～、そういやその変な日本語はどこで覚えたんだ？」

　俺は彼女の気を逸らすために次の話を振ふった。

「『変な』などと言うでない、阿あ呆ほうめ」

「だって『ワシ』とかおばあちゃんっぽいぜ？」

「ぬぐっ！　悪かったな！」

「ははは」

「むぅ。何を笑っておるのじゃ！」

「いやぁ、自己紹しよう介かいの時その見た目でその言葉づかいってギャップが凄すごいなーと思ったの思い出してさ」

「……失礼な奴やつめ！」

　ロザリンドは頬ほおを少し膨ふくらませてプイッとそっぽを向く。

　まぁちょっと怒おこらせてしまったみたいだけど、彼女に元気が戻ってよかった。

「悪かったって。ほら、コーヒー持ってきてやるよ」

　ここはパンさえ買えば紅茶とコーヒーが無料なのだ。安い紅茶は嫌いみたいなのでコーヒー一択たくだが。

　俺おれは紙コップに淹いれたコーヒーをふたり分持ってテーブルに戻る。

「……マズい」

　紅茶に続いてコーヒーも不評だった。

「ちゃんとした葉とか豆で淹れないとお前の舌には合わないっぽいなー」

「何？　日本では豆以外でコーヒーを淹れられるのか？」

「まぁタダだしインスタントだろうけど」

「……インスタント？」

「もしかしてインスタントコーヒー飲んだことないのか？」

　ロザリンドは小さく頷うなずく。

「はぁ～」

　家がお金持ちとかなのかなぁ。偉そうで変な口調とかワガママなところとか合わせるとまるで――

「――マジでお姫様なんだなぁ」

「……！」

「？　どうした？」

「な、何でもない！」

　焦あせったようにロザリンドは残りのあんぱんとタルトを食べ終わらせる。

「ほ、ほれ！　もう行くぞ」

「おいおい」

　慌あわてて俺も彼女のあとに続いた。

　外に出ると、頂点を過ぎた日差しが降り注いでくる。

「……」

　ロザリンドは店の入り口のところで立ち止まっていた。

「……ナミダレ」

　追いついてその隣に並ぶと、彼女は俺の名前を呼ぶ。

「何だよ、改まって？」

「手、手を……」

　彼女は言いにくそうにしてまた俯うつむき、

「手を、つないでくれんかの？」

　蚊かの鳴くような声で言う。

　前まえ髪がみに隠かくれてよく見えなかったが、その顔は照れてるみたいに真っ赤になっていた。

「いつも勝手に腕組んでくるクセになに赤くなってんだよ」

「うっ、うるさい！　それとこれとは話が別じゃ！」

　俺としては腕を組まれる方が恥はずかしいのだが……まぁそっちは言っても改善はしてくれないんだろうなぁ。

　ホントにワガママなお姫様だ。

「ほれ」

　俺は苦笑いしながらロザリンドが小さく差し出してきた手を掴つかむ。

「じゃ、またその辺ブラブラするか」

「う、うむ」

　ぽかぽか陽気の中、ふたりで並んで歩く。

　やはりロザリンドが嫌いやがったので、その後お店にはほとんど入らなかった。

　休む時は公園のベンチ。ふたりで一緒に座った。

　足の疲つかれが取れれば、また目的地も決めないまま立ち上がる。

「ほとんど散歩だな、これじゃ」

「ふむ。別によいではないか」

　フツーなら退たい屈くつと言ってもよさげな休日の過ごし方なのに、ロザリンドはずっと微笑ほほえみを浮うかべていて楽しそうだった。

　つないだ手もずっと離さない。

　彼女がいいってんならそれでいいんだけどさ。

　自分の住んでる町なのに、俺でも知らない場所とかがあって、新しい発見もあった。

　それでもさすがに陽も暮れそうな頃ころにもなると行くところがなくなってしまい、俺たちは駅前に戻ってきた。

「そろそろ帰るか？」

「嫌じゃ」

　またこのワガママ姫ひめは……。

「でも、もう歩いて行けるとこなんて思いつかないぞ？」

「ならばワシの家にでも来ればよい」

「えっ？　いや、それは」

　いきなりのお呼ばれについ狼ろう狽ばいしてしまう。

「もう夕飯時だし、突とつ然ぜんお邪じや魔ましたらロザリンドの両親に迷めい惑わくだろ？」

　当あたり障さわりのない断り文句を口にするが、ロザリンドはギュっと体をすり寄せてきて、俺を真下から見上げる。

「遠えん慮りよしなくてもよい」

「いや、だけど」

「今日は一日ワシの相手をすると約束したではないか」

　そう言いながら、ロザリンドは背伸びして俺に顔を近づけてくる。

　彼女の赤い瞳ひとみが間近で光る。

「……ああ、そういえば、そうだった、な」

　確かに俺は今日一日ロザリンドにつき合わなければならないんだ。

　……。

　…………。

　………………？

「あれ……？」

「どうかしたのかの？」

「……いや」

　何かが頭に引っかかったような気がしたが、ロザリンドの目を見ているとそれもどうでもよくなっていく。

　まるで頭の一部が鮮あざやかな赤で塗ぬり潰つぶされていくみたいだ。

「じゃぁ、悪いけどお邪魔するか」

「そうするがよい」

　俺はそのままロザリンドについていこうとして。

「ん？　烈火じゃないか」

　不意に後ろから声をかけられる。

　振り返かえると、見知った顔の女性が俺を見て近づいてきていた。

「リア」

「『のぞみや』以外で会うのは珍めずらしいな」

　ラフなシャツを着た女性――リアは目の前で立ち止まる。

「確かに珍しいな。リアはこんなところで何してるんだ？」

「つみきの練習につき合った帰りだ。腹ごなしにちょっと散歩をな」

「また暗黒物質ダークマターの処理か……」

　俺は食堂の看かん板ばん娘むすめをしている同級生の顔を思おもい浮かべ、冷ひや汗あせ混じりの苦笑いをする。彼女の作る料理は、ゲテモノ好きのリアにとってはおいしい上に非常に効率のいいエネルギー源なのだが、フツーの一いつ般ぱん人じんには命に関かかわる味だ。

　リアはふと俺と手をつないでいるロザリンドに視線を移し、怪け訝げんな顔をする。

「知らない娘むすめだが、烈火の知り合いか？」

「ああ。ロザリンドって言うんだ。この前、転校してきて」

　俺は手短に隣の少女を紹しよう介かいする。

「また違う女か……」

　ロザリンドはなぜか半眼になってリアを睨にらみつけていた。

「ナミダレ。さっさと行くぞ」

「え？　何怒ってるんだ？」

「怒っておらぬ」

「いや、怒ってんじゃん」

「ええい！　今日はずっとワシにつき合うのじゃろうが！　だったらこんなところでほかの女にうつつを抜ぬかすでないわ！」

「あいさつしてただけだろ？」

　何でこんな怒られなきゃならないのか意味が分からない。

「烈火。今日は『ずっと』その娘と一緒にいたのか？」

「そうだけど」

　俺がそう答えると、リアは片眉まゆを上げてさらに怪訝な顔をして、

「まぁお前がいつの間にか新しい娘と仲良くなっていても別に驚おどろかないが……だが今日はハリッサと買い物に行く約束ではなかったのか？」

　と、身に覚えのないことを言ってきた。

「え？　何のことだ？」

「何のことって……この前商店街で会った時、ハリッサがうれしそうに話していたぞ」

　ハリッサが？

　どういうことだ？　俺が買い物の約束を？

　その時――ズキッ――と視界の中で赤い光がまたたく。

「……やっぱり覚えてないな。じゃぁ、俺今からロザリンドん家に行くから」

　俺は急いで話を切り上げ、その場を離れようとする。

　そうしなければいけないから。

「――烈火。少し待て」

　リアの手が俺の肩かたを掴もうとする――その手をロザリンドがふさいだ。

「貴様。余計なことをナミダレに言うでない」

　ロザリンドの瞳が妖しい光を放つ。

　リアは一瞬足を止めるが、

「ッ！　烈火を返せ！」

　鋭するどく叫さけぶと、ロザリンドに向かって横薙なぎに裏うら拳けんを振るった。

「チッ！」

　幼い外見に見合わぬ敏びん捷しようさでロザリンドはその攻こう撃げきを躱かわす。

　あっという間にふたりの位置が入いれ替かわり、俺はリアの背中にかばわれる形でロザリンドと相対することになった。

「リア……」

　未いまだに眩暈めまいから抜け出せない俺は上うわ擦ずった声で名前を呼ぶ。

「烈火。意識をしっかり持て。お前は操られている」

「操られ……え？」

　唐とう突とつな事実を突つきつけられ、つい間ま抜ぬけな反応をしてしまう。

　フツーなら「お前は操られてる」なんて言われたら笑うところだが、非常識を招き寄せる俺の『血筋』のことを考えたら途端に笑えない話に早変わりだ。

「おそらくは『魅了チヤーム』。視線を介かいして相手を操る、古き一族の一部が生まれながらに持っている特とく殊しゆな能力だ。解呪が効かない厄やつ介かいな力だが、精神力で打ち破れる」

「……う」

『魅了チヤーム』という不思議な力の説明を受け、急に眩暈がしてくる。

　そう言われてみれば何でさっき俺は「そうしなければならない」なんて思ったんだ？　普ふ段だんの俺って知り合って間もない女の子の家に行きたがる奴だったっけ――いや、そうだ。俺はそういう奴だ。だから、ロザリンドの家へ行こう。

　――まただ。思考が別ベクトルの力で無理やり変へん更こうされた。リアに言われた今ならその不自然さに気づける。

「フン。『魅了チヤーム』を破るとは……その上、ワシのことを知っておるようじゃ」

「意外と長生きだからな」

　ロザリンドとリアが睨み合あう中、俺は自分にかけられた『魅了チヤーム』の力と戦っていた。

　リアのおかげで自分が『操られていた』のは分かってるのに……未だに俺は「今日はロザリンドと一緒に過ごさなければならない」と思ってる。

　自分の思考が勝手に固定される――これが『魅了チヤーム』か。

　おまけに操られた思考は、その思考を正当化するために記き憶おくも改かい竄ざんしてしまうようだ。リアは俺が今日ハリッサと一緒に買い物に行く約束をしていたと言っていたが、未だにその「ハリッサと約束をした」という記憶が思い出せない。いや、思い出そうとすることができない。

　まるで与あたえられた命令と矛む盾じゆんする事こと柄がらや障害となる物を強制的に頭から排はい除じよしようとしているようだ。

　……待て。ちょっと待て。

　リアの言う通りなら、俺は『魅了チヤーム』のせいでハリッサとの約束を忘れていることになる。

　だが、ハリッサはどうしたんだ？

　今朝家を出る時も彼女は俺を玄げん関かんで手を振って見送っていた。だけど、買い物へ行く約束をしていたなら、何でそのことを彼女は俺に言わなかった？

　……ハリッサにも何かしやがったのか!?

「ぐぅぅあああ！」

　何かが頭の中で割れる。

　視界を侵しん食しよくしていた赤いモヤが引っ込んで、ようやく目の前がクリアになった。

「ロザリンド。ハリッサに何をした？」

「……フン。『魅了チヤーム』が解けてしもうたか」

「質問に答えろ！　ハリッサだけじゃない。皐さ月つきとイリスにも何かしただろう!?」

「『何か』とは察しが悪いのう。お前と同じことをしただけじゃ」

　てことは、彼女たちもロザリンドに操られてたのか……。

「……そこまでして俺に近づいて、いったい何が目的なんだ？」

　段々とぼやけていた記憶が戻もどり、昨日の響ひびきとの会話も思い出してきた。

　――『じゃぁ、待ち合わせは明日の夕方五時だ』

　駅の時計を見やると、その針はもう間もなく『５』を差すところだ。

「れっ、烈火！　これは何の騒さわぎだ？」

　ちょうど時間通りに駅から現れた響が見知らぬ少女を連れて、俺たちの方へと駆かけ寄よってくる。

「騒ぎ……？」

　言われてみれば俺たちは注目の的だった。そりゃ小さな駅とはいえ、こんなところでいきなり言い争いを始めたらめだつに決まってる。

　それでもって駅前っていうのは大たい抵てい交番があるわけで。

「コラ！　君たち何をしてる！」

　至し極ごく当然の結果として、お巡まわりさんがふたりほどこちらへ走ってくる。

「大だい丈じよう夫ぶかい？　ほらこっちに」

　警官のひとりがロザリンドの肩にやさしく手を置いて、軽く自分たちの方へ引き寄せようとした。外見年ねん齢れいを考えれば、警察が彼女の方を護まもろうとするのは当たり前だった――だが。

「ワシに気安く触ふれるでない、雑ざ魚こが！」

「―――!?」

　ロザリンドを中心に、目に見えない烈れつ風ぷうが吹ふき荒あれたように感じ、思わず両りよう腕うでで顔をガードする。

　威い圧あつ感、という奴だろうか。誰だれかから向けられる殺意とはまた違う、ただただいるだけで他者を圧あつ倒とうする空気、雰囲気、存在感……そういった不可視のモノが俺の胸くらいまでの身長しかない少女から発せられている。

「――フン。そこのリアとかいう女とナミダレはともかく、もうひとり残ったか」

　俺。リア。響。この三人以外、駅前の広場とロータリーにいた人間全員が気絶して倒たおれていた。乗客待ちのタクシーはいるが、走っている車がなかったのは幸いだ。いたら確実に事故になっていただろう。

「クッ……おい、チェルシー。しっかりしろ」

　響は近くに倒れている少女――彼女が電話で名前を言っていた少女だ――を抱だき起おこし、意識を確かく認にんしている。

「ワリィ。響が巻き込まれた『物語』の相談を受けるはずが、俺の方の『物語』に巻き込んだみたいだ」

「どうやらそのようだな……で、そこの金きん髪ぱつが『敵』として、今回のキミの『ヒロイン』はどこだ？」

「……」

　そういえば……『ヒロイン』は誰だ？

　周囲で起こってる異変が『物語』の〝前兆〟だと気づいたのが昨日の電話のあと、そしてすぐにロザリンドに『魅了チヤーム』をかけられ、今の今までアールに『ヒロイン』が誰か確認する暇ひまがなかった。

　昨日の時点では不ふ明めい瞭りようだったが、今のロザリンドははっきりと俺に害意を向けている。つまりマンガやラノベ的な言い方をするなら、彼女は『敵』役だ。

　じゃぁ、『ヒロイン』は……？

　俺はアールに視線を向ける。

「ああ、今貴方あなたが巻き込まれているのは『ロザリンドさんの物語』ですよ」

　未来人はいつも通り、こともなげに淡たん々たんと告げた。

　おいおい、ちょっと待て。

　てことはつまり、俺は今回『ヒロイン』であり『敵』である彼女を救わなきゃならないのか？

　これまでの経験からいえば、つまりそういうことになる。

「……ロザリンド、教えてくれ。お前の目的は、何なんだ？」

　もう一度さっきと同じ質問を彼女に投げかけた。

『物語』の『ヒロイン』は――『敵』は――赤い瞳を鋭く細め、口元を歪ゆがませる。

「ワシの望みか？　簡単なことよ……百年前、ワシを海の底に沈しずめ封ふう印いんした憎にくき『ナミダレ』への復ふく讐しゆうじゃ」

　憎ぞう悪おが込められた言葉が俺の脳のう髄ずいに染しみ渡わたる。

「百年前ってトシが合ってねー。つーかフツー死んでるんじゃねーの？」

「ワシは吸きゆう血けつ鬼きじゃからのう」

　ロザリンドはサラリと自身の正体を明かす。

「……吸血鬼って、太陽とかダメなんじゃなかったっけ？」

　思わず漏らした俺のつぶやきに、響は静かに首を振る。

「吸血鬼の弱点は山ほどあると言われているが、全員が同じ弱点を持ってるとは限らない。特に高位の吸血鬼ほど弱点が少ないらしい……」

「そうじゃのう。ワシには太陽も流水も十じゆう字じ架かもにんにくも効かぬ」

　ロザリンドは笑う。

　さっきまではなかったはずの鋭く尖とがった犬歯が、彼女が笑った拍ひよう子しに見えた。今まで隠していた正体を完全に現したということか。

「貴様の血を吸って吸血鬼にしてやるぞナミダレ」

　ピタリと笑うのをやめ、ロザリンドは俺を睨みつけてくる。

「貴様から全すべてを奪うばい尽つくし、人間であることすらやめさせてやる。永遠に、永遠に、絶望するお前をワシの手でかわいがってやる」

　ゾクリと背筋が粟あわ立だった。彼かの女じよの口調は、本気だ。

「じゃぁ、わざわざ学校に転校してきて俺に近づいたのは……」

「もちろん貴様の大切なモノを見み極きわめるためじゃ」

「……！」

　それで皐月たちを……！

　怒りと後こう悔かいで、自然と歯を食くい縛しばる。

　間ま違ちがいなくロザリンドは俺の『敵』だ。だが、同時に『ヒロイン』であり、彼女の目的は俺から全てを奪い、最終的には吸血鬼にすることだ。

　吸血鬼になるなんて真っ平ごめんだ。

　怒りと拒きよ絶ぜつが心を支配するが、頭の中では同時に戸と惑まどいも生まれる。

『波なみ乱だれの血筋』は、俺が見捨ててしまえばバッドエンドになってしまう崖がけっぷちの『物語』ばかりを引き寄せる性質を持つ。

　彼女の目的は「俺を吸血鬼にして復讐すること」……なるほど、確かに俺にしか解決できない『物語』だ。

　だが、たとえば逆に俺への復讐に失敗した場合、『ロザリンドの物語』は果たしてバッドエンドを迎むかえるのか？　こう言っちゃなんだが……復讐なんて成功しようが失敗しようが人は生きていけると思う。彼女の場合は吸血鬼だけど……。

　俺はまだ『ロザリンドの物語』を完全に把は握あくできちゃいない。彼女の『物語』にはもっと深い〝事情〟があるんじゃなかろうか……それこそ、成なし遂とげられなければ生きることにすら絶望してしまうような、そんな〝事情〟が。

　とはいえ、それを知る前に仮にも主人公代行の俺がやられてちゃ話にならない。まずはこの場を乗り切り、皐月たちを元に戻し、彼女の『物語』の裏側を知らないと……！

「烈火を吸血鬼にするなど、私が許さない」

　リアの声に呼応して、空気中の水分が彼女の周りで凝ぎよう固こし、水の塊かたまりになっていく。彼女得意の水魔ま法ほうだ。

「フン。雑魚が」

　それに応じるようにロザリンドも臨戦態勢に入る。

「「……！」」

　俺と響も身構えて、緊張が一気に高まる！

「打うち砕くだけ！」

　リアの声とともにソフトボール大の水すい弾だんが撃うち出される。

　それをロザリンドは身を低くして躱す――が、頭上を通過しかけた水弾が不意にはじけ、彼女のワンピースと金髪を水みず浸びたしにした。

「……流水は効かぬと先さき程ほど言ったであろ」

　びしょ濡ぬれになりながらロザリンドが顔を不ふ愉ゆ快かいそうにゆがめる。

「確かめただけだ」

　悪びれもせずにリアは言う。

「そんな理由で服を汚よごされると腹が立つの……！」

　今度はロザリンドが一瞬でリアとの間合いを詰つめる。

　ドゴンッ！

　放たれた吸血鬼の拳こぶしをリアの手の平が受け止め、凄すさまじい音がした。

「ほう、受け止めるか」

　ロザリンドは余よ裕ゆうの笑えみ。続けて二撃三撃をくり出す。

　その全てをリアは防ぼう御ぎよしてみせるが、俺には目で追うのが精いっぱいだ。

　つーか音がおかしいだろ！　ハンマーで鉄板を叩たたいてるんじゃねーんだぞ!?

「クッソ！」

　フォローしようにも戦せん闘とうのレベルが異次元すぎる。響も手を出しあぐねていた。

　ボゥン!!

　一ひと際きわ激しい打だ撃げき音おんが上がり、ロザリンドが両腕をクロスした姿勢のままザザザザザザと後方へ下がる。

「小さくても吸血鬼は吸血鬼、か」

　前蹴げりを放った脚を引っ込めながらリアが呟く。

　その頬にひと筋の切り傷が走り、流れ出た血がアゴを伝って滴したたり落おちていた。

「リアッ」

「かすり傷だ」

　駆け寄る俺に対し、心配するなと言いたげにリアは頬を拭ぬぐう。

　かつて『最強の獣けもの』と呼ばれた彼女だが、今はその力のほとんどを失っている。つみきが作った暗黒物質ダークマターを食べれば一時的に力を取とり戻せるが、全盛時にはほど遠い。今の彼女では吸血鬼ロザリンドにわずかながら力及およばないのか……！

「ふむ。美味だの」

　自分の手についた血を舌で舐なめ取りながら、ロザリンドがそう感想を漏らす。

「というかこの味は……まさか貴様その形なりで生き娘むすめなのか？」

「自分以外何者もいない空間に長いこと閉じ込められていてな」

「……響。生娘って何だ？」

「バッ！　ボ、ボクに聞くな！　自分で調べろ！」

　響は知ってそうなのに俺には教えてくれなかった。

「まぁ、その封印を破ってくれたのがここにいる烈火というわけだ」

　リアはどこか誇ほこらしげに笑え顔がおを浮かべ、一いつ瞬しゆんこちらに視線をやる。

「生娘をやめるなら、相手は烈火がいいな」

「「!?」」

「……？」

　なぜかロザリンドと響が衝しよう撃げきを受けたような表情をした上に顔を真っ赤にしてるんだが、結局生娘って何なんだ？　俺がやめさせられるモノなのか？

「リアさんは開放的ですねー。これでもうちょっと積極的だったらいいんですが」

　どうやらアールにもリアの言った言葉の意味は通じているようで、なんかホントに俺だけ置いてけぼりな感覚だ。

　そんな俺にとっては謎なぞのやり取りによって、一時中断されていた戦闘だが。

「ええぃ！　くだらぬ！　さっさと決着をつけてくれるわ！」

　ロザリンドが吼ほえ、空気が鳴動する。

「……こんなことなら、もっとつみきの料理を食べてくるんだったな」

　リアは呟き、腰こしを落とす。

「くっ……！」

　俺も拳を構え、響はチェルシーをかばうように立つ。

　だが。

　ロザリンドの体が突とつ然ぜん爆ばく発はつし――その姿が赤い霧きりへと変化する。

「ンなっ!?」

　間抜けな俺の声を赤い霧はまたたく間に呑み込み、全員の視界を奪う。

「吸血鬼の特殊能力かっ……！」

　響の焦る声が聞こえるが、お互たがいの姿はまるで見えない。

「……グッ！」

　そして、くぐもった悲鳴が上がり、誰かが倒れる音がした。

　するとまた赤い霧が意思を持ったように動いて一点へと集束する。

　霧が晴れ、ロザリンドが再び現れた――その足元に倒れ伏ふしたリアを転がせて。

「リアッ！　クッ、このッ！」

「動くな」

　とっさに飛び出そうとした俺に対し、ロザリンドがまっすぐ手の平を向け――彼女の片かた腕うでが二匹ひきの赤黒い狼おおかみへと変わる。

　何でもアリかよこんちくしょう！

　これも吸血鬼の持つ能力のひとつだと理解させられた時には、響ともども狼によって地面に組くみ伏せられていた。

「雑魚どもが手間取らせてくれたのう」

「クッ……ソッ！」

　力が落ちているとはいえリアと生身で互ご角かく以上に戦い、幾いく多たの特殊能力を操あやつる。

　これが吸血鬼か。

「さて、まずは厄介な奴からか……」

　ロザリンドは残った片腕で地面に伏せるリアの髪かみを掴み、顔を上げさせると、赤い瞳を輝かがやかせる。

『魅了チヤーム』。

　先程リアは強固な意志でそれを破ったが……では、意識のない今はどうなる？

「貴様はワシの味方だ。ワシのためなら何でもしたくなる。ワシの言葉以外には耳を貸さぬ……」

「……あ…………ああ」

　やがてリアはふらりと立ち上がる。

「リアッ！」

「……」

　俺が呼びかけても、彼女は返事をしようとしない。「耳を貸さない」という暗示が効いてしまっているのか。

　その様子を見て、ロザリンドがクスクスと笑う。

「テメェ。リアまで操って、どうする気だ？」

「……言ったであろう。貴様から全てを奪うと」

　ロザリンドは表情を殺した顔で、俺を見下ろす。

「今度はもっともっと深く『魅了チヤーム』をかけてやろう。お前の周囲から大切な者どもが全て失われても気づかぬほどに。そうして何もかも失ったナミダレをワシが慰なぐさめ……ワシなしではいられぬ体になった時、真実を教えてやろう」

「ふざけんな！　みんなのことを、そんな簡単に忘れてたまるか！」

「諦あきらめよ……もうお前はワシの物になるしかないのじゃ……ナミダレ」

　ロザリンドの手が俺の顔へと伸のびる。

「諦めて……たまるか！」

『魅了チヤーム』に抗こうするために強く意思を持ちながら、必死に打開策を模も索さくする。

　その時――俺の視界の端はしで、何者かが駅舎の屋根の上から飛んだ。

　狙ねらいは、俺に向かってかがみ込んでいるロザリンドの背中！

「―――何ッ!?」

　死角からの不意打ちだったというのに気配だけでそれを感じ取ったのか、ロザリンドはとっさに狼たちを自分の腕へと戻して振り返ろうとするが、遅い。

　ザシュッ

　吸血鬼の左ひだり肩かたに鋭いナイフが突き立つ。

「ぐぅッ！」

　呻き声を上げたロザリンドは謎の襲しゆう撃げき者しやから素す早ばやく距きよ離りを取ろうとする。

　その段になって俺もようやく突然現れた助っ人の姿を捉とらえた。

　伸びるに任せた銀ぎん髪ぱつと汚れた外がい套とうをたなびかせ、無表情にロザリンドを見み据すえる少女。それが襲撃者の正体だった。

「―――」

　少女の長い銀髪が、ぞるっ、と重力に逆らってうごめく。

　銀の毛先がより合わさって、無数の銀のナイフへと変化した。

　この娘こも人間じゃない!?
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　驚く俺の目の前で、少女が無数の切っ先をロザリンドへと突きつけて突とつ進しんした。

「リア！　ワシを護れ！」

「分かった」

　ロザリンドの叫びに応じてリアが横合いから銀髪の少女を殴なぐり飛とばす。

「―――」

　銀の髪を盾たてのようにして――おそらくナイフと同じ要領で髪を銀化させて――リアの攻撃を防ぎ、少女はいったん距離を取る。

　赤黒い狼が霧と消え、ロザリンドの腕うでへと戻っていく。

　狼がいなくなったことで自由になった俺たちも立ち上がり、体勢を整えた。

　俺と響。

　銀髪の襲撃者。

　ロザリンドとリア。

　奇き妙みような三さん竦すくみが形成される。

「シルバースレイヤー……まだ生きておったか」

「私は肯こう定ていします」

　謎の襲撃者――シルバースレイヤーとロザリンドは顔見知りのようだった。

「相変わらず愛あい想そのない奴やつじゃ。そして相も変わらずしつこいのう」

「私は貴女あなたを倒すために造られました。ゆえに貴女を倒すまで追い続けるのは必然です、吸血鬼」

「……錬れん金きん術じゆつ師しの言いなり人形め」

　忌いま々いましげに呟くと、ロザリンドは出血し続ける肩の傷を押おさえる。

「チッ、銀は治りが遅おそい……。退くぞ、リア」

　ロザリンドが舌打ちして地を蹴ると、彼女の体ははるか後方へとジャンプした。

「待て！　リア！」

「……」

　俺の声にまったく反応せず、リアも吸血鬼のあとを追っていなくなってしまう。

　あとには俺、響、気絶したチェルシー、それにロザリンドにシルバースレイヤーと呼ばれた謎の少女だけが残された。
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　ここは海の底。

「……………………………………ん」

　そこで少女がまどろみから目覚めた。

「…………」

　薄うす目めを開け、海底の暗さ――夜目の利きく吸血鬼の目をもってしてもなお暗い――をおぼろげに確認する。

　そうして身じろぎをするでもなく、少女――吸血鬼ロザリンド・Ｃ・バートリは薄目を開けたままボーッとする。

　未だまどろみの中にいるようだ。

　密閉された棺ひつぎに入れられ、海へと沈められて、いったいどれほどの月日が経たっただろうか？

　最初の二、三年は日を数えていた。

　十年を過ぎた頃から意識が途と切ぎれ途切れになった。

「……」

　今では起きているのか寝ねているのか、生きているのか死んでいるのかすら曖あい昧まいな状態だ。

　いや、おそらく生きているのだろう。性しよう懲こりもなく。

　吸血鬼の寿じゆ命みようは果てしなく長く、生命力も並ではない。

　それは死のうと思ったところで簡単には死ねないという意味だ。

　その結果がこの停てい滞たいと諦てい観かんの淵ふちだ。

「……」

　前進をやめた精神は無自覚に過去をかえりみようとする。

　年月を数えるのをやめてから、彼女の脳のう裏りには昔の煌きらめくような思い出ばかりがずっと駆け廻まわっていた。

　それはまるで夢のようだ。

　輝く夢だ。

　漆しつ黒こくの海の底で彼女が唯ゆい一いつ目にすることのできる光。

　その光の中にはいつもひとりの少年がいた。

「ナミ……ダレ」

　ロザリンドは追い求めるように少年の名前を呼ぶ。

　目に映る幻まぼろしの中で彼女は彼かれと過ごした日々を追体験する。

　幻を見る少女の口元に小さな笑みが浮かぶ。

　だが幻はいつか消える。

　美しい思い出のラストはいつも悲劇だ。

　彼女の胸に銀のナイフが刺ささる。

　ナイフを持つのは――『ナミダレ』の少年の手だ。

「……っ」

　夢ゆめ現うつつの少女は声にならない悲鳴を上げる。

　表情を苦しげにゆがめながら、彼女は久しぶりに自分の体を動かした。

　動かしたのは右手だ。

　少女の意思にピクリと反応した右手が、カサリと一枚の紙切れに触れる。

　紙切れは写真だった。

　かつて『ナミダレ』の少年と一いつ緒しよに撮とったものだ。

　古ぼけ、破れた写真の中で、ロザリンドは微笑ほほえんでいた。

　過去の記憶すら彼女に痛みを与える。

　幸せな時間で切り取られたその写真だけが、彼女にやさしさをくれる存在だった。

「…………」

　写真から与えられる温ぬくもりに縋すがりながら、ロザリンドは再び目を閉じる。

　深く深く。

　痛みを感じないで済む深さまで。
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　夜。波なみ乱だれ家。

　家に帰ると、ハリッサがいなくなっていた。大おお友とも家を訪ねると、皐さ月つきも急に出かけたという。おそらく、ふたりともロザリンドに操られ、姿を消したのだろう。この分ではイリスもいなくなっているに違ちがいない。

　そのことで俺おれが悶もん々もんとしていると、客間にチェルシーを寝かせてきた響ひびきがリビングに戻ってきた。

「彼女、大丈夫か？」

「気絶しているだけだからその内目覚めるだろう」

「そうか」

　最初は彼女の『物語』の解決のための手助けをするはずだったのに、逆にこっちの問題に巻き込んでしまって申し訳ない。

　そして、もうひとりの客人。

「……」

　結果的に俺たちを助けてくれた少女――シルバースレイヤーは何をするでもなくジッと窓まど際ぎわに立って庭を眺ながめていた。

「えーと、シルバースレイヤー？」

「はい」

　名前を呼ぶと彼女は素す直なおにこちらを振ふり向むく。

「とりあえず響も揃そろったし、そろそろロザリンドのことを話してもらいたいんだけど」

「了りよう解かいしました」

　リビングのソファに響とシルバースレイヤーを座すわらせ、俺はダイニングキッチンから椅い子すを引っ張ってきて彼女たちの向かいに座る。

「まず状じよう況きようを整理したいんだ。いくつかシルバースレイヤーに質問したいんだけど、いいか？」と俺。

「貴方の要求に答えることに問題はありません」

「ならまずは……あのロザリンドの素す性じようについて何か知っているか？」

「詳くわしい出生については私も分かりません。ですが少なくとも五百年以上は生きている高位の吸血鬼であることは確認されています」

　シルバースレイヤーの答えに俺は内心で少し落らく胆たんする。

　ロザリンドの過去が分かれば、彼女の〝事情〟も見えてくるかと思ったんだが……。

「彼女の持ってる吸血鬼の力については？」と響。

「主に私の戦闘経験から得た知識ですと、人間をはるかに超こえる身体能力、耐たい久きゆう力りよくに傷の回復力、狼やコウモリや霧に変化する力、『魅了チヤーム』、そして吸血行こう為いによって対象を吸血鬼化し下げ僕ぼく化するなどの能力が確認されています」

「ブラム・ストーカーの小説じゃ血を吸われて吸血鬼になるのは純潔の人間だけだが、そういう制限はあるのか？」

「生物であれば特に制限はないと思われます。彼女に吸血鬼化された牛と戦った経験もありますので」

「……厄やつ介かいだな」

　響は一瞬チラリと俺の方に視線をよこす。

　……ああ、分かってる。最悪、皐月たちが吸血鬼にされるかもしれないってことだよな。

「次の質問だ」

「どうぞ」

　今度は響がシルバースレイヤーに尋たずねる。

「キミの正体は？」

「……」

「あの時どうしてキミはあの場に現れた？　それにロザリンドを攻こう撃げきした髪をナイフに変化させる能力。ある意味キミの方が正体不明だ。敵意はないようだが、何者かも分からない相手というのはやはり不安だな」

「……開示できる情報を整理しています。少々お待ちください」

　そう言うとシルバースレイヤーはしばし固まる。

　無表情で動かなくなると本当に精せい巧こうな人形みたいだ。人間離ばなれした美人ってのもそんな印象に拍はく車しやをかけている。

「端たん的てきに申しまして、私は約二百年前に錬金術師であるマスターに造られたホムンクルスです」

　いきなり分からない単語が出てきた。ホムンクルスって何だ……？　つーか二百年って。

「ホムンクルスについての補足説明は必要でしょうか？」

「ああ、ざっくり省いてくれていい。烈れつ火かが理解できないから」

「悪かったな！」

　いちおう抗こう議ぎするが、響の言う通りなので強くは言えない。

「では私は要点のみを絞しぼって説明します」

「お手て柔やわらかに」

「『フラスコの中の小人ホムンクルス』とは錬れん金きん術じゆつと呼ばれる技術によって造られる人工生命体です」

「……錬金術？」

「鉄を金に変えるとか、そういう下位の存在を上位に錬れん成せいする技術の総そう称しよう。昔ヨーロッパで実際に行われていた学問の一種だ」

「えーと、つまり昔の不思議技術ってことか？」

「……キミがそれでいいならな」

　そのちょっと憐あわれむ視線やめてくれ。傷つくから。

　まぁとりあえずシルバースレイヤーはアールと同じ人工生命体ってことだよな？　根本となる技術はたぶん違うんだろうけど。

「うーん、何でシルバースレイヤーさんのマスターさんは彼女の胸を大きくしなかったんでしょうか？　大きさも自由自在でしたでしょうに……まさか貧乳フェチ？」

　品性もだいぶ違った。

　つーかお前も貧乳だろ。見た目相応と言えば相応だが……でもそう考えるとシルバースレイヤーは外見年ねん齢れい的てきにもう少し大きくてもいいのでは？　……って、釣つられて何考えてんだ俺は。

「私は説明を続行します。ホムンクルスのスペックですが、これはマスターである錬金術師の意図や能力によって左右されます。唯一ホムンクルス全ぜん般ぱんに共通して言えるのは、マスターの命令オーダーを達成するためだけに行動する道具であるということです」

「……」

　道具、という言葉の響ひびきに少し苦い物を感じる。

「シルバースレイヤー。キミはマスターの命令に従って行動しているんだな？」

「私は肯定します」

「ふむ……命令を遂すい行こうするのがキミの存在意義だと言うなら、駅からボクらについてきたのも助けた義理とかではなく、何かの意図があってのことなのか？」

「私は肯定します。命令に反しない限り、私には目的達成のための自律思考が認められています。貴方たち――特にそちらの波乱様についていくのは、命令実行に非常に有益であると判断しました」

「お、俺が？」

　彼女がマスターの命令を達成するのに有益だって？

　もしかして――

「シルバースレイヤーさんも烈火さんの『ヒロイン』ですねー」

　――俺の視線を受けて、アールは宙で足をブラブラさせながら答えた。

「ボクか烈火のどちらかかとは思っていたが。まぁ、あの時ロザリンドは『波乱』に海に沈められて封印されたと言っていたから、烈火の方が妥だ当とうか」

　響はさして驚おどろくでもなく言う。

　おいおい、まさか……シルバースレイヤーは、俺にご先祖様と同じことをするのを期待してるってことか？

「じゃぁ、シルバースレイヤーの目的って……」

「私がマスターから与えられた命令は『吸血鬼ロザリンド・Ｃ・バートリの抹まつ殺さつ』です」

　俺の問いに、シルバースレイヤーはやはり淡々と答えた。
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　シルバースレイヤーの目的はロザリンドを殺すこと。

　当然ながらそんなことをされれば『ロザリンドの物語』を救うことなんてできなくなるが、そうしなければ『シルバースレイヤーの物語』が救えない。

『ヒロイン』が『敵』ってだけでなく、『ヒロイン』と『ヒロイン』が敵対してるってことか……。

　かつてない厳しい状況に俺が直面していると、不意にリビングのドアが開く。

「響。いる？」

「チェルシー。もう起きて大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ええ」

　現れたのは響とともに今日俺の許を訪おとずれた少女――チェルシーだった。

「駅では本官もあまり見てませんでしたが、スタイルのよい方ですね。特に胸が」

　アールの着眼点はいつもそこなのな！

　確かにタンクトップから覗のぞく谷間が目のやり場に困るが……。

　俺が勝手に赤くなっている間に、響がチェルシーにこれまでの経けい緯いを簡単に説明する。

「そう。それはまた嫌いやになるほど大変な状況ね」

　チェルシーは嘆たん息そくし、肩かたを竦すくめる。

「ワリィ。こっちの騒そう動どうに巻き込んで」

「別に。トレジャーハンターなんて稼か業ぎようやってたらトラブルなんてしょっちゅうよ」

　謝あやまる俺に対し、チェルシーはウインクして軽く笑ってみせる。

「済んだことはどうでもいいわ。それよりも大事なのはこれからのことね。私も高精度の探知魔法が使える皐月ちゃんって娘こに頼たよらなきゃいけない状況だし」

「確か、何でも願いを叶かなえてくれる『悪あく魔まの壺つぼ』を探してるんだっけか？」

「そうよ。病気の弟を治すためにね」

　とんでもない事態に巻き込んだというのに、チェルシーはとてもさばさばとした態度で俺に接してくれる。

　少々見通しの悪い状況なだけに、彼女がもたらしてくれる前向きな空気はありがたい。

「そうだな。まずは皐月たちを助けよう」

　前へ出る――それが『物語解決』への第一歩だ。足あし踏ぶみして解決できることなんて何もない。

「待て烈火」

「ぐえっ！」

　皐月たちを助けに行こうとした俺の襟えり首くびを響が掴つかんで止める。

「助けるのはいいが、キミはロザリンドの居場所に心当たりがあるのか？」

「う……吸きゆう血けつ鬼きっぽい場所を探すとか？」

「何だその吸血鬼っぽいところって」

「えーと、洞どう窟くつとか教会とか？」

「はぁ……。烈火、たまにキミは考えなしに動く時があるな」

　響は呆あきれたようにため息をつく。

「いや、別に考えてないわけじゃないぞ？　彼女の目的は俺なんだし、わざわざ高校に転校してきたくらいなんだから、根城はたぶんそんな遠くないはずだ」

「確かに少しは考えてたようだが、この場にはもっと頼れる相手がいるだろう」

　そう言って響はシルバースレイヤーの方を見やる。

「吸血鬼の居場所でしたら、私が気配を辿たどれます」

「本当か!?」と驚く俺。

「私は肯定します。吸血鬼の、と言っても吸血鬼ロザリンド限定ですが」

「それで充じゆう分ぶんだって！」

「長年ロザリンドを追い続けてるんだ。居場所を知る手段を持っているのは当然だな」

　喜ぶ俺に対して、響は呆れ気ぎ味みにため息をつく。

「なら次は助ける手段ね」とチェルシー。

「シルバースレイヤーの攻撃はロザリンドに効いてたよな？」

「あの吸血鬼には太陽も流水も十じゆう字じ架かもにんにくも効きませんが、銀だけは弱点なのです」

　そう言うと、シルバースレイヤーは片手をスッと上げ――その指先をナイフの刃はに変えてみせる。

「吸血鬼は銀によって傷つけられると、肉体以上に命の根源である生命力にダメージを負います。私の体は『賢けん者じやの石』を核かくに流体する銀で構成され、自由に形を変えることができます。私の個体名である『吸血鬼殺しシルバースレイヤー』もここからきています」

　体の全てが吸血鬼の弱点ってわけか。

　シルバースレイヤーのマスターって奴は、本気で「ロザリンドを倒すためだけ」に彼女を造ったんだな……。

　そのためだけに造られて、そのためだけに戦って、そのためだけにロザリンドを倒して――それで彼女は本当に幸せになれるのか？

「銀が武器になるならボクらもせめて護身用に持っておきたいな」と響。

「では私の体の一部を使って何か作りましょう」

「ありがたい。ボクはナイフがいいが、チェルシーはどうする？」

「私もナイフでいいよ。野宿とかで獲とった魚を捌さばくのとは違うだろうけどさ」

「そうか。なら烈火は？」

「俺はあんまり武器とか得意じゃないしな……。何か、みんなのアシストになる物を」

　そうして俺たちはまず皐月たちを奪だつ還かんするための準備を進めた。
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　シルバースレイヤーの先導で連れてこられた吸血鬼の根城は、俺にとって知っているようで知らない場所だった。

　そこは入学式の日に皐月に呼び出だされた廃はい工こう場じようがあったはずの丘おかの上なのだが……。

「何だよこの洋館は……？」

「ここは烈火の地元だろ。キミも知らないのか？」

　知らん知らん。

　ていうかここはつい一ヶ月前まで廃工場がデンッと放置されていたはずだ。そりゃあの時の騒動でいろいろとブッ壊こわれたが、少なくともこんな部屋数がいくつあるのかも分からないようなバカデカい洋館なんて建ってなかった。

「その吸血鬼って奴の仕し業わざなんじゃないの？」

　チェルシーは三階建ての洋館を見上げながら「にしても凄すごいわねー」と呆れている。

「……まぁ、建物自体はフツーみたいだし。どうやって建てたかなんてどうでもいいか」

「……そうだな。ひとまず置いておくか。重要なのはそこじゃないしな」

　俺と響は頷うなずき合い、気持ちを切きり替かえる。

「シルバースレイヤー。ロザリンドはこの中にいるんだよな？」

「私は肯定します」

「じゃ、行くか……」

　洋館の扉とびらを開け、俺たちは中に入る。

　建物の中は薄うす暗ぐらい。夜だというのに光源は廊ろう下かの壁かべにかけられたろうそくの火だけだ。

「雰ふん囲い気きあるな……」

　思わずひとり言を呟つぶやく。

　俺たち四人はなるべくひと固まりになって奥おくへと進んだ。

　入り口から続く短い廊下を渡ると、また扉があり、それを開くとエントランスに出る。

　エントランスからは左右に長い廊下が伸び、無数の部屋の扉が並んでいた。

　そして正面には十人くらい一度に上り下りできそうな階段があり、二階へと続いている。

「どの道を行く？」と響。

「私は上へ向かう提案をします」

「理由は？」

「あの吸血鬼は高いところが好きですので」

　そういや学校で昼飯食う時はいつも屋上だったな……。

　この中で一番ロザリンドのことを知っているシルバースレイヤーが言うのだから、それに従うことにした。

　俺たちはまっすぐ階段へと向かう。が――

「上だッ！」

　――響が声を上げた直後、二階から直接飛び降りて攻撃を仕掛けてきた襲撃者によって行く手を阻はばまれた。

　俺は襲撃者の姿を見て、目を丸くする。

「……イリスっ！」

「……」

　俺たちの前に立ちはだかる彼女からの返事はない。どうやらリアと同じ『魅了チヤーム』の暗示をかけられたようだ。

　そのリアも踊おどり場ばに現れる。

「リアっ！」

「お前たちを止める」

　彼女は俺の声を無視し、こちらを睨にらみつけながら階段を下りてくる。そこからは敵意しか感じない。だが。

「何でふたりともメイド服なんだよ!?」

「あの吸血鬼の趣しゆ味みです」

　趣味なのかっ。いやまぁ従じゆう僕ぼくとしては正しい制服なんだけど、日本人の感覚からするとコスプレにしか見えない。

「って、そんなこと気にしてる場合じゃないか……ッ！」

　絵面はともかく、状況は悪かった。ふたりは階段の前に陣取り、ここを通さない構えだ。彼女たちを傷つけたくないが、倒さなきゃ上の階へ行けそうにない。

「ヤァ！」

　驚異的な身体能力で飛び上がったイリスが放った飛び蹴げりが一階の床ゆかを粉ふん砕さいする。間かん一いつ髪ぱつでそれを避さけた俺の頬ほおに木くずが飛んできて刺さった。

「床は木製でも下は地面だぞ！　どうなってる!?」

　同じく間一髪で避けた響がやけ気味に怒ど鳴なりつけてくる。

「ンなこと言われたって！」

　フィネリタ星人の身体能力が高いのは俺のせいじゃない！
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「私はどうしますかと波乱様に尋ねます。強ごう引いんにでしたら、ふたりを無力化することもできるかと思いますが」

　シルバースレイヤーが俺の傍へ駆かけ寄り、そう耳打ちしてくる。

　その申し出は少し意外だった。彼女の至上目的はロザリンド、そこへ辿り着つくためなら目の前の障害は問答無用で排はい除じよしそうなものだが。

「体の構造上、私は吸血鬼に負けませんが、これまで二百年間一度も倒すことができませんでした。それゆえに私は吸血鬼を封ふう印いんしてみせたという『波乱』の貴方あなたに期待しています。ここで貴方との共きよう闘とう関係を失うわけにはいきません」

　そういうことか。納なつ得とくだけど、俺にかかるプレッシャーは半はん端ぱない。

「じゃぁ、できるだけ傷つけないでくれ。自分の身を守らなきゃいけない時はしゃーないけど」

「了解しました」

　彼女は頷き、銀の髪をカウボーイが馬の首にかけるロープの輪っかのような形状に変える。どうやら捕ほ縛ばくするつもりらしい。

　だがイリスは戦せん闘とうのプロではないにしても猫ねこのようにすばしっこい。シルバースレイヤーでも簡単には捕つかまえられないだろう。

「烈火！　避けろ！」

「ん、どわぁ！」

　響の声に反応してとにかく体をひねると、目の前を猛もうスピードで何かが通過していった。

　今のは、水すい弾だん？　リアの水魔法かっ！

「チェルシー。キミも元魔ま法ほう使つかいだろ！　防ぼう御ぎよ魔ま法ほうくらい使えないのかっ？」

「悪かったわね落ちこぼれで！」

　俺とは離れた位置で、響とチェルシーが水弾を避けながら言い争っている。

「……」

　リアは階段の前に陣取ったまま後衛に努めているようだ。主にイリスを捕まえようとするシルバースレイヤーを狙い、次に響たちを警けい戒かいしている。一番戦力になってない俺はおざなりだ。かといって隠かくれる場所のない階段じゃ、こっそり近づいて俺が不意をつくというのもできないだろう。

　クソッ！　何か俺にできることは……考えろ！

　問題を洗い直すんだ。

　今俺たちにとって最大の壁となっているのは、イリスとリアだ。彼女たちはロザリンドの『魅了チヤーム』で操られている。これを打破するには？

　リアは『魅了チヤーム』は当人の精神力次し第だいで打ち破れると言っていた。

　実際俺は破ることができた。

　あの時俺は……そうだ、俺だけじゃなくハリッサたちにも何かされたんじゃないかと思って気が昂たかぶって『魅了チヤーム』が解けた。

　鍵かぎとなるのは、強い感情の力か。

　俺がイリスとリアの感情を揺ゆさぶる方法を考えていると――突とつ然ぜん、予想外の方向から力が加えられ、地面に引ひき倒たおされる。

「グルルルルル！」

　狼おおかみッ!?

　それも二匹ひき。

　今まで燭しよく台だいの陰かげになっているところにひそんでいたのか!?

　赤黒い狼たちは俺の服の袖そでや裾すそに噛かみつき、そのまま物もの凄すごいスピードで階段の方へと引きずり始める。リアは狼のことをスルーし、俺は上階へと運ばれていった。逃げようにも脚や腰を浮かされた状態で引きずられているので、思うように踏ん張りが利かない。

「烈火！」

　響たちが声を上げるが、行く手をイリスとリアに阻まれる。

「痛ッ！　痛ェ！　ちょっ！　痛いっての！」

　段差の角が！　結構シャレにならない角度で後頭部に当たってるって！

　ガンッ！

　あっ、ヤバ――…………。
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　目が覚めた時、俺はベッドの上に寝かされていた。

「うっ……コブになってんな」

　後頭部を触さわると一いつ瞬しゆん鋭するどい痛みが走る。

　頭打って気絶して……でも、そんな長い時間が経ったわけじゃなさそうだけど。

「ここどこだ？」

　とりあえず、洋館の中のどこかの部屋だとは思うが。

「グルルルルル」

「おわっ！」

　ビ、ビビった～。

　入り口らしきドアの前で狼がうなっていた。

　おそらく俺が逃にげないように監かん視ししているのだろう。

「……」

　恐おそる恐るベッドから足を下ろしてみるが、狼はドアの前から動かない。

　ドアはもう一ヶ所あるが、そちらは部屋の奥へと続いている。やっぱり狼がふさいでいる方が入り口だろう。

　うーん、どうするか？

　俺はジャケットの上から内ポケットの中身を確かく認にんする。

　よし、割れてない。引きずられた時に割れてしまったかと思ったが、仰あお向むけだったので無事だったようだ。

　これを使えば目晦くらましにはなるだろう。それで部屋の脱出くらいはできるだろうが、そのあと響たちのところまで辿り着けるか……？

　いや、ロザリンドは狼を最低でも二匹出せる。ここで一匹どうこうしても、無事な方の狼に再度捕つかまって逃げ損になる可能性が高い。

　だいたいロザリンド本人はどこにいるんだ？

　せめて彼女の動向を把は握あくしなければ迂う闊かつに動けない。

　もう少し様子を見るか……。

　そこでふと壁かべ際ぎわのチェストの上に写真立てが飾かざられているのを見つける。

　立ち上がり、チェストの方へ近づいてみた。狼は襲おそってこない。あくまで部屋から出さないための見張りのようだ。

　チェストの前まで辿り着き、写真立てを手に取る。

　古ぼけた写真だった。セピア色で、触ふれたらボロボロと崩くずれ出しそうだ。しかも真ん中が破られたように穴が開いている。そのため中央に写る少年（？）の顔が分からない。

　その代わり彼の隣となりに写る少女の顔は判別できた。

　ワンピースを着たロザリンドだ。

「笑ってる……」

　学校や今日の昼間に何度か見たような、うれしそうで、恥はずかしそうな、そんな笑えみ。

　まるでフツーの少女のような微笑みだ。

「日本の写真、だよな？」

　背景の看板に書かれた文字が日本語だから、たぶんそうだろう。

「日本に写真の技術が入ってきたのっていつだっけ？」

　こういうのは皐月に聞くのが一番いいんだが……未いまだに彼女がこの建物のどこにいるのかも分からない。

「皐月……」

「……」

「って、おわぁ！」

　気がついたらすぐ傍にメイド姿の皐月がいた。

「ええっと……」

　メイドというかコスプレする皐月なんてレアすぎて……何て言うか、言葉にならない。

　じゃなくて！　違うだろ！　メイド皐月の感想とか求めてねぇよ今は！

「なかなか普ふ段だんとギャップがあって萌もえですね」

　だから求めてねぇって言ってんだろ！　アールは黙だまっててくれよ！

「……」

　突然現れた皐月は俺を無視して、部屋の奥へと進んでいく。その腕にはなぜかバスタオルがかけられていた。

「お、おい皐月」

　俺は思わず彼かの女じよに追おい縋ろうとするが。

　その時、ガチャっと部屋の奥の扉が開く音がして、全ぜん裸らのロザリンドが現れた。

「ぬぎゃあ!?」

「何じゃ？　もう起きておったのか。というか、何をしておる？」

「お前こそ何してんだよ！」

　慌あわてて体ごと横を向いた俺はおうむ返しに尋ねる。

「単にシャワーを浴びておったのじゃが」

　言われてみれば下ろした金きん髪ぱつが濡ぬれていたような……って、何であんな一いつ瞬しゆんの出来事をこんな詳しよう細さいに覚えてんだ！

「子供相手に自重しろ俺！」

「誰だれが子供か！」

　ゲシッと尻しりを蹴け飛とばされてベッドの上まで飛ばされたが、まだ心臓がドキドキしていた。子供の頃ころの皐月以外ではじめて女の子の裸はだかを見ちまった！

　子供子供子供、歳としは五百歳以上でも見た目は子供とまじないのように唱えながら、俺は皐月がロザリンドの体を拭ふいて服を着せ終えるのを待った。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

「ふぅ……」

　いかにも吸血鬼らしいマントのついた服に着き替がえたロザリンドは安楽椅子に腰かけた。皐月はその脇わきに黙って佇たたずむ。入り口の狼は主人の許もとへ駆け寄より、彼女の前ぜん腕わん部に早変わり。

　まだ先さき程ほどのことを怒おこっているのか、ロザリンドは俺のことをジロッと睨んでくる。

「何か言うことがあるのではないか？」

「ああ、すまん」

「ハンッ！」

　俺が謝ると、彼女はそれをせせら笑った。

「だいぶ悠ゆう長ちようなことを言うのう。仲間から引き離され、こうして虜とりこにされたというのに」

「……響たちはどうした？」

「さぁのう」

　ロザリンドはとぼける。俺の反応をおもしろがっているようだ。

　シルバースレイヤーもいるし、響なら引き際ぎわを誤るとも思えないが……無事を祈いのるしかない状況だ。

　心配だが、今は彼女たちの力を信じよう。

　俺は俺にできることをやる。

「ロザリンド。少し聞きたいことがある」

「何じゃ？」

「……ロザリンドと俺のご先祖様の間に、いったい何があったんだ？」

「―――」

　ニヤニヤとしていた彼女の表情が一瞬で失われた。

「ワシがそれを愉ゆ快かいにお前に話すと思うのか？」

「ご先祖様とはいえ、俺とはたいして関係のない人のせいでこんな目に遭あってるんだ。せめて何があったのかくらい知りたいと思うのは当然だろ？」

　俺とロザリンドはしばし睨み合あう。

　今ロザリンドを刺し激げきするのは危険かもしれないが、この状況は彼女の『物語』を――彼女の過去を知り、俺のご先祖様と何があったのかを知る、またとないチャンスだ。

「前にも言ったであろう。今から百年ほど前、きな臭くさくなった欧おう州しゆうを離れて物見遊ゆ山さんで訪れた日本で、ワシはお前の先祖に討うたれたのじゃ」

「それだけじゃよく分からねぇよ。何でご先祖様に討たれたんだ？」

「お前ら『ナミダレ』の体質のせいに決まっておる。……ワシが血を吸おうとした少女の『物語』にお前の先祖が巻き込まれ、敵対し……心の臓に銀の刃を突つき立たてられ、瀕ひん死しになったところを棺ひつぎに詰つめられて海に捨てられたのじゃ」

　ロザリンドは苦々しく質問に答えた。

　吸血鬼に襲われた少女。

　俺のご先祖様がその少女と引き合ったなら、確かにご先祖様がその少女を護まもるためにロザリンドと戦うことは、まったく自然なことだ。

　でも……何か引っかかる。

「ロザリンド。なんかその話し方だと……お前は『波乱の血筋』のことを知ってるみたいじゃないか」

「それがどうかしたのかのう？」

「誰に聞いたんだよ」

　あるいは吸血鬼なら――存在そのものが不可思議な者なら――俺の『血筋』のことなんて最初から知っているのかもしれない。そういうこともあり得た。

「……」

　だが、返ってきたのは沈ちん黙もくだった。「最初から知っていた」と、彼女は答えなかった。

　なら彼女の持つ『波乱の血筋』に関する知識は、やはり誰かから聞いたのだ。

　誰から？

「もしかして、俺のご先祖様に『波乱の血筋』のことを聞いたんじゃないか？」

「……なぜ、そう思う？」

「だってほかにこの『血筋』のことを知っていて、ロザリンドと関かかわりのある人間なんていないじゃないか」

　だけど『波乱の血筋』のことなんて、そうペラペラと誰だれ彼かれ構わず喋しやべるような物じゃない――じゃぁ何でご先祖様はそのことをロザリンドに話した？

　それにさっき見た古ぼけた写真。

　あれは日本の写真だ。

　写っていたのは顔の分からない少年と、笑え顔がおのロザリンド。

　少なくとも彼と彼女は親しかったように見える。

　ご先祖様がなぜロザリンドに『波乱の血筋』のことを話したのか？　ロザリンドが親しかった少年は誰なのか？　ふたつの疑問を合わせて考えると……。

「ロザリンド……お前は俺のご先祖様と多少なりとも親しかったんじゃないか？」

「……ッ！」

　今度こそ吸血鬼の少女は大きく動どう揺ようする。

　それを見て俺は自分の推測に確信を持った。

「ロザ……」

「黙らぬか！」

　鋭するどい怒ど声せいが、さらに問いかけようとした俺の言葉を遮さえぎる。

　彼女の瞳ひとみが怒りでグラグラと揺れていた。

「これ以上話す必要はない。どうせ、すぐに考えられなくなる……」

　薄暗い部屋に赤い光がふたつ灯ともる。

　また俺に『魅了チヤーム』をかける気か……！

　当然だがそれは避けたい。未だにジャケットの内ポケットに入っている物を使えば逃げられるかもしれないが、ここまで来て皐月を置いてなんか行けるか。

　俺はベッドの上を這はって後退する。

　とはいえ、立場的には完全に追い詰められたネズミだ。

　ロザリンドもそれを分かった上で、ゆっくりとこちらへ近づいてくる。

　あと二メートル。

　時間がない。逃げるには、皐月にかけられた『魅了チヤーム』を解くしかない。

　いくら「耳を貸すな」と暗示をかけられていたとしても、声自体は届いているはずなんだ。だったら言葉で皐月の感情を揺さぶることができれば大丈夫なはず！　けどとっさに彼女を怒らせる話なんて……いや、怒りでなくてもいいのか？　分からない。検証している暇ひまもない……ッ！

　あと一メートル。

　覚かく悟ごを決めた。

「皐月ィ！　この前おばさんがベランダに干してるのたまたま見たんだけどさッ！」

　もう何でもいい！　とにかく思いついたことを言う――




「高校生にもなって猫さんパンツはどうかと思うぞ!?」




　――自分で発したセリフをここまで後こう悔かいしたことは後にも先にもない。

　一瞬で室内が静まり返り、シリアスな空気を醸かもし出していたロザリンドですら思わず「はっ……？」とあっけに取られていた。

　そして。

「なっ、何でそんなの見てるのよ！　この変態！」

　皐月は顔を真っ赤にしていた。

　恥ずかしがらせて動揺させれば、とか思ったんだが、もしかして恥ずかしがらせるより怒らせちゃったか？　それも物凄く。

　いや、そんなことより、皐月の『魅了チヤーム』が解けた！

「クッ、こんな手で……ッ！」

　ロザリンドの視線が俺から皐月の方へと移動する。

　その隙すきに、俺はジャケットの内ポケットに手を入れ――穴を開けて黄身を抜ぬき、シルバースレイヤーに造ってもらった銀粉を入れた卵の殻からを取り出した。

　封ふうに爪つめで亀き裂れつを入れ、ロザリンドの顔面に思いっきり投げつける。

　卵の殻が割れ、彼女の顔に大量の銀粉が降りかかった。

「グッッギャアアアアッ！　目が、ガァ！」

　目を押おさえ、のた打ち回るロザリンド。銀の粉が両目を焼いたのだ。

「皐月！　逃げるぞ！」

「え？　あっわ、分かったわ！」

　俺の切せつ羽ぱ詰つまった声で冷静さを取とり戻もどしてくれた皐月の手を取り、彼女とともに部屋を飛び出す。

　窓から外を見下ろす。どうやら三階のようだ。

「中央に階段がある。そこから」

「いえ、そこから出ましょ」

　そう言うと皐月は窓を開け放つ。

「飛び降りるわよ！」

「いっ！」

　彼女に手を引っ張られるままに、俺は宙へと身を躍おどらせた。

　下半身から突き抜けるような浮ふ遊ゆう感を数すう瞬しゆん味わうが、幼おさな馴な染じみの唱えた呪じゆ文もんによってふたりの体が地面に当たる前にふわりと浮うき、無事に着地する。

「次はどうするの？」

「ひとまずここから離れながら響たちと合流する。走るぞ！」

　まだ状況も全部把握してないだろうに、的確に行動してくれる皐月に感謝しつつ、俺はケータイを耳に当てながら山を駆け下り始めた。

　俺も皐月もさほど運動が得意なわけではない。響たち三人はすぐに追いついてきた。

「イリスとリアは？」

「キミから電話が来る少し前に、急に動きが鈍にぶったんだ。そこをシルバースレイヤーが拘束した」

「急に動きが？」

　もしかして俺が銀粉をロザリンドにぶつけたからだろうか？

　そのことを話すと、専門家であるシルバースレイヤーは首を縦に振って頷いた。

「じゃぁ、今ならイリスたちの洗脳も簡単に解けるのか？」

「『魅了チヤーム』は吸血鬼の特とく殊しゆ能力の中でも精神力に依い存ぞんする能力です。銀によってダメージを負ったからではなく、不意打ちで一瞬とはいえ混乱したのが洗脳力の落ちた原因でしょう。ですが、今もなお吸血鬼の精神が乱れているかと問われれば、私は疑問を呈ていします」

「そっか……」

　俺が頭をかくと、ふと響が皐月へと視線をやる。

「皐月の『魅了チヤーム』はキミが解いたのか？　どうやったんだ？」

「……まぁ、その、偶ぐう然ぜん」

　皐月の視線に殺気がこもっていたので俺は答えをぼかしておいた。

「何だかよく分からないな……。だが『魅了チヤーム』を解く手段があるなら、どうする？　危険だが戻ってみんなの『魅了チヤーム』も解くか？」

「そうだな……」

「あの」

　そこで皐月がおずおずと手を上げる。

「ごめんなさい。私はここしばらくの記き憶おくがおぼろげで、まだ状況が把握できていないのだけれど」

「ああ、分かった。ボクから説明しよう」

　俺に考える時間を与あたえるためか、響がこれまでの経緯を説明する役を引き受けてくれる。

　その間に俺は決断しなければならなかった。

　退くか、戻るか。

　イリスとリア、それにまだ見つかっていないハリッサ。彼女たち全員の『魅了チヤーム』を解くことができれば、ひとまず当面の心配事は消える。

　だが当然戻るのには危険がつきまとう。

　どちらの選せん択たく肢しを取るのか……俺が決めようとした時。

「いいや、そんなことで悩なやむ必要はないぞ」

「グルルルルッ！」

　少女の声と狼の牙きばが闇やみの中から飛び出してきた。

「―――」

　誰よりも速く反応したシルバースレイヤーが、銀のナイフを狼の眉み間けんに突き立てる。

　声も上げずに吸血鬼の使い魔まは倒れ伏ふす。

　その背後から、もう一匹の狼が陰から現れ、彼女に奇き襲しゆうをかけた。

　しかし、髪かみを変化させた無数の刃が剣けん山ざんのように広がり、後ろから飛びかかった狼をメッタ刺ざしにする。

　トドメを刺された狼は霞かすみのように消え、その力の残ざん滓しは主の許へと戻っていく。

　つまり、俺たちの目の前に立つロザリンドのところへ。

「逃がさぬぞ……」

　ユラリと立つロザリンドの姿には鬼き気き迫せまる物があった。

　だが。

「みなさんは下がっていてくださって結構です」

　シルバースレイヤーは――吸血鬼殺しの少女は――気負うでもなく余よ裕ゆうを見せるでもなく、ただ単純にそうするのが最善だと言うように、前へ出た。

　そして、ふたりは激げき突とつする。

　決着には一分もかからなかった。

「ぐぅッ……ぁ」

　地面に倒れ伏したのは、ロザリンドの方だった。

　リアですら勝てなかった吸血鬼がこうもあっさりと……。

　いや、よく考えれば彼女の動きは最初から精せい彩さいを欠いていた。原因はハッキリしてる。銀で焼かれた目がまだ見えていないのだ。ここへ来るのにも使い魔の狼の鼻に頼ってきたのだろう。

「ぐ……くっ……」

　それに戦いの最中、素しろ人うと目めにも分かるほど時折り左ひだり肩かたをかばっていた。駅での不意打ちで銀のナイフを突き立てられたところだ。

　あの部屋で見た時、傷自体は消えていたが、銀のダメージというのは弱点なだけあってだいぶ残り続けるらしい。

　なら……何でお前は追ってきたんだ。ロザリンド。

「私は違い和わ感かんを感じます、吸血鬼。今日の貴女あなたの行動は判断ミスだらけです。種としての強さとそれに驕おごらぬ用心深さが貴方の本領だったはず……その肩の傷も、かつての貴女なら私の不意打ちに気づいて回かい避ひしていたでしょう」

「……フン。だったら、何なのだ？」

「罠わなの可能性を考こう慮りよしています」

　シルバースレイヤーはロザリンドを見下ろしながら淡たん々たんと答える。

　その態度に、吸血鬼は苦く笑しようを漏もらした。

「ワシを殺すためだけに造られ、ワシを殺すためだけに行動し、ワシを殺すこと以外に存在価値のない人形らしい物言いじゃの」

「私は肯こう定ていします。否定する要素がありません」

「どこまでもつまらん奴やつじゃの……そうして己おのれの役目を全まつとうして、今度は物言わぬ本当の人形となって朽くちるか」

「……！」

　ロザリンドが皮肉げに口をゆがめて放ったセリフに、俺は不意を打たれる。

「ちょっと待てロザリンド。シルバースレイヤーが朽ちるって、どういうことだよ」

「どうもこうもない。こやつの存在価値、存在理由はワシを殺すこと以外にない。つまりワシを殺してしまえば、この世に在る意味もない」

　ホムンクルスはマスターの命令を遂すい行こうするための道具と、シルバースレイヤーは自分のことをそう説明した。

　彼女は造られてからもう二百年経たっている。

　錬れん金きん術じゆつ師しだろうが何だろうが、そのマスターってのが人間ならとっくに死んでる年月だ。

　つまり彼女に新しい命令が与えられることは二度とない。

　使い手がいなくなった道具はどうなる？　答えは……今、ロザリンドが口にした。

「それが私の役割です。問題ありません」

　シルバースレイヤーは右みぎ腕うでを巨きよ大だいな剣けんに変化させる。

「私は主命マスターオーダーをここに完かん遂すいします」

　彼女が剣を振り上あげた。

　切っ先を心臓めがけて、彼女は――相手と自分の全すべてを終わりにしようとする……ッ！

「シルバースレイヤー！」

　慌てて俺は彼女を背後から羽は交がい絞じめにした。

「波乱様。何を？」

「待てよッ。なんか違ちがう！　これがお前にとっての幸せなのか!?」

「しあわ、せ？」

　それが何か分からないという風に、シルバースレイヤーは小首を傾かしげる。

「とにかく、ちょっと待て！　お前も……ロザリンドも！　こんな結末がお前たちの『物語』のハッピーエンドだなんて俺おれには思えないんだ！」

　俺が必死に叫さけんでいる内容の、十分の一でも彼女に伝わったのかは分からない。

　だが、その気になれば簡単に振り払はらえるはずの俺の羽交い絞めによって、彼女の切っ先が振り下おろされるのが何秒か遅おくれた。

　その間に変化が起きる。

　突然、ロザリンドの姿が目の前からかき消えたのだ。

「何だっ!?」

「えっ、ちょっ？　どうして消えちゃったの？」

　響はすぐさま腰を落として周囲を警戒し、チェルシーはただ困こん惑わくの声を上げた。

　シルバースレイヤーも銀の髪を長く伸のばして、俺たち全員を格こう子し状じように包つつむ。何かが近づいてくれば必ず分かる結界だ。

「……吸きゆう血けつ鬼きの気配が離れていきます」

　しばらくしてシルバースレイヤーが告げた言葉で、俺たちはどうにか緊きん張ちようを解く。

「烈火……さっきのあれって」

「ああ、たぶんハリッサの魔ま術じゆつだな」

　対象を透とう明めいにする魔術は彼女の得とく意い技わざだ。

　万が一の時の保険としてロザリンドが連れてきていたのだろう。

　俺たちは一度ロザリンドの洋館へ引き返したが、イリスとリアの姿はやはりなかった。

「逃げられたか」

　響は呟き、俺の方を振り向むく。

「烈火。それにシルバースレイヤー。このあとどうするか、ふたりの意見を聞きたい」

「意見って？」と俺。

「ボクとチェルシーはこれから『悪魔の壺』を探しに行く。それにふたりもついてくるか？」

「いや、響とチェルシーがそうするのには反対しねーけど、俺は……」

　連れていかれた三人が心配だ、と俺はくちびるを噛んだ。

「確かにキミの心配はもっともだ。だが、透明になれる彼女たちをどうやって見つける？　アテはあるのか？」

「そりゃシルバースレイヤーはロザリンドの気配を追えるし、それに皐月の森……探知魔ま法ほうだって」

「ロザリンドはダメージを負っているが、リアとイリスは今でも健在だ。魔法で居場所は分かっても、不意打ちまでは防げない」

「そりゃ、そうだろうけど……」

　俺はシルバースレイヤーの方を見るが、彼女も首を横に振ふった。さすがに透明になった相手では彼女でも分が悪いということか。

「だが、『悪魔の壺』を見つければ」

　響は注目を集めるように人差し指をピンと立てる。

「『悪魔の壺』が本当に何でも願いを叶えてくれるなら、ロザリンドから三人を無事に取り返すことも、あるいはキミの望む話し合いの場だって作れるだろう」

「……なるほど」

　助けられるアテもなくロザリンドを追うよりはずっといい意見だ。『チェルシーの物語』の解決の手助けもできるわけだし。

「分かった。俺もついていくよ。シルバースレイヤーもそれでいいか？」

「追ったところで勝ち目がないのは私も同じです。従いましょう」

「なら決まりだ」

　響の言葉に、全員が頷いた。







幕まく間あい～百年前～







　日本のとある教会の中。

　傷ついたロザリンドの前に『波なみ乱だれ』の少年が立っている。

　その手には彼かれが彼女を倒すために苦心して手に入れた舶はく来らい品ひんの銀の短たん剣けん。

　銀が弱点であることは、ほかならぬロザリンド自身が、かつて彼に話したことだった。

　日光の下でも活動できることを感心され、ついべらべらと喋ってしまったのだ。

　だからと言って、たかだか十六の少年に高価な銀製品を入手するのは難しい。

　それも日光も流水も物ともしない吸血鬼から逃げながら、だ。

　だいたい、たとえ銀の短剣を持ったところで、普ふ通つうの人間に吸血鬼と戦うことなんてできない。

　まず身体能力が違う。

　吸血鬼は霧きりになり、あらゆる攻こう撃げきを避けることができる。

　コウモリと狼を産み出し、操あやつることができる。

　血を吸ってしまえば、相手を下げ僕ぼくと化し、またたく間に勝負を終わらせられる。

　それでも彼はやり遂とげた。

　頭を回し、脚あしを動かし、こうしてロザリンドを追い詰めた。

　敵となってなお彼には感かん嘆たんせざるを得ない。惹ひかれずにはいられない――そんな少年が、目の前に立っている。

「ナミダレ……」

　半ば無意識の内に彼の名前を呼んだ。

　ロザリンドは木製の長なが椅い子すに手をつき、体を起こそうとした。

　しかし、入れようとしても力が入らず、腕うでががくがくと震ふるえてしまう。足にも力が入らない。

　銀は吸血鬼から生命力そのものを奪うばう。傷は治せる。だが、生命力を奪われるのはそれ以上に深刻だ。体力よりもはるかに回復しづらく、動きが激しく鈍る。

　いっそこうして座すわり込んだまま、波乱の少年に討たれてしまおうか――ロザリンドが頭の隅すみでそう思った時、ひとりの少女が教会に現れた。

「―――ッ」

　ロザリンドは目を見開き、牙が軋きしむほど歯は軋ぎしりをした。

　その少女は自分から波乱の少年を奪った相手だ。

「ダメだ！　こっちに来ちゃいけない！」

　波乱の少年が少女に向かって叫ぶ。

「でも、あなたが心配で！」

　少女が彼に向かって叫ぶ。

　お互たがいが、お互いのために想おもう。

　その光景を見せられて――ロザリンドのタガが飛んだ。

「貴様が……ッ」

　もはや力が入らないと思っていた五指が教会の長椅子をバキリと砕くだく。

　立たないはずの足が立ち、失っていた戦意が復活した。

「貴様の、せいで……ッ」

「ヒッ！」

　ロザリンドの眼光に、少女が悲鳴を上げてへたり込む。

（ワシよりもあとから現れたクセに――ッ！）

　限界を超こえて四し肢しを酷こく使しし、ロザリンドがその身を宙へと躍らせる。

　その赤い瞳は、ただ憎にくい少女のみを映していた。

（――よくもナミダレを奪ったな！）

　これまで欲ほしいと思って手に入らなかったモノなど、ロザリンドにはなかった。

　全てのモノはこの力で手に入れられるはずだった。

　波乱の少年だって、本当は彼女のモノになるはずだった。

　一年前に出会った時から……ずっとロザリンドと彼は一いつ緒しよにいたのだ。

　目の前の少女が彼と出会うまでは――

「――ずっとワシのモノだったのに！」

　吸血鬼の牙が少女に届こうとした、直前。

「ロザリンドッ！」

　波乱の少年がふたりの間に割って入る。

「ッ！」

　ロザリンドの動きに一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよが生まれ……




　ザシュッ！




　……それが全ての明暗を分けた。

　銀の短剣は白のワンピースの胸――と彼女が大事にしまっていた写真――を貫つらぬき、刃の先せん端たんが心臓へともぐり込んだ。

　銀という最大の弱点を心臓に突き立てられ、ロザリンドの身体機能のほとんどが停止する。

　完全に停止しなかったのは、波乱の少年が短剣を途と中ちゆうで止めたからだろう。

　だがそれでも心臓の半分を破は壊かいされたロザリンドは瀕死状態となり、急速に意識が遠のいていくのを感じた。

　最後に。

「……すまない、お姫ひめ様さま」

　波乱の少年が小さく口にした謝罪の言葉を聞きながら、ロザリンドは力なくまぶたを閉じた。







第四章　過去の自分と今の自分







　皐さ月つきが森羅の大魔法で調べた結果、『悪あく魔まの壺つぼ』は大西洋に浮かぶやたら名前の長い島の洞どう窟くつにあるらしかった。

　外国となると当然荷造り以外にも旅券とかパスポートとか、いろいろと準備しなければならないのだが、その辺は全部チェルシーが解決してくれた。まぁ、どうやったかは大きな声では言えないので割かつ愛あいするけど。

「トレジャーハンターなんてカタギな商売じゃないからね」

　というのはチェルシーの言だ。

　皐月などは少しだけ躊躇ためらっていたが、最終的には納なつ得とくした。

　そういうわけで寝る間も惜しんで移動を開始した俺たちは朝一番の飛行機に乗り、聞いても一回じゃ覚えられないような長さの名前の国に辿たどり着き、そこから今度は長ちよう距きよ離りバス、バス、電車、またバス、路面電車、電車とさらに乗のり継つぎをくり返していた。

　正直今自分がどこにいるのかもさっぱり分からないが、チェルシーに尋たずねてみると、どうも海へ向かっているらしい。

　そりゃ島を目指してるんだから当たり前か。

　何度か乗り物の中で夜を越し、だいぶ目的の港の近くまで来た時、ちょっとしたトラブルが起こった。

　チェルシーがあらかじめ手配しておいたはずのハイヤーが、タクシーの待合所に来ていなかったのだ。

「……はぁ、ごめんね。しばらくかかるみたい」

　ハイヤー会社に電話をしていたチェルシーが通話を切り、俺たちに頭を下げてくる。

「いや、チェルシーが気にすることじゃないって」

「私たちは大だい丈じよう夫ぶですから」

「ごめんね」

　チェルシーはもう一度謝あやまって、ジュースを買ってくると言って売店を探しにいく。

「……さすがに暑いわね」

　そう言って隣の皐月は額の汗あせを拭ぬぐった。この国は日本より気温が高い。

「……」

　響ひびきは自分のスポーツバッグに腰を下ろして目をつぶっていた。

　こういう時余計な体力を使わないようにする彼女はさすがだと思う。

　あれ……？

　あとひとり足りないことに気づき、俺はキョロキョロと周囲を見回した。

「おっ……」

　外がい套とう姿の銀ぎん髪ぱつ少女が待合所の隅で座り込んでいるのを見つけて、俺はそちらへ近づく。

「……」

　シルバースレイヤーは一心不乱に……かどうかはいつも無表情なので見分けがつかないが、何かをジッと見下ろしていた。

　何だろうと思って彼女の視線を追ってみると、割れたアスファルトの隙すき間まから生える花を眺ながめているようだった。

「花、好きなのか？」

「私は否定します。好き、という感情機構は私に搭とう載さいされていません」

「じゃぁ、何でずっと眺めてたんだ？」

「……さぁ。分かりません」

「？」

　ロザリンドの素すじ性ようを「分からない」と答えた時とは違う何かが、彼女の声に込められている気がした。

「こうやって花を眺めたりすることってよくあるのか？」

　少し質問の角度を変えてみる。

「造られた当初はこのようなことはありませんでした。マスターに造られてからは、ずっと吸血鬼を殺すために活動を続けていましたから」

「……」

「ですが、百年ほど前にずっと追い続けていた吸血鬼の気配が消失ロストする出来事があったのです。つい先日、それは波なみ乱だれ様のご先祖が吸血鬼を海底に沈しずめたためと判明しましたが」

「海底だと気配が分からないのか？」

「マスターも吸血鬼が海底に沈む事態は想定していなかったようです」

　まぁ、そりゃそうだよな。

「目標を消失し、マスターからの新規の命令も受けられなくなった私は、命令を一時凍とう結けつしました。そして、吸血鬼の生死を確認するために世界中を旅しました」

　何でもないことのようにシルバースレイヤーは言う。

「でも、気配が感じられなくなってたんだろ？」

「吸血鬼が私から気配を消す術を身につけた可能性もありました。私自身が吸血鬼を倒していない以上、その時点では生死不明としか判断できません。ですが、何しろアテのない旅です」

　吸血鬼ってのは確か死ぬと灰になるんだっけか。

　ということは、もし本当に死んでいたなら人間の世界の記録には絶対に残らない。そんな相手の生死をいったいどうやって確認するつもりだったのか……まさしく砂さ漠ばくの中でひと粒つぶだけ色の違う砂を探すような途と方ほうもない旅だ。

「長い長い道程を歩いて、歩いて……不意に、甘あまい匂においを嗅かいだのです」

「匂い？」

「とある花の匂いです。以前、吸血鬼との戦せん闘とう中に嗅いだことのある匂いでした。今にして思えば、あれは香こう水すいの匂いだったのでしょう」

　シルバースレイヤーは数秒、その時の匂いを思い出すように目を閉じた。

「匂いの元が吸血鬼でないと知って私はその場を去ろうとしました……したはずでした。ですが、気がつけば匂い立つあの赤い花弁を、そして花の蜜みつを集める蜂はちを、数分の間眺め続けていました」

「それは……」

　見み惚ほれていた、ってことなんじゃないのか？

「理由は未だに分かりません。ですが、その時から私は道みち端ばたで見つけた花や虫を時折り観察するようになりました。今、このように……」

　彼女はそう言ってまたアスファルトに生える花へ視線を戻す。

　その花は、白く小さな花が一本の茎くきからいくつも寄り添そって生えている……日本でもどっかで見たことがあるのだが、名前は何だったっけ？

「そういや、俺ん家でも庭を眺めてたよな。あれ、花を見てたのか」

　確かに庭に植えていたのはカーネーションだったと思うが。お袋ふくろが世話をしていて、今はハリッサがそれを受うけ継いでいる。

「こうしていると、何か……何かが、私の中にあるような気がするのです」

　シルバースレイヤーは自分の胸の上にそっと手を置く――その「何か」を探すように。

「……」

　ご先祖様がロザリンドを海底に封ふう印いんしたのが百年前。

　体が銀でできていても、彼女には風や匂いを感じ、自分で考える力も持っている。造られた目的である吸血鬼を見失いロストし、百年も世界中を旅し続ければ、自分自身のための思考や感情を芽生えさせたって、決して不思議じゃないと思う。たとえ彼女が人間でないホムンクルスでも、いや、だからこそ……。

「なぁ……」

「何でしょうか？」

　俺は一拍ぱく置いて、言葉を選ぶ。

「あの時、どうしてシルバースレイヤーは躊躇ためらいもなくロザリンドにトドメを刺そうとしたんだ？」

「それが私の役目だからです」

「ああ、聞いた。でも、シルバースレイヤー……お前は自分が感じた〝何か〟の正体を知りたいとは思わないか？」

「……」

　シルバースレイヤーが俺を見上げる。

「波乱様はその〝何か〟を教えてくださるのですか？」

「当てることならできる。でも教えることはできない」

「？　私は疑問を呈します。それはどうしてでしょうか？」

「その〝何か〟ってのは、お前の〝感情〟だからさ」

　俺の答えに、彼女はしばし沈黙する。

「先程も述べましたが、私に感情機構は搭載されていません」

「花を見て〝何か〟を感じる。虫を見て〝何か〟を想う。それを人は〝感情〟って呼ぶんだ」

「……」

「でも、同じ花を見ても、その花や虫に対してどういった感情を持つのかは人それぞれだ。感動する人もいるし綺き麗れいだと思う人もいるしおもしろいと考える人もいる。だから、シルバースレイヤーがそれを見て〝何を〟感じたのかまでは、俺には分からない」

「人……」

　ポツリと、彼女は考えるように呟く。

　また銀の瞳が俺へと向けられた。

「もし……私は仮定の話をします……もし、私が人であったなら、私は私が感じている〝何か〟が分かるのでしょうか？」

「別に、人でなくたって、もうシルバースレイヤーは感情を持ち始めてるんだと思う。だから、もっともっとこの世界で生きて、もっともっとこの世界を感じれば、いつか分かる日がきっと来るんじゃないかな」

　だから、自分の命を投げ捨てるようなまねをしないでくれ。

　心の中でそうつけ加え、ジュースを買ってきたチェルシーが俺たちのことを呼びにくるまで、彼女の隣で白い花を眺め続けた。




　　　　　▽




　港から島までは定期便がなかったので、チェルシーが雇やとった現地の人にクルーザーで送おくり迎むかえしてもらうことになった。島には人が住まなくなったコテージが一軒けんあるそうなので、今夜はそこに泊とまることになる。

「……」

　クルーザーの舳へ先さきに立って、俺は水平線に沈み始めた夕ゆう陽ひを見るともなしに眺めていた。

　まるで映画みたいだとか、なかなかレアな体験だなとか、頭の隅では思ったけれど、本当に考えていたのは別のことだ。

「なぁーにしてんの？」

「……チェルシー？」

　ブーツを鳴らして舳先へ現れたチェルシーは、頭の帽ぼう子しを風で飛ばされないように軽く押さえる。羽はね飾かざりのついた異国風の帽子だ。帽子と揃そろいのコートを羽織った彼女はなんだか現代風の女海かい賊ぞくみたいな装いに見える。

　彼女は俺の傍まで来てニヤリと笑った。

「船室にいたらたそがれてる少年が見えてさ。からかいに来たの」

「……別にカッコつけてたわけじゃねーんだけどな」

「そうね。さほど絵にはなってなかったかも」

　ガクッとコケそうになる。

　どうせハリウッドスターみたいにはいかねーよ。

「で、何に悩んでんの？」

「……そんな悩んでる顔してるか？」

「ええ、そりゃもう女の子をデートに誘さそう直前の思春期男子みたいな顔よ」

　冗じよう談だんめかして言いながら、チェルシーは舳先の柵さくに肘ひじをついて寄りかかる。

「まっ、烈れつ火か君や響の体質のことは聞いてるからね。何に悩んでるのかは察しておくよ。その上で、何か相談事があるなら乗るってこと」

「世話好きなんだな」

　意外そうに呟つぶやいたら額を小こ突づかれた。

「弟がいるからね。年下の男の子はほっとけないの」

「なるほど。お姉さんなのか」

「そゆこと」

　軽い笑いが漏れる。

　少しだけ肩かたの力が抜けた。

「……シルバースレイヤーはまだ何とかなりそうなんだ。けどロザリンドをどうすれば助けられるのか、それが分からなくて」

「ロザリンドって、あの吸血鬼の女の子のことだよね？」

「ああ」

　俺が頷くと、怪け訝げんな表情が返ってきた。

「少年は変わってるね～」

「何がだよ？」

「普通は自分を襲ってきた相手を、そんな風に心配はしないよ？」

「さっき俺が何に悩んでるかは察してるって言わなかったか？」

「てっきりあのホムンクルスさんのことで悩んでるのかと思ったの」

　言い訳するみたいにチェルシーは少し語ご尾びを強める。

「ていうかさ、ロザリンドちゃんの狙ねらいは烈火君だったんだよね？　吸血鬼の恨うらみを買うなんて、何かしたの？　イタズラで棺ひつぎの中ににんにくを詰め込んだとか？」

「してないしてない。たぶんだけど、ロザリンドと俺のご先祖様は親しかったんだ。だけどご先祖様は『ヒロイン』を護まもるために、ロザリンドと敵対して、彼女を封印したらしくて……」

「ふーん……悲ひ恋れんだねぇ」

「え？　悲恋？」

「え？　違うの？」

　意外そうな顔で質問を返され、俺は困惑する。

「いや、ロザリンドの話を聞く限りだと、彼女がその『ヒロイン』の血を吸おうとして、ご先祖様がそれを護ろうとしたって感じで……」

「あー、そっか。烈火君はあんまりそういった知識ないんだよね」

　チェルシーは得心が行った風に頷く。

「吸血鬼が血を吸う＝食事ってイメージあるかもしれないけど、実はそうとは限らないの」

　そう言われて、俺は必死にマンガや小説に出てくる吸血鬼を思おもい浮かべる。

「えーと、確か血を吸った相手を吸血鬼にするんだっけ？」

「そう。血っていうのは、生命の象しよう徴ちようなの。血を吸うっていうのは生命を奪うってことなのね。で、ロザリンドちゃんみたいな高位の吸血鬼の場合、生命を奪うだけじゃなくて支配までしてしまうの」

「支配？」

「そうよ、支配。その辺の理り屈くつは説明が面めん倒どうなんだけど……まぁ、端折はしよってもいいわよね。生命を支配されてるから、血を吸われた人間は何もできなくなる、完全な下僕になるの」

「でも、それって『魅了チヤーム』と同じじゃないか？」

「似てるけど、違う。『魅了チヤーム』は精神に働きかける力だけど、血の支配は生命を掌しよう握あくする力だから、精神力でどうこうできない」

　こうしてスラスラと知識が出てくるのは、チェルシーが元は魔法使いの家の出だからだろうか。

「下位の吸血鬼には人から生命力を奪わないと存在を保てない奴もいるわ。そっちは完全に食事ね。でもロザリンドちゃんくらい強い吸血鬼なら、血を吸わなくても存在を維い持じできるはず。だから彼女みたいな吸血鬼が血を吸うのは、下僕を造るために限られるわけ。けど、ロザリンドちゃんは無む闇やみにポンポンと下僕を増やすタイプじゃないでしょ？」

「まぁ、確かに」

　ロザリンドが俺の町に来て最低でも五日は経っていた。身の回りの世話とかをさせるつもりで下僕を増やすなら、いくらでも増やせたはずだ。だがあの洋館にいたのは彼女を除外すれば皐月・イリス・ハリッサ・リアの四人だけ。それも下僕にしたわけではなく『魅了チヤーム』を使った洗脳で、それだって俺に正体がバレたあとだ。

「ていうことは、ロザリンドちゃんがその『ヒロイン』ちゃんを狙ったのには明確な意図があったってことでしょ？　で、ここで重要になってくるのは三人の関係性」

「三人？」

「烈火君のご先祖さんと、ロザリンドちゃんと、『ヒロイン』ちゃんの三人」

　指を一本ずつ――計三本立てながらチェルシーは名前を上げていく。

「ご先祖さんとロザリンドちゃんは親しかった。ロザリンドちゃんは『ヒロイン』ちゃんの血を吸って下僕にしようとした。ご先祖さんは『ヒロイン』ちゃんを護った。これって立派な三角関係じゃない」

　彼女の指が宙に三角形を描えがく。

「さ、三角関係～？」

「そ。だから悲恋。人と人ならざる者の恋こいね」

「……でも、血を吸って支配したり『魅了チヤーム』が使えたりするのに、どうしてロザリンドはその力をご先祖様に使わなかったんだ？」

「ん～～、そうねぇ。相手のどこに恋するかは人それぞれだからなぁ。顔か心かお金かそれ以外か……」

　でも、とチェルシーはつけ加える。

「血を吸って支配してしまったり、『魅了チヤーム』して心を操ったりしてしまったら、手に入れられない部分に、ロザリンドちゃんは恋しちゃったのかもねぇ」

「心……か」

　チェルシーの話は――大部分が推測だったとしても――いくつかの疑問が氷解する内容だった。かわいさ余って憎さ百倍。好きだった相手が別の人を護るために自分を倒したりしたら、そりゃ子孫に恨みを晴らしたくもなる。

　――『貴様の血を吸って吸血鬼にしてやる。貴様から全てを奪い尽つくし、人間であることすらやめさせてやる』

　ロザリンドは俺にそう言っていた。その動機も今だいたい分かった。

　さて、あとは――どうすれば彼女を救えるか、だ。

　この体を差し出して、彼女の復ふく讐しゆうを遂げさせる……というのは却きやつ下か。そんなことをしたらみんなにブッ飛ばされる。

　それにそうするには、ひとつ引っかかってる部分もある。

　俺を吸血鬼にしたいのなら、ロザリンドには何度もその機会があった。

　あの洋館で捕つかまった時。

　デートの時。

　学校の屋上でパンを食べた時。

　それ以前に吸血鬼の身体能力をもって闇やみ討うちでもすれば、難なく彼女の復讐は果たされていただろう。

　なのに彼女は『魅了チヤーム』でわざわざ周囲を洗脳しながら俺に近づいてきた。俺の大事なモノを調べるためと言っていたが、それにしたって回りくどいやり方だ。今にして思えば、あれは何かを誤ご魔ま化かしていたのではないかという気がしてくる。

　ロザリンドには復讐以外に何か別の目的があるのではないだろうか――それこそが彼女の『物語』をハッピーエンドへ導く鍵かぎのような気がする……それが何なのかは未いまだに分からないが。

「……ん～～～」

「烈火君は悩めるお年とし頃ごろだね～」

　悩みっぱなしの俺に対してチェルシーは苦笑い気味に呟く。

「仕方ない。じゃぁ烈火君の元気が出るように、ひとつお姉さんが手品を見せてあげよう」

「手品？」

「そうそう。ちょっと目を閉じてくれる？」

「ああ……？」

　よく分からないが、とりあえず言う通りにする。

「――木の妖よう精せいよ　この者を汝なんじの洞うろに入らせ給たまえ」

　チェルシーが小声で何かを唱えた。

「はい。いいよ」

「ん……おわっ！」

　いきなり目の前にスカートが!?

　驚おどろいて後ろに一歩下がると、上から笑い声が降ふってくる。

「あらあら、かわいいわね～」

　急に身長が二倍くらいに伸びたチェルシーが俺の頭を撫なでてくる。

「これ手品か!?　いや、絶対魔法だろこれ！　でなきゃそんな突とつ然ぜん身長が伸びるか！」

「うん。魔法ってのは当たってるけど、私の身長が伸びたんじゃなくて、烈火君が縮んだんだよ」

「何ィ!?」

　自分の体を見下ろしてみれば、確かに手足も胴どう体たいも縮んでる。服だけはそのままなようで、ズボンも上着も見事にズリ落ちていた。
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「こ、これどうやったら戻るんだよ？」

「そんな慌あわてなくてもすぐ戻るわよ、ほら」

　彼女は指鉄砲でつぽうを作って俺の額を狙い、口で「バーン」と言った。

　それが合図だったように、あっという間に俺の体は元の大きさに戻る。

「あ～ビックリした……何なんだよ今のは？　相手を子供にする魔法？」

「ううん。単に身長を一メートルくらい低くする魔法」

　それは……何と言うか……。

「しょーもないな」

「そ。でも私ってこれしか使えないんだよねー」

　チェルシーは両りよう腕うでを頭の後ろで組んで空を見上げる。

「おかげで魔ま法ほう使つかいの名家だった家では冷れい遇ぐうされてさー。姉し弟てい揃そろって才能なかったのよ。おまけに弟は病弱でね……。あんな家にいてもいいことないと思って、一緒に家を飛び出して、今じゃ世界中を回る生活」

　彼女はさらりと話しているが、子供ふたりだけで家を飛び出して生活するなんて、口で言うほど簡単じゃなかったはずだ。

「……大変だったんじゃないか？」

「まぁね。でも結構楽しかったわ。魔法なんか使えなくても、お金さえあれば幸せになれると思って……で、まぁいろいろあってトレジャーハンターに。我ながら短たん絡らく的てきよね」

　ケラケラと、彼女は笑う。

　ケラケラと笑い……やがて笑うのをやめる。

「行き当たりばったりで生きてきたツケよね、今回のことは。元々体が弱かった弟をあちこち連れ回してさ。あの子が無理して笑ってるのに気づかないで、いつの間にか体調が悪化してて……」

　彼女はため息をつく。

　自分のことが心底許せないという風な、そんなため息を。

「いくらお金を積んでも治せないって医者にも見捨てられて……魔法でもお金でも弟が治せないからって、今度は『悪魔の壺』なんて奇き跡せきに頼たよってる。フラフラ、フラフラ……そしていつの間にかドン詰づまりにはまってる。こんな自分がたまに嫌いやになるわ」

　それからしばらく黙だまったあと、また彼女は誤魔化すように笑った。

「まっ、気にしないで。烈火君たちの体質の話を聞いて、うわぁ私ってそんなに追い込まれてたのかー……って、ちょっちナーバスになってただけだから。聞いてくれてありがと。じゃ、明日はよろしくね」

　俺たちの『血筋』はそのままじゃバッドエンドに向かう『物語』に巻き込まれる。

　つまり、俺たちが助けなければ――チェルシーの力だけでは――『チェルシーの物語』はどうあっても救えないということだ。それは彼女のような人間にとって、自分の無力さを突きつけられているに等しいと感じてしまうのかもしれない。

「……待った！」

　俺はそのまま船室に戻ろうとするチェルシーの手を思わず掴つかんだ。

　彼女が振り返かえり、その青い瞳と目が合う。

「何？」

「えっと……」

　だいたいチェルシーは何で舳先に出てきたんだ？　夕陽に向かってたそがれてる俺の悩みを聞くため？――そんなわけない。だって船室からじゃ舳先なんて見えないんだから。

　てことは、彼女は船室にいない俺を探してわざわざ外に出てきたってことだろ。

　本当に悩みを聞いて欲しかったのは、もしかして彼女の方なんじゃないか？

「……フラフラなんて、してねーと思うぞ」

「え？」

「だってそれは、お前がツラい状じよう況きようでも、何とか幸せになろうってあがいてあがいて、あがき続けた結果だろう？」

　壁かべにぶつかった時、間ま違ちがっているのはそこで立ち止まることだ。

　魔法の才能がないと分かった時。お金じゃ解決できないと知った時。どちらの時も、彼女は立ち止まったりしなかった。あがいて、前へ進んだ。

「お前の生き方にフラついたところも、無む駄だなところも一いつ切さいない。もしお前の生き方を笑う奴がいたら、俺がブッ飛ばしてやるよ」

「……何だかどっかで聞いたようなセリフだねぇ」

「むぐっ！　わ、悪かったなぁ。ボキャブラリー少なくて」

「謝あやまることないわ」

　チェルシーはクスリと笑って、俺の体を抱だき寄せる。

「そういうのって、大事なのは気持ちが入ってるか入ってないかだから。烈火君が本気でそう思ってくれているのは、ちゃんと伝わってるよ」

「……！」

　いや、あの、そう言ってもらえるのはうれしいんですが、む、胸とか……さっきから当たってて心臓バクバクなんですが!?

「そこはポーカーフェイス保ちましょうよ烈火さん」

　無理ー！　アールには分からないだろうけどなぁ！　思春期の少年っていうのはいろいろと繊せん細さいなんだよ！　カッコつけたがりでもあるけど！

　彼女の体のやわらかさとか耳元でささやかれる彼女の吐と息いきとか――島に着くまでの間、俺は自分の忍にん耐たい力りよくのテストを受けさせられる羽目となった。




　　　　　▽




　予定通り島に到着した頃には、すでに陽ひは暮れかけていた。

　旅の疲つかれもあるため、ひと晩コテージでじっくり休んでから件くだんの『悪魔の壺』が眠ねむる洞窟へ出発することとなる。

　俺たちは寝る前に一度コテージの一階に集まって、明日のことを話し合った。

　装備に関してはチェルシーと響が必要な物をチェックしてくれている。

　また洞窟へ入る時の隊列は、シルバースレイヤーが先頭になると彼女自身が申し出た。

「私の体は流体する銀ですので、どんな罠わながあっても死にませんから」

　チェルシーが集めた『悪魔の壺』の資料の中には、罠の存在をほのめかす内容もあったため、俺たちはシルバースレイヤーの申し出をありがたく受けることにした。

　シルバースレイヤーを先頭に、罠を発見した場合の解除はチェルシー、補助は響と俺、皐月は魔法で洞どう窟くつ内ないの情報収集ということで、明日の役割分担が決まる。

　気になるのはロザリンドたちの動向だが、ここに着くまでの間追手の気配はまったくなかった。皐月救出後にすぐ日本を発たったのが功を奏したようだ。

「ロザリンドやイリスさんたちはまだ日本にいるみたいよ」

　森羅の大魔法使いである皐月の太たい鼓こ判ばんもあり、ひとまずそちらの心配はほぼ皆かい無むと言ってよさそうだった。

　俺たちはそれから細々とした物を再点検したあと、明日に備えて寝ることにした。




　　　　　▽




　だが――その一時間後、事態は暗転する。

「弟が……っ!?」

　日本の病院からいくつかのルートを辿って、チェルシーのケータイ電話に彼女の弟の容体が急変したとの連れん絡らくが入ったのだ。

　通話ボタンを切った彼女の顔色は真っ青になっていた。

「どうしよう……どうしよう……」

「落ち着け。チェルシー」

　動どう揺ようする彼女を響がなだめようとする。

「落ち着けって言ったって、でも……でも」

　チェルシーはふと思い立ったようにシルバースレイヤーに駆かけ寄り、彼女に縋すがりつく。

「シルバースレイヤーさんは……『賢けん者じやの石』を使ったホムンクルスなのよね？」

「私は肯定します。マスターは『賢者の石』を核かくに、私を造りました」

「なら、『賢者の石』の作り方をそのマスターって人から聞いてない？」

『賢者の石』……？　そういえば前に一度、シルバースレイヤーがそんな単語を話していたような……。

「ねぇ？　どうなの？」

　チェルシーはシルバースレイヤーの外套を揺ゆさぶる。

「私は否定します。私の体に『賢者の石』が使われているのは確かですが、その精製の知識まではマスターから与えられていません」

「そう……なの」
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　外套を握にぎるチェルシーの手から力が抜ぬける。

　それでも彼女は諦あきらめきれないといった表情で、再びシルバースレイヤーに詰め寄よった。

「じゃぁ……じゃぁ……っ！　あなたの『賢者の石』を、欠片かけらでいいから、私に分けてもらえないかしら？　本当に、少しでもいいから！」

　どうしてチェルシーはあんなに『賢者の石』にこだわるんだ……？

「『賢者の石』は錬れん金きん術じゆつの秘ひ儀ぎのひとつ、その用よう途とは幅はば広ひろい。シルバースレイヤーさんに使われている『賢者の石』が本物なら、それを使って万病を治す霊れい薬やく『エリクサー』を造ることもできるの……」

　事情が呑のみ込めないでいた俺に、皐月がそっと耳打ちしてくれる。

　そして、おそらく二百年もの間正常に稼か働どうし続ける完全なホムンクルス――シルバースレイヤーに使われている『賢者の石』は、間違いなく純度の高い本物だろう、と彼女はつけ加えた。

　その『エリクサー』さえあればチェルシーの弟を治せるということらしい。

　だが。

「残念ですが、それは不可能です」

　シルバースレイヤーは機械的に答える。

「どうしても……ダメ？」

　再度チェルシーは追おい縋る。

「『賢者の石』は個にして全、全にして個の完全物質です。文字通りひとつであらゆる物をまかなえるのですが、反面『欠く』ということができません。仮に『賢者の石』を取り出した場合、私の機能も停止してしまいます」

「そう……」

　今度こそ、チェルシーの手が力なくシルバースレイヤーの外套から離はなれ、だらんとたれ下がる。

「ごめんなさい……無理なことを頼たのんでしまって」

「マーガレット様、どうかお気になさらないでください。私もマスターの命令オーダーを果たしてあとでしたら、『賢者の石』を差し上げても構わないのですが……」

　心なし申し訳なさそうにシルバースレイヤーは言う。

「「「「「……」」」」」

　空気が重くなる。

　確か、話に聞いていたチェルシーの弟の余命は三か月しか……いや、この場合、俺たちは三か月「も」あると心のどこかで考えていた。

　罠だらけかもしれない洞窟へもぐって『悪魔の壺』を探し出すのは、もちろん大変だ。だが、タイムリミットは三か月「も」ある。なら、時間に関してはそこまでプレッシャーとして感じなくてもいいはずと、そう思っていた。

　だが、状況は変わった。

　どんな困難な時でも前を向いて行動していたチェルシーが、他人に無理な願いをして縋りつこうとしてしまうほどに、一刻を争あらそう事態となってしまった。

　でも――

「――チェルシー。行こう」

「……烈火君？」

「時間がなくなったんだ。だったら、下を向いてグズグズしてる暇ひまはない。そうだろ？」

「―――！」

　俺の言葉に、チェルシーが顔を上げる。

「今すぐ『悪魔の壺』を探しに、洞窟へもぐろう」

　その場にいた全員が、余計な口を挟はさまずに頷いた。




　　　　　▽




　そもそも『悪魔の壺』というのは、トレジャーハンターの間ではわりとポピュラーな噂うわさ話ばなしだったそうだ。

　魔法のランプや泉の精など、人間の願いを叶かなえる超ちよう常じようの存在というのは「おとぎ話」の中などでよく知られている。そう、フツーの人間にとって『悪魔の壺』なんてモノ、「空想の産物」に過ぎない。だからトレジャーハンターの間ではただの笑い話としてしか広まっていなかった。

　しかし、魔法使いという特異な家系に生まれたチェルシーは、元から超常の現象に対して一定の知識がある。彼かの女じよはそういった「笑い話」の中から、信しん憑ぴよう性せいの高い物を抽ちゆう出しゆつしていき――『悪魔の壺』が実在する可能性を見み出いだしたそうなのだ。

「でもよぉ、今いま更さらだけどその『壺』って悪魔が入ってるんだよな？　〝代だい償しよう〟とかいるんじゃないのか？　魂とか？」

　素そ朴ぼくな疑問を、俺は洞窟の段差を下りながらチェルシーにぶつける。

「私が調べた限りだと、この『壺』に関しちゃ願いを叶えた瞬しゆん間かん誰だれかが死んだとか、一族が呪のろわれたとか、そういった話は残ってなかったわ。アラジンと魔法のランプに出てくる魔ま神じんみたいに、願いを叶えるための存在っていうのもいるから、たぶんその類たぐいの『願いを叶える悪魔』が『壺』には眠っているんだと思う」

「言われてみりゃ、あの話に出てくる魔神ってランプを擦こするだけで、何でも願いを叶えてくれるよなー……」

　俺はチラリと皐月の方に視線を送ると、彼女もコクリと小さく頷いた。森羅の大魔法使いが保証してくれるなら、〝代償〟云うん々ぬんに関してはいらぬ心配ということだろう。

「あっ」

　突然、シルバースレイヤーが降ってきた槍やりで串くし刺ざしになった。

「のわあああああああああああああ!?」

「波乱様、落ち着いてください。私は大丈夫です」

　彼女はそう答えながら流体の体を動かして穴をふさいで元通りになる。

「……いや、分かってんだけど絵面の凄せい惨さんさが半はん端ぱないんだって」

　岩とか槍とか落とし穴とかもう何回目か分からないけど、罠が発動する度にシルバースレイヤーの体が大変なことになっていた。

　後続の俺たちが安全に進めるように、彼女は率そつ先せんして罠にかかりに行ってくれている。そのため彼女は毎度モロに罠を喰くらうのだが……正直心臓に悪い。

　再生したシルバースレイヤーに罠の発動条件などを調べてもらい、専門家のチェルシーの指示に従って俺と響で安全に渡わたれる道を作る。

「……私は疑問を呈ていします」

　槍の雨のトラップを越えたところで、シルバースレイヤーはふと口を開いた。

「今の罠は下の道を通ると自動で槍が落ちてくる仕かけでした」

「ああ、絶対これ避よけられないよなぁ」

　だから俺たちは道の端はしに人ひとり分が通れる槍やり避よけを作って、その下から出ないように渡った。

「そこが疑問なのです」とシルバースレイヤー。

「ボクもおかしい気はしていた」と響。

「私も変な気がしてきたわ」とチェルシー。

「違い和わ感かんはありますね」と皐月。

「…………」

　あれ？　俺だけ何も分かってない？

「烈火さんはホントここぞという時以外、頭が回りませんねー」

　うるせーよ未来人。槍も岩も通とおり抜けるからお前は楽でいいよな！

「えーっと……何がおかしいんでしょうか？」

　恥はじを忍しのんで俺はおずおずと手を上げる。

「このトラップには『正解の道』がないのです」

　シルバースレイヤーは簡潔に答えてくれた。

　しかし、俺にはまだ分からない。

『正解の道』がないってどういうことだ？

「私は解説します。道具というのは何らかの『意図』があって造られる物です。普ふ通つうに考えればこの罠は『壺』の正当な持ち主が『正解の道を知らない盗とう賊ぞくから宝物を守る意図』で設置したものでしょう。ですが、『正解の道』が存在しなければ宝物の正当な持ち主ですら、宝物のある場所へ辿り着つけません」

「……なるほど！」

　宝物を金庫にしまうのは、鍵を持っている自分にしか取り出せないようにするためだ。それが誰だれにも開けられない金庫では意味がない。

　俺たちが立ち止まり、考えを巡めぐらせていると……。

『ボ……ボボボここかボボら……ボ……立ち去れ……』

　不意に、妙みような雑音混じりの声が洞窟内にこだました。

『……ボ…た……ボボボボボ去……ボ立ち…去れ……』

　立ち、さ……立ち去れ？

「みんな、今の声聞こえたか？」

　俺の質問に全員が首を縦に振る。

「……音源がどこか分からないな」

「たぶん、音を遠くへ伝える魔法だと思うわ」

　そうつけ加えたのは皐月だった。

『た……ボ……去れ……』

　謎なぞの声は何度も同じことをくり返してくる。

　随ずい分ぶんと不気味だが……。

「生あい憎にくと立ち去るわけにはいかねーんだよ」

　相手に聞こえているか分からないが、俺はそう呟く。

　俺たちは洞窟に響ひびき渡る声を無視してさらに奥おくへと進んだ。




　　　　　▽




　チェルシーには探知魔法だと誤魔化しながら、逐ちく一いち皐月に洞窟内部の構造を調べてもらい、ついに俺たちは『悪魔の壺』のある洞窟の最深部の空間へと辿り着いた。

　そこは地底のジズ村に比べれば小部屋のような空間だったが、それでも十人くらいなら入れそうだった。小部屋の奥にはまださらに洞窟の奥へ通じる道がいくつか続いている。

『悪魔の壺』は小部屋の岩がん壁ぺきにできた小さな穴にひっそりと納まっていた。

「……意外と地味だな」

「そうか？　結構装そう飾しよくの多い壺だと思うが」

「いや、てっきり宝箱にでも入ってるのかと」

『壺』が納められた穴の中は床ゆか部分こそ平らにならされていたが、それ以外は天然の岩のままだ。

「では、私が取り出します」

　最後のトラップを警けい戒かいしながらシルバースレイヤーが『壺』を取り出す。

『悪魔の壺』の見た目はアラブの王様が屋や敷しきにでも飾かざっていそうな芸術品だった。球状の本体はエメラルド色で、両側に黄金の取っ手がついており、ワインボトルのように細い口の先せん端たんにはやはり黄金の栓せんがしてある。

「これの栓を抜けばいいのね」

　ゴクッ

　チェルシーがツバを呑みこむ。

　彼女の手が『壺』の栓を抜いた。キュポンッとコルクを抜いたような音がした。

　その途と端たん、封印が解かれた『壺』の口からモワモワと紫むらさき色いろの煙けむりが立ちのぼる。

　煙は段々と人の形を成していき……やがてアラブ風の踊おどり子このような姿をした少女が宙に現れる。

　幼い少女は紫むらさきの髪を黄金の髪かみ留どめで後ろにくくり、豪ごう華かな装そう飾しよく品ひんを無造作にあちこち身につけていた。脚あしの部分が大きく膨ふくらんだ白いズボンをはいているが、上半身は褐かつ色しよくの肌はだの大部分を露ろ出しゆつしている。

「……チッ」

　彼女はまず鋭するどい目で俺たちを睨にらみつけ、あからさまな舌打ちをひとつする。

　誰がどう見ても不ふ機き嫌げんだった。

「……っ」

　願いを叶えてもらう立場のチェルシーが、相手の態度に怯ひるんでしまう。

　ここでヘタなことを言って少女をさらにイラ立たせれば、最悪願いを叶えてもらえなくなるかもしれない。チェルシーが怯むのも当然だ。

「……なぁ」

　だから、まず俺がご機き嫌げんを窺うかがうことにした。

「あアッ？」

　うん。ブチ切れ寸前みたいだ。

「ええと、お、お名前は？」

「……ウラウラ様だ」

「様って」

「あアッ？」

「何でもないですウラウラ様」

　怖すぎだろこの幼女、もとい悪魔。

　あとアールはウラウラの後ろで変なポーズ取るのやめろ。笑いそうになるだろうが！

「そ、それで『願いを叶える悪魔』っていうのは、ウラウラ様のことでいいのか？」

「……いかにもそうだが。我に何の用だ？　底なし欲深ニンゲンども」

　本当に嫌そうにウラウラは片眉まゆを吊つり上げ、尊大に尋ねてくる。

「あー、うん。じゃぁ、チェルシー」

　何はともあれこの幼女が『願いを叶える悪魔』なら、チェルシーの目的を果たすことができる。俺は彼女を促うながし、ウラウラの前に立たせた。

「……私の弟の病気を治して欲しいの」

　彼女は胸の前で手をギュッと握り、切せつ羽ぱ詰つまった声で悪魔に願う。

　それに対し、『願いを叶える悪魔』は――




「嫌だ嫌だ嫌だ底なし嫌だ」




　――これでもかというぐらい強調して、彼女の願いを拒きよ否ひした。

　って、ちょっと待て！

「お、お前」

「『お前』ェ～？」

「ウラウラ様！　……は、人の願いを何でも叶えてくれるんじゃないのか？」

「ああ、そうだ。我は『悪魔の契けい約やく』に則のつとり、底なし腹黒ニンゲンどもの願いを叶えてやる存在だ」

　肯こう定ていされ、逆に戸と惑まどう。

「じゃ、じゃぁ何でチェルシーの願いを断るんだ？」

「底なし嫌だからだ」

「だから理由を言えーっ！」

　話が進まなくて、俺は頭をかきむしった。

　するとその時、後ろで話を聞いていた皐月が一歩前に出る。

「……ですが、ウラウラ様。ウラウラ様はこれまでに何人もの人間の願いを叶えてきていますよね？　最後にウラウラ様が叶えた願いは、百七十二年前にイリ・ペリという人の大だい富ふ豪ごうになりたいという願い」

　スラスラと喋しやべる皐月。

　彼女を見て、チェルシーが驚きの表情を浮うかべる。

「皐月ちゃん……どうして、そんなことまで？」

　チェルシーが俺たちに見せてくれた『悪魔の壺』に関する資料に、ここまで詳くわしい情報は載のっていなかった。

「黙っていてごめんなさい。私、本当は普通の魔法使いじゃないんです。森羅の大魔法を受け継ぐ一族、って言えば分かりますか？」

「！　森羅の……！」

　森羅の大魔法の噂うわさ自体は魔法使いの間で有名な話らしいので、元魔法使いのチェルシーも知っていたようだ。だが……

「皐月。いいのか？」

　森羅の大魔法のことを、皐月の一族は代々魔法使いの世界から秘ひ匿とくしてきた。アカシックレコードにアクセスし、この世界の歴史の全てを見通せる力はあまりにも危険だからだ。

「いいの。マーガレットさんは悪い人じゃないから」

「そうか」

　皐月がそう言うなら俺もそれでいい。

　さて、話を戻もどそう。

「ともかくウラウラ様は過去、確かに人間の願いを叶え続けてきたはずです。それなのになぜマーガレットさんの願いだけ叶えることを拒否するのですか？」

「……チッ」

「教えていただけないのでしたら、こちらで勝手に調べますけど？」

「……底なしウザい奴やつらだな、これだからクソニンゲンは」

　ウラウラはまた舌打ちし、表情をゆがめる。

「理由は簡単だ。そこの女が魔法使いだからだよ」

「何だそれ？」

「我は魔法使いが嫌きらいだ」

　俺おれの質問に、ウラウラは吐はき捨すてるように答える。

「奴らは我の力を借りずに、自らで奇跡を起こそうとする。『願いを叶える』――奇跡の権ごん化げとも言うべき存在の我にとっては、己おのれの存在価値を否定する輩やからに等しい」

　えっと……つまり自分の役割を別の奴に取られるのは腹が立つ、ということだろうか。

「それに昔魔法使いにヒドい目に遭あわされたこともある」

　ウラウラは目元をぴくぴくと震ふるわせ、怒いかりを抑おさえているようだった。

「ということは、あの『正解の道』がない罠も全部ウラウラ様が仕し掛かけたのか？」

　今度は響が尋ねる。

「そうだ」

「だがあれでは魔法使いではない普通の人間もほとんど死んでしまうだろう。魔法使いが嫌いだと言うが、人間全すべてが嫌いなのか？」

「いいや。底なし下げ卑びたクソニンゲンは嫌いではないよ」

「なら、ボクと烈火の願いなら叶えてくれるんだな？」

　確かに俺と響は魔法使いじゃないフツーの人間だ。

　しかし、『願いを叶える悪あく魔ま』はやはり不機嫌なままで。

「聞いてなかったのか？　我が好きなのは底なし下卑たクソニンゲンだと言っただろう」

「……どういうことだ？」と響。

「さっきほとんどのニンゲンが罠で死んでしまう、とお前は訊いてきたが――逆に言えば、ほんの少しは生き残る。仲間を犠ぎ牲せいにし、死の罠を越こえてきたニンゲンの目には狂きよう気きが宿る」

　その時、はじめてウラウラは笑え顔がおを浮かべた。

　見ているこちらを恐きよう怖ふさせる悪魔の笑えみを。

「狂気をもって我の元へ辿り着いたニンゲンの欲望は底なしだ。狂くるったニンゲンにはもはや倫りん理りもなく教理もなく、純然たる強ごう欲よくをもって自らの願いを叶える……そんな底なしクズに成り果てる」

　ウラウラはそれこそ狂気を感じさせる冷れい笑しようをもって、俺たちニンゲンを見て嘲あざ笑わらう。

「そうして堕だ落らくしたニンゲンは見ていておもしろい。悪魔である我をして愛いとおしいと感じさせる。そうさな、先さき程ほど名前の出たイリ・ペリは有り余る財力に物を言わせ、ニンゲンの思いつく限りの欲望を叶えると同時に、万を超える同族を不幸のドン底に叩たたき落おとした。制せい御ぎよされぬ欲望は実に多くの不幸を呼ぶ」

　喋りながら彼女はストっと地面に降り立つと、トコトコと俺の前までやってくる。

　並ぶとかなりの身長差がある――不意に、彼女は俺の襟えりを掴み、グイッと自分の頭の高さまで引きずり下ろした。

「……だと言うのにお前のその瞳ひとみの澄すみようは何だ？　そちらの女もだ。わずかな怯おびえは見みえ隠かくれしていても、我を求める貪どん欲よくさが微み塵じんもない。気にいらん」

「イダッ！」

　襟を離すと、ウラウラは俺の向むこう脛ずねを蹴けっ飛とばした。

　それから、ギリギリと歯は軋ぎしりをする。

「ゆえに、我はお前らの願いを叶えてやるつもりはない。とっとと去れ」

「……っ」

　交こう渉しようの余地なし。

　ウラウラの態度は俺たちにそう感じさせるのに十分なものだった。

「けど、けどちょっと待ってくれ！」

　俺は何とか言葉をひねり出そうとするが、即そく座ざに彼女の気持ちを覆くつがえさせるセリフが出てこない。このままじゃウラウラは誰の願いも叶えてくれることなく『壺つぼ』の中に帰ってしまう……。

「待ってください」

　その時、皐月が静かにウラウラの足を止めさせる。

「……まだ何か用か？」

　鬱うつ陶とうしそうに悪魔は振ふり返る。

　やはり何を言っても説得できそうにない、が、

「虚きよ勢せいを張っても無駄です」

　皐月は怯まない。

「虚勢？」

「ウラウラ様は『願いを叶える悪魔』。先程自分で仰おつしやった通り、人の願いを叶えるのが本分――本質、存在意義のはず。それを曲げることはできない」

「……」

「今、あなたは言葉で怯ませて、私たちから『願いを叶えたい』という気持ちを削そごうとしている。私たちがその気でなくなれば、あなたも願いを叶える必要がないから」

「…………」

「でも、皐月？　さっきチェルシーの願いを、ウラウラは拒否したんじゃ……？」と俺。

「『様』をつけろ底なしバカニンゲン」と不ふ愉ゆ快かいそうなウラウラ。

　俺は彼女を無視して幼おさな馴な染じみに答えを求める視線を送る。

「ええ、烈火の言う通りね。けど、ただの悪魔と違ちがって、ウラウラ様は『願いを叶える悪魔』という特とく殊しゆな悪魔にカテゴライズされるわ。今言った通り、その本質は変えられない……たぶん、彼女は今物もの凄すごく〝我が慢まん〟してるのよ」

「〝我慢〟？」

「ところでウラウラ様？　先程から顔の筋肉が引ひき攣つっていますけど、それはどうしてですか？」

　皐月は話の相手をウラウラへと戻す。

「……」

　沈ちん黙もくする幼女の顔は皐月を睨みながら、目元がぴくぴく動いていた。

　言われてみれば確かにさっきからウラウラの表情は落ち着かない。怒ったり笑ったり歯軋りしたりしていたが、あれはチェルシーの願いを叶えることを〝我慢〟しているのを誤魔化していたのか！

「マーガレットさん。気け圧おされないで。もし本当に彼女が自由に願いを拒否できるなら、さっさと『壺』の中へ引っ込んでしまえばいいんですから。それをしないということは、何か〝できない理由〟があるんです。そう、たとえば――願いを持つ人間を前にすると、それを叶えるまで『壺』の中に帰れないとか」

「……！」

　ずっとおろおろとしていたチェルシーの顔に生気が戻る。

　確かに皐月の言は筋が通っていた。嫌ならすぐ帰ればいい……それをしない、あるいはできないのには、理由があって然しかるべきだ。

「これだから魔法使いは底なし嫌いなのだ……」

　今までの三倍くらい忌いま々いましそうにウラウラは舌打ちする。

　幼女はポニーテールの根元を掴んで、しばらくグルグル回し、

「……分かった。『悪魔の契けい約やく書しよ』を発行してやる。ただし――」

　嫌そうに言うと、彼女は手の平を上に向ける。

　その小さな手から紫の煙が立ち上ると一枚の紙――羊皮紙という奴だろうか？――が現れ、俺の方へと放ほうられる。

「――『契約文』に〝制約〟と〝代償〟を追加させてもらう」

「〝制約〟と……〝代償〟？」

　悪お寒かんしか感じない音の響きだ。

「ずっと無む償しようだったのに、いきなりそんなもん追加できるのかよ？」

　俺はあえて強がる風に聞いてみる。

「別に、今まではニンゲンどもの狂気と堕落とまき散らされる不幸を〝代償〟の代わりにいただいていただけだ。だがお前らからはそれをいただけそうにない。ならば、別の〝代償〟を要求するくらいの権利はある。悪魔だからな」

　こちらの空元気に気づいたのか、ウラウラはやたらとうれしそうに口くちの端はを吊り上あげた。

「〝制約〟は、『契約書』には普通のニンゲンだけしかサインができないということ。魔法使いはもとより、そちらの非ニンゲンもダメだ」

「……」

　ずっと黙っていたシルバースレイヤーは、やはり黙ったままだった。

　与あたえられた〝制約〟に則れば、この場で『契約書』にサイン、つまり願いを叶えられるのは俺と響だけってことになる。

　別にチェルシーの弟の病気を治すのは、俺か響が代だい替たいして願えば叶えられることだ。

　問題は。

「次に、〝代償〟だが……」

「……」

　洞どう窟くつを下りてくる時、俺が心配して皐月に尋たずね、一度は「必要ない」と安心したはずのモノ――〝代償〟の内容が突つきつけられようとする。

『悪魔の契約』って言うと……やっぱり、アレか？

　俺はゴクリとツバを呑みこむ。

　そしてついに。




「『契約書』にサインしたニンゲンの、命だ」




　ある意味では予想通りの――かつ最悪に近い〝代償〟を、俺たちは要求された。

　願いの〝代償〟は命……か。

「烈火。分かってると思うけど、バカなこと言い出したら許さないわよ」

　皐月が釘くぎを刺さしてくる。

「ああ、分かってる。俺が死んだら、ほかの『物語』を救えなくなる。だから響も」

「元からそのつもりだボクは」

　響は憮ぶ然ぜんとして答えるが、その表情は厳しい。

　今からチェルシーの弟の病気を治す別の手段を探すのは時間的に無理だ。となればウラウラを心変わりさせて、『契約文』から〝代償〟をなくしてもらうのが一番の近道だが……そう簡単にいいアイディアは浮かんでこない。

　それでも、少しずつ前へ進まなくては。

「ウラウラ様。この『契約書』は一枚しかないけど、俺と響のふたり分はくれないのか？」

「そんなの『契約書』を端からめくればいくらでも増える」

　試ためしてみると、紙の端がペリペリとめくれて確かに同じ内容の『契約書』が下から現れた。なるほど『悪魔の』と枕まくら詞ことばがつくだけあって、フツーの紙ではないらしい。

「それに自分の血で願い事を書き、最後に名前をサインすれば契けい約やく完かん了りようだ……。クク、せいぜい内容はよく考えることだな。サインをしてしまえば、願いはキャンセルできん」

「分かった」

　とりあえず今すぐ増やす必要はないので元に戻した――その時、不意にシルバースレイヤーがあさっての方向をバッと振り返る。

「……どうした？」

　その動きに嫌な予感を感じて、俺は恐おそる恐る彼女に尋ねた。

「……吸きゆう血けつ鬼きの気配が急速に近づいてきています。私たちの許へ、まっすぐに」

　いつも機械めいている彼女の口調にすら、わずかな戸惑いが浮かんでいた。

「尾び行こうも何もされないはずなのに……何で」

　その答えはまるで分からない。

　ただ……状況はさらに悪化したという、厳然たる事実が降りかかってきたことだけは、頭の悪い俺でも理解できた。







第五章　諦めた奴と諦めない奴







「物凄い速さで近づいてきています。海も山も無視して……これは、空を移動しているのでしょうか？　だとしても、あり得ないような速度ですが……今、真上に着きました」

「……どうなってんのよ？」

　シルバースレイヤーの報告に、チェルシーが洞窟の天てん井じようを見上げる。その向こうに、ついさっきまで日本にいたはずのロザリンドたちが来ていると言うのだ。

「たぶん、イリスの宇宙船だ」

「宇宙船!?」

　俺が口にした突とつ飛ぴな単語にチェルシーが驚きよう愕がくする。

「言うタイミングがなかったんだけど、あの洋館でロザリンドに操あやつられていた女の子の内のひとりは宇宙人なんだ」

「……私、烈れつ火か君たちのことナメてたわ」

　驚きを通り越こして呆あきれたといった感じでチェルシーは頭を振る。

　だがすぐに彼女は表情を切きり替かえた。

「…………で、どうするの？　私の願いのことは、ひとまずあと回しとして」

「チェルシー……」

「みんなやられちゃったら、元も子もないでしょ」

　ウインクなどして平静を装よそおってみせているが、脇わきに下ろした手は固く握り締しめられ、ブルブルと震えていた。

　彼女の弟の容体が悪化したとの電話があってから、すでに二時間以上が経過している。地下ではケータイの電波も届かない。

　それでも……解決の見通しの立っていない自分の『物語』よりも、今やるべき最善のことを選んで――いや、俺たちを迷わせて最悪の結果を引き起こさないように、気き丈じように振ふる舞まってくれている。

「吸血鬼が洞窟の罠を次々と踏とう破はしています。ここに辿たどり着くまであと数分かと」

　シルバースレイヤーのカウントダウンは刻一刻と減っていく。

「大だい丈じよう夫ぶよ。私の弟は、体は弱いけど、強い子だから。今だって自分の病びよう魔まと闘たたかっているわ。私たちが戦っている間にひとりだけ先にリタイアなんて、するはずない」

　俺より三つ年上ってだけなのに……なんて強い女性ひとなんだ。

「……分かった。まずはロザリンドを何とかしよう」

　俺は気持ちを切り替える。

　チェルシーの想おもいを無駄にしないために。

　必ず全ての『物語』をハッピーエンドに導くために。

「ククッ、少しはおもしろくなってきたなァ」

　ウラウラは愉たのしそうに笑って茶ちや化かしてくるが、そんなの気にしていられない。

「シルバースレイヤー。またナイフを作ってくれるか？」と響ひびき。

「分かりました」

　シルバースレイヤーは銀のナイフを造り出し、響とチェルシーに手て渡わたす。

「あ、俺の分もいいか？」

「波なみ乱だれ様はナイフが扱あつかえないと以前仰っていたように私は記き憶おくしていますが？」

「小さめのでいいんだ」

　ここは洞窟の奥で逃にげ場ばはない。ロザリンドたちとの戦いは避けられないだろう。なら、せめて彼女を止めるために戦う覚かく悟ごは決めなければ。

「皐さ月つき」

「何？」

「皐月には奥の道に隠れてもらって、できそうなら魔ま法ほうで俺たちをサポートして欲しいんだけど」

　この小部屋からさらに奥へ続いている道の内の一本を指差し、俺は彼女に言う。

「私は防ぼう御ぎよのためとか逃とう走そうのためとかの魔法しか使えないわ。それに防御系の魔法は距きよ離りが離れると精度が落ちるから、烈火の隣となりで護まもらせて」

「……分かった。頼む」

　幼馴染の言葉に、俺は頷うなずく。

「あと一分以内かと」

　冷静にシルバースレイヤーが告げる。

　俺たちは覚悟を決める、が……。

「何の音だ？」

　響が呟く。

　耳を澄ますとゴゴゴゴゴという音が俺にも聞こえた。

　瞬しゆん間かん、俺たちが通ってきた道に続く穴から、大量の鉄てつ砲ぽう水みずが噴ふき出だす。

「なっン!?」

　逃げる間もなく水に呑まれ、その勢いで洞窟の壁に叩きつけられる。頭の中でガンッと音がしたが、慌てて岩壁の出っ張りを掴んで体を引っ張ろうとする水流に耐たえた。

　幸い水量自体は少なかったので、小部屋に流れ込んできた水はすぐに奥の道へと消えていったけれど。

「みんなっ、大丈夫か？」

　そこかしこから声が上がる。

　みんな何かしらの突とつ起き物ぶつを掴んで流されずに済んだようだ。だが体のあちこちを切ったり打ったりしてダメージを受けてる。

　完全に不意を突かれた。

「やっと追いついたぞ」

　そして、まったく臨戦態勢の取れていない俺たちの許へ、ロザリンド、イリス、リア、ハリッサの四人が現れる。

　さっきのはリアの水魔法だろう。飲んでしまった水が塩しおっ辛からかったから、たぶん海水の一部を操ってここまで運んできたに違いない。

「……見覚えのないのがいるのう」

「我は中立だ。気にするな」

　ロザリンドに視線を向けられたウラウラは両手を上げて敵意がないポーズを見せる。

「フンッ……リア、イリス。ナミダレ以外を押おさえつけろ」

「「イエス、マイロード」」

　以前より機械的な声で答えたふたりが、それぞれシルバースレイヤーや響とチェルシーのペアへと襲おそいかかる。

「皐月。こっちへ」

　俺は近くにいた皐月を呼び、背中にかばう。

　不意打ちのせいで俺たちは二グループに分断されてしまった。

　響たち三人はリアとイリス相手にかかりきりだ。援えん護ごは見込めない。

「久しいのう。ナミダレ」

　笑顔も浮かべずにロザリンドはあいさつを告げてくる。

「……よう。どうしてここが分かったんだ？」

「簡単なことじゃ。ハリッサ」

　ロザリンドが名前を呼ぶと、操られているハリッサは小さく呪じゆ文もんを唱えた。

　すると、一羽わのコウモリが忽こつ然ぜんと姿を現す。そいつはキィキィと鳴きながらロザリンドの許へと飛んでいき、彼女の体と一体化した。

「透とう明めいにしたコウモリに尾行させてたのか……」

「使い魔まの位置は手に取るように分かるからのう」

　本体である彼女がまだ日本にいるからと油断していた俺たちは、まんまとその可能性に気づかなかったわけか。

　歯は噛がみするが、もう遅おそい。

「ナミダレ……最後のチャンスをやろう。お前が抵てい抗こうせず『魅了チヤーム』を受け入れれば、女たちは全員見み逃のがす」

「……断る」

「……そんなにワシとともにいるのが嫌か？」

「違う」

　俺は首を横に振る。

「ここで俺が負けを認めたら、響のいる『チェルシーの物語』はともかく、『シルバースレイヤーの物語』が救えなくなる。それに……」

「……それに？」

「いくら考えても、俺がロザリンドの復ふく讐しゆうにつき合うことが、お前の『物語』を救うことになるとは思えない」

　彼女には復讐以外の目的がある……と思う。それは俺の頼りない推測に過ぎないけれど、でも。それ以前に。

「ロザリンド。俺に復讐を果たしたぐらいで、お前は幸せになれるのか？」

　大事なのはそこだ。

　ご先祖様の身代わりに俺なんかに復讐を果たすことごときが、本当に彼女の幸せにつながるのか？　今のロザリンドの表情を見ていると、とてもそうは思えない。

　あれならあんぱんを食ってる時の笑顔の方がずっとよかった。

「俺が――『波乱』としての俺がやり遂とげたいのは、ロザリンド……お前を幸せにしてやることだ。ここでお前の言う通りにするのが正しいとは俺には思えない。だから、俺は全力で抗あらがう。ロザリンドが嫌いだからじゃない、お前も含ふくめた誰も彼かれもが幸せになれる正しい道を見つけるためにだ」

「……つくづく、お前らはそうなのだな。人間のくせに、吸血鬼を相手にして、一歩も退かないし、諦めない。そして……ワシのモノにもならない……」

「……お前、『ら』？」

　ご先祖様のことか？　それに、「ワシのモノにならない」って……。

　その言葉を俺が深く考える前に、

「だから……ワシはもはや多くを望まぬ」

　ロザリンドの雰ふん囲い気きが変わる。

「『素す』のお前が欲ほしかった。だが諦めよう。お前がワシの傍にいればいい。それだけでいい。だから――」

　彼女の足が、一歩こちらへ近づく。

「――貴様の血を吸ってやるぞ、ナミダレ」

「クッ！」

　ロザリンドは決意を表明するように、確かな足取りで着実に距離を詰つめてくる。

　もう『魅了チヤーム』を使うことなんて彼女は考えていないだろう。今度こそ本気で俺の血を吸うつもりだ。

　この局面で俺に何ができる？

　逆転の可能性としてはイリスたち全員の『魅了チヤーム』を解くことだ。

　だけど幼馴染の皐月ならともかく、彼女たちを思いっきり怒らせたり恥はずかしがらせたりして感情を昂たかぶらせるセリフなんて、とっさに考えつかない。

「―――ッ！」

　こうなったら、覚悟を決めるしかない。

　吸血鬼と戦う覚悟を。

　確か、『魅了チヤーム』はロザリンド自身の精神が動揺した時も洗脳力が弱まると、シルバースレイヤーは言っていたはずだ。

　なら、倒たおせなくてもいい。せめて銀で少しでもダメージを与えて一いつ瞬しゆんでも心を乱すことができれば……。

「烈火！　耳貸して」

「痛ダダダッ!?」

　突然、皐月が俺の耳を引っ張って、ごにょごにょと耳打ちしてくる。

「何だそれッ!?」

　その〝作戦〟を聞いた俺は素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

「いいから早く言って！」

「お、おう！」

　わけ分からないが、皐月が言うんだから試してみるか！　ホントわけ分からないけど！

　俺は大きく息を吸い込んで、ロザリンドの後ろのハリッサを見つめて――




「おっ、お前のことが大好きダァ!!」




　――絶ぜつ叫きよう。

　しかし。

「……」

　ハリッサの反応、なし。

「やっぱダメじゃねーかよ皐月！」

「お、男の子に突とつ然ぜん『好き』って言われたら女の子は恥ずかしがると思ったのよ！」

　なぜか顔を真っ赤にして逆ギレされた。

　そういうのってやっぱり好きな男の告白じゃないと効果なくね!?　つーか俺の方が恥ずかしい！

　って、ンなコントやってる場合じゃない！　ロザリンドが……

「なっ、なっ、なっ……！」

　……なぜか混乱してらっしゃる。

　思わぬ反応に俺が戸惑っていると、ドサリとふたつ音がする。

　見れば、シルバースレイヤーがイリスとリアを銀のロープで拘こう束そくしていた。ロザリンドの動揺で『魅了チヤーム』が一瞬弱まった隙すきを突いたらしい。

　よ、よく分からないが結果オーライ。

　これで五対二だ。

「ロザリンド。降こう伏ふくして、みんなの『魅了チヤーム』を解いてくれ」

「フンっ。ワシに諦めろと言うのかの？」

「違う。復讐なんかやめて、一いつ緒しよに考えようって言ってんだ。全員が幸せになれる道を」

　俺とロザリンドが言葉を交かわしている間に、三人の仲間たちがこちらへやってくる。

　響とシルバースレイヤーはロザリンドの両りよう脇わきに立って彼女の首筋にナイフを突きつけ、チェルシーは俺と一緒に皐月を護るポジションにつく。

「終わりです、吸血鬼」とシルバースレイヤー。

「妙な真ま似ねをするな」と響。

「……ワシとしたことが無様な真似をしたのう」

　そう言いつつ、ロザリンドは先程の動揺を引っ込め、余よ裕ゆうの態度を崩くずさない。

「リア。――やれ」

「！」

　突とつ如じよ、シルバースレイヤーの体が宙へと浮き上がる。彼女はもがくような動きを見せたが、直後に全身が液体窒ちつ素そでも浴びせられたみたいに固定された。

「貴様ッ！」

　即座に響が銀の刃はでロザリンドを止めようとした。

　それを――横から伸のびた手が彼女の手首を掴む。

「!?　ハリッサ！」

　響は驚愕しながらもすぐにハリッサの手を振り解ほどこうとした。

　だが、なぜか響の腕うでは万力で締められているかのようにピクリとも動かない。

「ハリッサ！　何で!?」

　いくら『魅了チヤーム』で操られていても、ハリッサに腕わん力りよくなんて皆かい無むのはず。響と力比べをして勝てるはずがない！

　ギラッ

「！」

　今、ハリッサが開いた口から覗のぞいた牙は――まさか！

　次の瞬間、彼女の牙が響の首筋に突き立たてられた。

「あああアあー!?」

「響ー!!」

「！　ダメよ、烈火！」

　駆け出そうとした俺を皐月が後ろから羽は交がい絞じめにしてくる。

　彼女の判断は冷静だけど、でも、それでも！　抑えきれない怒りと焦しよう燥そうが俺の胸をかきむしる。

「ロザリンド！　お前っ！　ハリッサを、みんなを――吸血鬼にしたな!!」

「そうだとも」

　ロザリンドは俺の顔を睨みながら答える。

「……本当は最初から、『ナミダレ』がどう答えるかなど分かっておったわ。だからこうして幾いく重えにも切り札を用意してきたのじゃ」

　彼女は空中で動かないシルバースレイヤーを見やる。

「この人形は全身が流体するがゆえに打だ撃げきが効かぬが――全身を水の球で包み込んで中の水圧を極限まで高めてしまえば動きを封ふうじることもできる」

「……！」

　最初に喰らった鉄砲水……あの水のほとんどは奥の道へ流れて行ったけど、この小部屋の壁かべや床のくぼみに残った分もある。そのはずなのに、いくら目を凝こらしても水すい滴てきのひと粒つぶも視界に入らない……！

　ハリッサが水を透明にして、リアが水魔法で操っているのか!?

　ただの不意打ちに見せかけた二重の不意打ち。

　完全にしてやられた。

「いいなァ、この絶望的な状況！」

　ウラウラはうれしそうに手を叩くが、それをロザリンドが睨んで黙だまらせる。

「さて、ワシはもうお前にチャンスをやる気も降伏しろなどと言う気もない。諦めろ」

「……諦めんのは好きじゃねぇ」

　とはいえどうする？　このドン詰づまりを。

「……れっ……か」

　その時、ハリッサに血を吸われ動けなくなっていた響が俺を呼ぶ。

「にげ……ろ」

　彼女は後ろ手に回した両手で筒つつ状じようの何かを握っていた。

　ハリッサが口を離すと同時に、響の体はビクンッと跳はねて、気を失うように前のめりに倒れていく。

　倒れきる直前、響の右手の指がその筒つつの頭について安全ピンらしき物を抜いて……。

「目を閉じて！」

　チェルシーが叫さけびながら俺と皐月の目を腕で覆おおった直後、ピンっと小さな金属音がして、視界の端に閃せん光こうが走る。

　彼女の警告と腕で護られていたのが幸いし、直接光で網もう膜まくを焼かれることはなかった。だが、まぶたを閉じていても目がチカチカする感じがする。

　これって、いわゆる閃せん光こう弾だんって奴か？

「逃げるわよ！」

　唯ゆい一いつ響の意図を理解していたチェルシーが俺――とおそらく皐月――の手を掴み、後方へ引っ張っていこうとする。

「チェルシー、でも！」

「今は退ひき時どき！　立て直さないと、このまま全ぜん滅めつよ！」

「―――」

　悔くやしいが、彼女の言う通りだ。

　俺はしばらく彼女に手を引かれ、視力が戻ったあとは自分の意思で駆け出した。




　　　　　▽




　俺たちは洞窟のさらに奥へと続く道をがむしゃらに走り続け、必死にロザリンドたちから距離を取った。

　走れるだけ走ったあと、倒れ込むようにして三人とも座すわり、荒あらくなった息を整える。

「ぜーっ、はーっ、さて……と、こっからどうするかな」

　残された手札はほんのわずかだ。

　銀のナイフ大小一本ずつ。

　皐月の魔法。

　それに……。

「この『契約書』か」

　俺はポケットの中にしまっていた羊皮紙を取り出す。

「……」

　チェルシーの目が何か言いたげに揺れる。

「大丈夫。チェルシーの弟を見捨てるわけじゃない。けど、たぶんこれを上う手まく使えなきゃ、俺たちに勝ち目はなくなる」

　おそらくこれが最後の逆転の可能性と言っていい。

「まずは整理しよう。俺たちのやらなきゃいけないことは……」

　チェルシーの弟の病気の完治。

　吸血鬼にされたみんなを助ける。つまりは人間に戻す。

『ロザリンドの物語』と『シルバースレイヤーの物語』を救うこと。

「……数が足りないわよ」とチェルシー。

　確かに。

『契約書』が使えるのは今や俺ひとりだけだ。

　叶えられる願いひとつに対して問題は四つ。とてもじゃないが足りない。

「諦あきらめないで考えよう。可能性を探さぐるんだ。何か気になることがあれば話し合って……」

　言いながら、俺はついさっきのロザリンドの気になった言動を思い出した。

「お前『ら』」と、まるで俺と俺のご先祖様を同列に見ているような言い方。

「ワシのモノにならない」って、奇き妙みようなセリフ。

　今抱かかえている問題の半分以上はロザリンドを主しゆ軸じくとしている。彼女の『物語解決』の手助けになればと、俺はそのふたつの気になった点をふたりに話した。

　すると、チェルシーはやや呆れ顔がおで。

「烈火君。それってたぶん、彼女にとっての〝代だい替たい行こう為い〟だよ」

「〝代替行為〟？」

「つまり、昔フラれた烈火君のご先祖さんの〝代用品〟として、キミを傍に置いておきたいってこと」

「………………………何だそれ？」

　言葉は分かるが、意味は分からない。

「いやぁ、そうとしか考えられないよ」

「ンなバカな……」

　そう答えつつ、頭の中で引っかかっていた疑問が氷解していく。

　どうしてわざわざロザリンドがウチの高校に入学してきたのか、とか。

　そもそも俺に復讐したいんだったら夜道で襲えばよかったのに、とか。

　何で最初は俺の周囲ばかりを『魅了チヤーム』で操って、俺のことは操らなかったのか、とか。

　自宅で『魅了チヤーム』をかけた際も、なぜ俺の自じ我がの大半を残したのか、とか。

　彼女が吸血鬼化ではなく『魅了チヤーム』にこだわった言動不ふ一いつ致ちの理由、とか。

「『素』の俺が欲しかった、か……」

　さっきロザリンドが俺に向けて言ったセリフを反はん芻すうする。

　吸血鬼にされたイリスたちはまるで人形のようだった。あれが吸血による生命の支配というものなんだろう。『魅了チヤーム』はまだ思考の一部を強制的に操るだけだが、それでも精神を操ることには変わりない。

　そのままの『波乱』が欲しかったから、まずは周りだけに『魅了チヤーム』をかけ、それがダメならその次は俺に『魅了チヤーム』を、それもダメになったら最後はなりふり構わず吸血鬼に……。

　奥おく歯ばをギリッと強く食くい縛しばる。

「俺なんかがご先祖様の代わりになるわけないだろ」

　五百年以上生きてきて、何でそんなことも分からないッ、吸血鬼！

　ようやく分かった。『ロザリンドの物語』を救うには、彼女の復讐――いや、〝代替行為〟か――をやめさせる必要がある。

　そのためにはまずこのにっちもさっちもいかない状じよう況きようを打破し、彼女を止めなきゃならない。

「確か、チェルシーの弟は『エリクサー』でも治せるんだよな？」

　新たな気合いと少しばかりの怒りが入った俺は話を続ける。

「そうだけど、でも」

　その先を言いづらそうにチェルシーは口ごもった。

「『エリクサー』の材料になる『賢けん者じやの石』は、シルバースレイヤーさんの核かくとして機能してるわ。もし無理やり取ったりなんかしたら、今度は彼女の体の方が崩れてしまうの」

　彼女の言葉を引き継ついで、皐月が魔法やら錬金術分野の専門的な説明をもう一度してくれる。

「――たとえば『契約書』でシルバースレイヤーを人間にしてくれって頼んだら、『賢者の石』はどうなるんだ？　消えてなくなるのか？」

「「!?」」

　皐月とチェルシーが驚おどろいた表情をする。

「シルバースレイヤーを人間にする」というのは待合所でシルバースレイヤーと話したあと、こっそりと考えていた彼女の『物語』の解決法のひとつだ。

「えっと……なくならないと思う。『賢者の石』は完全物質。物理でも魔法でも……たぶん奇跡でも、外からの力で破は壊かいすることはできないはずよ」

「そうか」

　これならひとつの願いでふたつの問題を同時に解決できる。

「あとはみんなの吸血鬼化と、ロザリンド自身を……」

「待って、烈火！　その『悪魔の契約書』には〝代だい償しよう〟があったはずでしょ！」

　皐月が慌あわてて叫ぶ。

　そうだ。この『悪魔の契約』には願いを叶えた当人の命という〝代償〟があった。

　だけどそこで思考を止めちゃダメだ。まだ見えていない部分に、突とつ破ぱ口こうがあるかもしれない。

「〝代償〟は契約した人間の命って話だけど、具体的にどういう風に命を取られるんだ？『契約書』にサインした瞬間、スーッと魂たましいが抜けるのか？」

「……『悪魔の契約』は魂の契約だから、契約した時点で人間の魂の所有権は悪魔の物になるわ。でも魂は基本的に肉体と〝尾お〟でつながっているから、勝手には離れていかない。だから即そく死亡なんてことはないと思うけど、魂に手を触ふれられたらアウトだと思うわ」

「魂ってどの辺にあるんだ？」

「イメージとしては、魂の形と肉体の形はイコールって考えた方がいいかも」

　つまり体のどこかを触さわられたら魂を抜き取とられるのか。命がけの鬼おにごっこだな。相手は悪魔だけど。

　だが即死じゃないっていうところはポジティブに捉とらえよう。

「要するに触られる前に何かできれば、シルバースレイヤーをホムンクルスから人間に変えられる。そうすれば『賢者の石』も……あと吸血鬼にされたみんなを元に戻すのは」

　ん……ホムンクルスを「人間に変える」？

　みんなを「元に戻す」？

　……待てよ？

「皐月。もうひとつ教えてくれ」

　俺は突如頭の中に湧わいた連想ゲームのような閃ひらめきを確信に変えるため、口を開く。

「え？　何？」

「『悪魔の契約』の〝ルール〟について……」

　俺が発したあまりにもシンプルすぎる質問に、皐月は少し戸惑い気味に首を縦に振った。

　なら、やれるはずだ！

「皐月。チェルシー。頼みたいことがある」

　俺はふたりに作戦の内容と、ふたりにやって欲しい役割を話す。

「そんなギリギリな作戦……命を捨てる気？」

　チェルシーは不安げに忠告してくる。

「命は張るもんさ」

　俺は気持ちを引き締めて答えた。

　そうさ。この命はロザリンドにくれてやる物でも、ウラウラの邪じや悪あくな愉しみのために捧ささげる物でもない。

　幸せの結末のために、俺が賭かけられる唯ゆい一いつのチップなんだ。







第六章　見るべきモノ







　あのあとリアのテレパシーを介かいして俺たちにロザリンドからのメッセージがあった。

『十分以内に戻ってこなければ、ひとりずつ殺していくぞ』

　俺たちは全力でさっきの小部屋へと戻った。

「ぜぇー、ぜぇー、十分経たってない、ぞ」

「……」

　約束は守ったというのに、ロザリンドの表情は相変わらず不機嫌なままだ。

　ひとまず走った甲か斐いあってか、みんなは無事だった。響ひびきも吸血のショックから目覚めたようだ。シルバースレイヤーは水の牢ろう――もう透とう明めい化かの魔ま術じゆつはかけていない――に囚とらわれたままだが。

「よぉニンゲン。まさか本当に戻ってくるとはな。死ぬ気かァ？　それとも死ぬ前に我に何か願い事でもするつもりか？」

　この場面でそんな茶々を入れてくるのは、もちろん小部屋の隅すみにある『壺』の傍であぐらをかいているウラウラだ。完全に俺たちのやり取りを見世物感覚で楽しんでやがる。

「黙ってろ低級悪魔。余計なことを言うな」とロザリンドが睨む。

　まったくだ。余計なことを言うな。

　彼女に変な警戒をされたら困るってのに。

「さて……」

　ロザリンドが呟つぶやくと、響が銀ナイフを自分の心臓に向ける。

「ナミダレには己の命を狙ねらわれるより、こちらの方が有効なのであろ……」

「……ッ！」

　俺たちの間に緊きん張ちようが走る。

　ヘタなまねしたらひとりずつ……ってことか。

　さっきのウラウラの発言のせいでロザリンドは警戒してる。何とか気を逸そらすか、主導権を握らないと。

「さぁ、こっちへ来ぬか。血を吸って、吸血鬼にしてやる」

「……それで、俺を自分のモノにするってか――ご先祖様の代わりに」

「……ああ、そうだ」

「……」

　このくらいじゃ揺ゆらがない、か。

　そりゃそうか。ロザリンドはイリスたちの血を吸った時点で、とっくにあと戻りできなくなってる。多少のことじゃ動じない。

　けれど、それこそが彼女の迷いを如によ実じつに物語ってる！

「そういえばロザリンドは俺の居場所をずっと把は握あくしてたのに、どうしてすぐ追ってこなかったんだ？」

　俺は牛のようにゆっくりと一歩を踏ふみ出しながら会話を続ける。

「……銀によって傷つけられた生命力を回復させていたのじゃ」

「でも、吸血鬼は血を吸うことで生命力を回復できるんだろ？」

　高位の吸血鬼は下位の吸血鬼のように血を吸って生命力を得る必要はないらしいが、別に必要がないというだけで血から生命力を得られるという点は変わらないはずだ。

「イリスにハリッサにリア……結果的にお前は三人もの血を吸った。なのに何で何日も俺たちを自由にさせてたんだ？」

「それは……貴様らの動向を探るためで」

「探る必要がどこにある？」

　ただ彼女は俺を捕ほ捉そくして襲しゆう撃げきすればいいだけだ。

　もちろん、単に「水の牢でシルバースレイヤーを無力化する」という作戦を閃くのに時間がかかっただけかもしれない。

　だが、シルバースレイヤーの話によれば、根本的なパワーバランスではロザリンドの方が上なのだ。ただ銀でできた体の特性上彼女は負けないというだけで……今回は、ひたすらロザリンドが不調だったから、これだけのダメージを与えられたというだけの話だ。

　不調の原因っていうのは……この場合、俺ということになるだろう。

　駅の時は俺ばかり見ていて、シルバースレイヤーの襲撃に対する反応が遅おくれた。

　洋館の時は手負いで目が見えないまま、俺を奪うばい返かえすために勝算のない追つい撃げきを仕し掛かけてきた。

「ロザリンド。今度は疑問形なんかじゃなくて、断定してやる――」

　また一歩、俺は彼女に近づく。会話で彼女の注意を引きつけながら。

　その間に皐さ月つきはウラウラのいる俺の左手側に、チェルシーは響のいる俺の右手側に、ジリジリと気づかれないように移動する。

　さぁ、決着をつけるぞ！

「――お前が何日も迷い続けたのは、本当は自分でも気づいてるからだ。こんなやり方で俺を手に入れたところで、自分が絶対に幸せになれないことに！」

「―――ッ！」

　どんなゆがんだ目的でも、誰だれだって幸せになろうとして〝それ〟を目指す。

　その根源を否定されて、ロザリンドの動きが止まった。

　同時に、俺はポケットから『契約書』を取り出し、あらかじめナイフで切っておいた親指で「波なみ乱だれ烈れつ火か」の「火」の字の最後の一画を書き込み、サインを完成させる！

「ウラウラ！　契けい約やくだ――『ロザリンドに吸血鬼化されたみんなを元に戻せ』！」

　俺の名前をサインした『契約書』が紫むらさき色いろの炎ほのおで燃もえ尽つきる。

「ククッ、それが貴様の願いか！」

　ウラウラの哄こう笑しようが響き渡る。

「……ッ！」

　同時に、ゾワリと腹の奥を素す手でで掴まれたみたいな悪寒が湧き上がってきた。

　これで俺は『悪魔の契約』により魂の所有権を奪われた。あとは彼女に体を触れられるだけで命まで奪われる！

　だが、その〝代償〟を払はらった代わりに、

「あれ？　アタシ何してるの？」

「？」

「ここは？」

「ん？」

　イリス、ハリッサ、リア、響が正気に――元に戻る。

　それと同時にロザリンドの指示でリアが行使していた水魔法が解除され、力の抜ぬけたシルバースレイヤーの体が地面へと落ちた。さすがの彼女も長い間水圧で全身を締めつけられてぐったりとしている。しばらく動けそうにない。

「リア！　イリス！　ロザリンドを止めてくれ！」

　俺の声に、駅前での戦せん闘とうのところまで記憶のあるリアが先に反応し、続いてイリスも加勢する。吸血鬼にされて支配されている間は分からないが、『魅了チヤーム』中のことはおぼろげになら記憶があるはず。イリスもロザリンドが敵だと認にん識しきしてくれたようだ。

「チェルシー！」

「オッケー！」

　チェルシーは自分の役割を果たすため、響の方へと駆かけていく。

「烈火！」

　横合いから皐月の鋭い声。

　振り向けば、ウラウラが俺へと突とつ進しんしてきていた。

「『契約』通り命をもらうぞ！」

　悪魔が手を伸ばしてくる。

「護りの風よ――！」

　俺とウラウラの間に割って入った皐月が防御の呪文を唱え、魔法で風の盾たてを生み出す。

　子供の物とは思えない力の込められた貫ぬき手と厚い空気の壁がせめぎ合う。

「チッ！　魔ま法ほう使つかいめが！」

　ウラウラの舌打ち。

　膠こう着ちやくする。

「貴様ッ！　ナミダレに何をする!?」

　イリスとリアを相手取りながら、ロザリンドがウラウラに対して激げつ昂こうする。

「いやァ、我は悪魔だからなァ」

　底意地悪くウラウラは笑う。

　そのセリフにロザリンドと戦っているふたりも動どう揺ようを見せるが、俺は引き続き彼女を押さえていてくれと指示を出す。

　このタイミングで、次の局面が動いた。

「ウラウラ！　ボクの願いを叶かなえろ！」

　叫んだのはチェルシーから『契約書』を受け取った響だ。彼女もナイフで自分の指を切り、血で俺が伝言した「願い」を『契約書』に書き記している。
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　俺が最初にみんなを元に戻してもらったのは、彼女に『契約文』の〝制約〟をクリアしてもらうためだ。

　そして、俺が彼女に頼たのんだ「願い」は――「シルバースレイヤーを人間にしてもらう」こと。

『契約書』が燃え尽きて消える。

「ンっ……？」

　風の盾を貫こうとしながら、ウラウラは疑問の表情を浮かべる。だが彼女は『願いを叶える悪魔』だ。『契約』は受理される。

「……うっ、ぐぁ！」

　倒れていたシルバースレイヤーが呻うめき声ごえを上げ、口から『赤いモノ』を吐き出した。たぶんあれが『賢者の石』だ。人間となった彼女の体から異物として吐き出されたのだろう。

　あと残るは一手ッ！

　だが、そこで予定外のことが起こる。

「ギャンッ！」

「グアァッ！」

　ロザリンドによってイリスとリアが吹ふき飛ばされ、壁に叩きつけられる。

「イリス！　リア！」

「血を吸ったワシを止めるのにふたりでは不足じゃな……」

「う……ァ……」

「グググ……」

　ふたりとも意識はあるようだが、起き上がることもできなさそうだ。

「覚悟しろ、ナミダレ」

　当然、ロザリンドの次の標的は俺になる。

「おお、怖こわい怖い。こちらのニンゲンはあと回しにして、先にあちらのニンゲンの命をいただくとするか」

　ただただこの状況を楽しんでいるだけのウラウラは、あっさりと俺を諦めて響に狙いを変へん更こうする。

　マズい！　俺は皐月に守ってもらえるが、響には防御手段がない！

　だが、その時。

「こンッッッのお！」

「何ィ!?」

　チェルシーが防ぼう御ぎよ魔ま法ほうの代わりに、生身でウラウラに飛びかかって地面へと押し倒した。

「このッ！　底なし落ちこぼれの魔法使いが！　離せェ！」

「ッ！　ッ！　カハッ！」

　悪魔の腕力で殴おう打だされ、チェルシーの口から血がこぼれた。

　それでも彼女は響を守るために、身を挺ていして相手を押さえつけ続ける。

　助けないと――そう思った瞬間、まるでこちらの思考を読んだように彼女は顔を上げて、

「烈火君は、やるべきことを、やりなさい！」

　俺のやるべきこと――自分で立てた作戦を完かん遂すいさせて、全員を救うこと。

「～～ッ、分かった！」

　苦く渋じゆうの決断だが、チェルシーの意思は無む駄だにはできない。

　素す早ばやく俺が行動することが彼女を助けることにもつながる……しかし、こちらはこちらで突とつ破ぱしなければならない壁が立ちはだかろうとしていた。

「ナミダレェ！」

　ロザリンドが目をギラギラさせながら襲いかかってくる。

　俺はとっさに小型の銀ナイフを構えるが、勝算は薄うすい。

　その時。

「エアリム・ネクラム！」

　ハリッサの声が洞窟に響ひびき渡り、ロザリンドが驚愕の表情を浮かべる。

　彼女が透明化の魔術を俺と皐月にかけてくれたんだ！

「「―――！」」

　即そく座ざに状況を理解した俺たちはシルバースレイヤーへ向かって走る。透とう明めい化か魔ま術じゆつの利点は、同じ術をかけられた者同士は見えるというアドバンテージだ。

　けれど、ロザリンドも簡単には諦めない。

「おのれェ！」

　彼女の右みぎ腕うでが赤黒い狼おおかみへと変わる。しかも腕一本を丸々使った、いつもの二倍近く巨きよ大だいな狼だ。牙も爪つめも一いち撃げきでこちらを戦闘不能にしそうなくらい巨大で鋭するどい。

　しかも狼は鼻が利きく。

「グルルルルルルルル!!」

　俺と皐月の匂においを探り当あてた狼が飛びかかってくる。

　しかし、巨大な牙が届く直前、急に狼の体が空中で停止した。

　狼の頭と四し肢しを拘束しているのは水の塊かたまり。

「リア！」

「早くするんだ……もう、もたない」

　起き上がれもしない彼女が力を振り絞しぼって作ってくれた好機。見逃せない！

「オウ！」

　俺は銀のナイフを大きく振りかぶり、巨きよ大だい狼おおかみのガラ空きの胴どう体たいをザックリと切り裂さく。フツーならかなりの力がいるのだろうが、銀と吸血鬼の相あい性しようゆえか楽に刃は滑すべった。

「～～～！　！　！」

　小さいとはいえ銀のナイフによって生命力を大きく傷つけられたため、赤黒い狼は水牢の中でのた打ち回る。ゴボゴボと泡あわを吹いて狼はその体を崩した。

「ッッッ！」

　赤い霧きりとなった狼がロザリンドの右腕へと戻ると、使い魔のダメージがフィードバックしたのか彼女も苦しそうに両りよう膝ひざを突いた。

　時を同じくして水魔法によって造られた水球もパシャンッと地に落ちる。リアが力ちから尽つきて気を失ったようだ。

　俺と皐月は再び頷き合い、シルバースレイヤーの許もとへと急ぐ。

「ハリッサ、透明化を解いてくれ！　あとお前もこっちに来るんだ！」

「はいっ！」

　返事とともに俺たちの透明化が解かれ、ハリッサもこちらへと合流する。

　ふたりに周囲の警けい戒かいを任せ、俺は倒れているシルバースレイヤーを助け起こす。それと同時に『賢者の石』を拾っておき、皐月に預けた。

「ハリッサ。彼女に回復魔術をかけてやってくれ」

「分かりました！」

　彼女の杖つえが淡あわく光り、シルバースレイヤーを癒いやす。体力は戻らないだろうが、全身の痛みは引くはずだ。

「う、うぅ……」

「シルバースレイヤー！　ワリィ、起きてくれ！」

「……あ、ぅ？　波乱、様……？」

「状況は理解できてるか？」

「私は、肯こう定ていします。薄っすらと意識はありましたので、状況は把握しています」

「なら、この『契けい約やく書しよ』を使って叶えて欲しい願いがあるんだ」

　俺はポケットからもう一枚の羊皮紙を取り出す。『契約書』は何枚でも増やせるので、念のため俺とチェルシーで数枚ずつ持っていたのだ。

「いいか、願いの内容は――」

　作戦の最後の一手をシルバースレイヤーに伝える。

「……了りよう解かいです」

　彼女は『契約書』を受け取り、俺がナイフで少し切った親指で血文字を書く。

　その「願い」とは。

「何だこの『契約』は!?」

　チェルシーに押さえつけられていたウラウラが驚愕する。

『契約』が交わされた瞬間、彼女には「願い」の内容が把握できるのだろう。

　それがどんなに彼女にとって意にそぐわぬ願いでも――

「――キャンセルはできないって、お前が言ったんだよな？」

『契約書』が燃え尽き、「願い」が受理される。

　瞬間、ロザリンドが立ち上がった。

「な、何じゃ？　これは!?」

　まるで自分の意思に反して体が動いているような口ぶり――実際、その通りだった。

　シルバースレイヤーが『契約書』に書いた「願い」とは――「ロザリンド・Ｃ・バートリはウラウラの血を吸い、彼女を吸血鬼化する」こと。

「チェルシー。こっちだ」

　響がぐったりとしている彼女に肩かたを貸し、ウラウラから離はなれさせる。

「クソッ！　何だこれは！」

「ギャアアアア！」

　吸血鬼と悪あく魔まの悲鳴が重なる。

　ウラウラを低級悪魔と罵ののしるだけあって、ロザリンドの身体能力は彼女を圧倒していた。またたく間に逃げる彼女を捕つかまえ、地面に引きずり倒す。

「やめッ、やめろォ！」

「―――カッ！」

『悪魔の契約』によって突き動うごかされ、ロザリンドは大きく口を開き、その牙を眼下に横たわる褐かつ色しよくの首筋へともぐり込ませた。

「ア、アガ、アアアアアア！」

　血を吸われるウラウラの悲鳴が洞どう窟くつ内ないに響く。

「なぜ……彼女の血を吸わせているのですか？」

「『悪魔の契約』は『悪魔』にしか交わせないからさ」

　俺はシルバースレイヤーの質問に答える。

　そう。俺が皐月とチェルシーに確かく認にんした『悪魔の契約』の〝ルール〟ってのは、そんな単純極きわまりない当たり前すぎることだ。

　そして。

「吸血鬼は血を吸った相手を吸血鬼に変える」

　つまりロザリンドに血を吸われることでウラウラは悪魔ではなくなる。

「ア……ガ……」

　血を吸われ、牙を生やしたウラウラは吸血のショックでそのまま気を失った。

　これでもう彼女は目を覚ましたところで、『契約』によって俺や響の魂の所有権を主張することはできなくなる。

　吸血鬼にされたみんなは元の人間に戻もどせた。

　シルバースレイヤーはマスターの復讐の道具ではなくなった。

『賢者の石』から『エリクサー』を作ればチェルシーの弟も治せるだろう。

　さて、あとは……。

「……で、このあとどうするつもりなのかのう？」

「もちろん、お前を止めるんだよ――ロザリンド」

　俺が言い放つと、彼女はそれをせせら笑う。

「フンっ。どうやってだ？　せっかく狼に与えたダメージも、今の吸血で回復させてしまったのであろ」

「まぁ、そうなるな」

　予定じゃここでイリスとリアにも加勢してもらうつもりだったが、ふたりとも気を失ってしまっている。ハリッサに傷は治してもらっているが、すぐに目を覚ましてくれるかどうかは分からない。

　シルバースレイヤーも今やただの人間だ。体力も尽きているし、戦えないだろう。

「こっちの戦力は五人いるけど、たぶん吸血鬼のお前の方が強いんだろうな」

　ピンピンしてるのは俺と皐月とハリッサと響の四人。チェルシーはハリッサに傷を治してもらったが、まだ足元がフラついている。無理はさせられない。

　でも。

「俺は最後まであがくからな。絶対お前を幸せにしてやる」

「ハッ……ハハハハハハ！　ワシを、幸せにだと……!?　ナミダレを手に入れてもワシは幸せになどなれないと、否定したのは貴様であろうが！」

　哄笑。自じ虐ぎやく。否定。

　自分にとっても他人にとっても耳触ざわりも胸むな糞くそも悪い三重奏をロザリンドは響かせる。

　わざと自分自身をドン底へ突き落おとそうとするように――

「いい加減、俺をナミダレって呼ぶのをやめろよ」

　――だから俺はその手を掴つかんで引っ張り上げる。

「俺をご先祖様と混同するな。ご先祖様を苗みよう字じで呼んでたんなら、俺のことは烈火って呼べ」

「そんなこと、貴様に言われとうない！」

「俺をご先祖様だと思って喋しやべってんじゃねェ！　俺は俺だ！　俺を見ろ！　お前が好きだったご先祖様じゃないんだ！」

「……！」

「過去を忘れろとは言わないし、お前の過去を否定するつもりもない。でもな、過去から幸せはやってこない！　どんなに愛しい過去だって、それはただの思い出だ！」

　俺は怒ど声せいを上げて、過去ばかり見る彼女を振り向むかせる。

「幸せになりたいなら、前を向かなきゃダメだ。幸せは前からしかやってこない。過去に囚われ続ける限り、ロザリンドは幸せになんかなれやしないんだ――だけど」

　小型の銀ナイフを目線の高さに上げ、俺は切っ先を彼女へと突きつける。

「それでもお前が過去に失くした物に囚われて後ろ向きに暴走し続けるってんなら……来い。俺に向かってぶつかってこい。俺がお前を止めてやる！」

　それがきっと『ロザリンドの物語』における俺の役割なんだろう。

「そして俺が勝ったら教えてやる。幸せってのは一度失ったら取り戻せない……だけど、前を向いて諦めない限り、何度でもやり直せるってことを！」

　今のセリフが最後の戦いの火ひ蓋ぶたを切った。

「「「「「「―――ッ！」」」」」」

　もはやお互たがいにかける言葉なんてない。

　ロザリンドが俺たちを突き破やぶって全てを終わらせるか。

　俺たちがロザリンドを止めて全てを始められるか。

　決着はふたつにひとつしかない。

「ナミダレェ！」

　ロザリンドは当然まっすぐ俺へと突っ込んでくる。

「護りの風よ――！」

　皐月の風の盾で突進が一いつ瞬しゆん鈍にぶるが、止まらない。

　だが俺が横へ跳とぶだけの間は稼かせげた。

「エアリム・ネクラム！」

　その隙に、再びハリッサが透明化の魔術を俺たち全員にかける。

「チィ！」

　ロザリンドが俺たちの姿を見失う。

　銀のナイフを持つ俺と響が同時に左右からロザリンドへと回り込む。

　両側から駆け抜けるようにナイフを閃かせるが、その刃は空を切った。

「「「「「「「「「「「「「「「「「キィキィ　キィキィ　キィキィ」」」」」」」」」」」」」」」」」

「「!?」」

　ひとりの吸きゆう血けつ鬼きから生まれた無数のコウモリが小部屋をまたたく間に埋うめ尽くす。

　前が見えないっ！

　透明になったとはいえ、空間を隙すき間まなく飛び回る黒い群れを避さけられるはずもない。俺は片かた腕うでで顔をガードしながらナイフを振り回まわして、偶ぐう然ぜん二、三匹びきのコウモリを斬きり落としたが……。

「キャアッ！」

　ハリッサの悲鳴。

　コウモリが消える。

「――ハリッサ！」

「まずひとり」

　ロザリンドは倒れ伏したハリッサを足で転がしてみせる。

　コウモリの群れに変化したのは透明になった俺たちの位置を確認するためか!?

「ぅ……」

　ハリッサが小さく呻く。生きてる。

「フンッ。そこにおると思ったところをテキトーにブン殴なぐったからのう。目測を誤ったか」

　言いながら、ロザリンドはハリッサにトドメを刺さそうとする。

　やらせるかよッ！――俺は即座に駆け出すが、距離が離れすぎている。

「ハリッサちゃん！」

　逆に一番近い距離にいた皐月がハリッサを助けようと飛び込むが、

「ハッ！　遅いわ！」

　一瞬でロザリンドに後ろを取られる。

「キャアアッ!?」

　ロザリンドの拳こぶしは風の盾を突き破り、皐月と彼かの女じよがかばったハリッサをまとめて吹き飛ばし、洞窟の壁へと叩きつけた。

「皐月！」

「う……」

　皐月の体がズルズルと地面へ倒れ込む。ギリギリ風のクッションを生み出していたようだが、勢いを殺しきれなかったようだ。

　あっという間にふたり倒された。

　でも、まだだ！

「ロザリンドォ！」

　俺は地を蹴り、ナイフを突き出すが、彼女はそれを嘲あざ笑わらうかのように紙かみ一ひと重えで避ける。

　致ち命めい的てきな隙。

「……お前は殺さぬ」

「グッ！」

　足あし払ばらいをかけられ、倒れる俺。

　手にしていた銀のナイフを蹴け飛とばされ、武器まで失った。

「烈火君っ！」

　体力が回復しておらず今まで戦闘に参加できていなかったチェルシーが、その場から銀のナイフをロザリンドへ向かって投とう擲てきした。

　しかし、ヘロヘロとした軌き道どうのナイフなど彼女が喰くらうはずもなく、柄の部分を叩いて地面へと落とす。

「……」

　ロザリンドはスッと左ひだり腕うでをチェルシーへと向ける。

「ッ!?」

　その先せん端たんが狼へと変へん貌ぼうするのを見て、俺の背筋が凍こおった。

「チェルシー、逃げろォ！」

「うっ、んく……」

　フラつくチェルシーは逃げ切れない。

「チェルシー！」

　彼女の前に、響が銀のナイフを構えて割って入る。

　だが、ロザリンドはその動きもしっかりと把握していた。

「飛べ」

　使い魔の狼はまるで赤黒い砲ほう弾だんのように彼女の肘ひじから射出され、銀の刃を避けて響のお腹なかにタックルをブチかます。

「グフッ！」

　響が跳ね飛ばされ、後ろにいたチェルシーを巻き込んだ。

　これで残るは俺おれひとり。

「クソッ！」

　俺は地面を転がって跳ね起おき、走る。

　武器が欲しい――さっきロザリンドに叩き落おとされた銀のナイフへ、あと、三歩！――二歩！――一歩！――

「チェックメイトじゃ」

　――届かない！

　俺は背後から肩を掴まれ、強ごう引いんにその場に膝ひざを突かされる。それでも地面のナイフへと手を伸ばそうとするが、その前に体を半回転させられ、ロザリンドの前で膝立ちをしている格好にさせられた。

　背の高さが合い、赤い瞳が正面に現れる。

「お前の負けじゃ、ナミダレ」

「……だから、その呼び方をやめろって言ってんだろうが」

　俺は吐はき捨すてながら、靴くつのつま先でナイフの位置を確認する……よし、すぐ近くにはあるようだ。

「いつまでも過去に囚われてんじゃねぇよ」

「……たかが百年程度しか生きられない人間には分からぬであろ」

「ぐアッ！」

　ロザリンドが俺の肩を掴む力を強め、骨が軋きしんだ。

「古き時代より生きるワシに、誰かとともに生きることなど叶わぬ。それどころか儚はかない命の者どもは、ワシの永久とこしえに長き命の秘密を探ろうと狙ってくる始末……。血を吸って同類を増やせど、人形のごとき奴やつらなど何の心の慰なぐさめにもならぬ」

「ク……」

　あんな広い洋館に住んでいながら、彼女が下げ僕ぼくを作ろうとしなかったのはそれが理由か。

「ワシを吸血鬼と知りつつ笑いかけてくれた『ナミダレ』が、どれほど愛おしいモノだったか……あやつをあの女に奪われた時、凍りついていたはずのワシの心臓がどれだけ引ひき裂かれたか！」

　痛切な叫びを上げながら、ロザリンドの目め尻じりに透明な雫しずくが浮うかぶ。

　俺がはじめて見た彼女の涙なみだだった。

　血を吸う鬼ですら泣く永い孤こ独どくってのは、きっと恐おそろしくツラいものなんだろう。当然、フツーに百年程度で死ぬ俺には分かるはずのない気持ちだ。

　だけど。

「それでも……やっぱりそれは、ただの思い出だ！」

「ッ！　貴様はッ！　どこまでワシの過去を否定したら気が済む!?」

「否定するつもりはねぇって言ってんだろ！　思い出を持つことが悪いなんて言うつもりもない。けどなぁ、思い出を百遍ぺんくり返し思い出したところで、もう二度とご先祖様はお前に笑いかけてはくれねぇんだ！　いくらそのシーンを頭ん中で再生したって、それは幻まぼろしなんだよ！」

「グ!?」

　俺はだらりと右腕を下ろし、こっそりと背中に回す。

〝彼女〟が気絶していないかは賭けだけれど、これが正しよう真しん正しよう銘めい最後のチャンスだ。

「前を見ろ、ロザリンド。お前の目の前にいる奴を！　今お前と一緒にいてくれる奴のことを見ろ！　もう一度お前に笑いかけてくれるのは、そいつなんだ！」

　まっすぐとロザリンドの赤い瞳を見つめながら、俺はありったけの声で叫ぶ。

　過去も思い出も、本来は囚われるようなもんじゃない。あいつらは俺たちの後ろに積み重なって、俺たちを今前へと押し出してくれているんだ。

「失ったモノに涙しても誤ったことを後こう悔かいしてもいい。だけど、その過去から目を背そむけたり囚われたりせずに、忘れずに胸に秘ひめて、最後には前を向け！」

　幸せは未来からしかやってこない。

　そして、未来は前にしか広がってない。当たり前だ。

「――今から『それ』がちゃんとできてる奴の力ってのを見せてやる」

「――なら、すぐにやれ。ワシがお前の首筋に牙を突き立てる前に」
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　ロザリンドの顔が間近へと迫せまる。

　そのまま彼女は口を開きながら、首筋へ。

　彼女の牙が届く前に、俺は――

「バーン」

　――背中の後ろで構えた指鉄でつ砲ぽうを撃うつ。

　瞬しゆん間かん、視界が真下へストンと下がった。

　クルーザーの上で、チェルシーに見せてもらった身長を一メートル下げる魔法。あの時彼女がやったジェスチャーを真ま似ねした俺の意図はしっかりと伝わったようだ！

「なっ!?」

　ロザリンドの身長は小学生並だが、一メートル下がった俺の身長は幼よう稚ち園えん児並だ。

　目の前でそんなに一気に身長差ができれば、当然彼女は俺を見失う。

「―――ッ！」

　俺は足で確認していた位置からナイフを拾い上げ、呆ほうけているロザリンドの懐ふところへと飛び込む。

「―――ぁ」

　ロザリンドがこちらに気づいたのは、俺が両手でナイフを持ち、下から彼女の胸へと突き出したあとだった。

　銀の刃がスルリと少女の体の内へ入り込む。

　刃の先がギリギリ彼女の心臓に届いた。

「……ゴフッ！」

　数すう瞬しゆんの間を置いて、ロザリンドの体から力が失われる。

「おっわっわっ！」

　彼女がこちらへと倒れてきたので、ナイフが必要以上に刺さる前に慌てて引き抜いた。

　ナイフを捨て、ロザリンドを受け止め……ようとして、自分が今小さいことを忘れていたため押し潰つぶされた。

「痛ててて……」

　俺は押し倒されたまま後頭部をさする。

　横を向くと、物もの凄すごい間近にロザリンドの顔があった。

「……」

　彼女はショックで気を失っているのか、目を閉じてその端はしから涙を流していた。

　みんなの無事を確認して、皐月かハリッサにロザリンドの傷を治してもらおう――そう思った時だった。

「………レ」

　ロザリンドの口が小さく動く。

「ナミ……ダレ」

　だから、そう呼ぶなって――そう言おうとして、続きの言葉が俺の耳に届く。




「………レッ、カ」







幕まく間あい～百一年前～







　欧おう州しゆうの戦火がロザリンドの隠かくれ住すむ地域にまで及およびそうになり、仕方なく彼女が住み慣れた地を離れて日本にやってきたのはたまたまだった。

　高位の吸血鬼である彼女に食事的意味合いでの吸血行こう為いは必要ない。

　もし必要な場合があるとすれば、不ふ老ろう長ちよう寿じゆを望む愚おろかな人間どもや、純じゆん粋すいに自分の命を狙うシルバースレイヤーなどを撃げき退たいするため、下僕となる戦力が欲しい時。あとは……ほとんどあり得ないが、銀などで多大なダメージを受け、生命力の回復が必要な時――そして、今回は珍めずらしいことに後者だった。

　ロザリンドに流水は効かない。だが「嫌きらい」ではある。

　日本へ来るため、これまで経験したこともない距離を船で移動しなければならなかった。嫌いやになるほどの時間を海――地球上最も巨大な流水――の上にいることを強いられ続け、さすがの彼女もぐったりとしていた。

（ダメージというより、ストレスによる疲ひ労ろうに近いようだのう……）

　かといって、必ずしも血を吸う必要はなかった。疲労ならいずれ回復する。

　しかし、ロザリンドにとってここ日本ははじめての異国の地。しかも欧州や大陸とはまるで違ちがう特異な文化が根づいていると伝え聞いていた。

　軽くパっと港町を見て回っただけでも、かなりの数の宗教観が雑多に入り混じっているのが見て取れる。しかも欧州のように激しく敵対しておらず、ある種の均きん衡こうや融ゆう合ごうを果たしているようにすら見受けられた。

　欧州の常識に照らし合わせるなら、ロザリンドのようないわゆる魔の側のモノに有効な攻こう撃げき手段を持つのは大たい抵てい宗教関連の討とう伐ばつ者どもだ……だが、果たしてこんな土地にいる討伐者がどんな奴らなのか、とてもではないが想像がつかない。

　要するに、ロザリンドにとって日本は得体が知れなさすぎた。

　ゆえに彼女が念には念を入れて、自衛能力を極限まで高めようと思ったのも無理からぬ話である。

　獲え物ものはすぐ見つかった。

　この国では珍しい洋風の出いで立ちに、人外の美しさを兼かね備そなえた容姿。そんな幼い異国の少女がひとりでフラフラと歩いていたら、卑いやしい目的を持った人間は簡単に寄ってくる。

　ロザリンドの目的はあくまで生命力の回復であったから、自分を路地裏へと連れ込んだその男は完全に殺すつもりでいた。

　だが予定外の邪じや魔まがそこで入る。

「ギャッ！」

　今まさに殺そうとしていた男が、ロザリンドが手を出す前に白目を剥むいて仰あお向むけに倒れた。

　その男が倒れた向こう側から、もうひとり別の男が現れる。

「危ないところだったね、お嬢じようちゃん」

（何じゃ？　この男は）

　男はロザリンドの見た目ほどではないが、幼いと表現していい外見をしていた。安っぽい服を着て、手には作業現場からでも持ってきたのか太い角材を握にぎっている。

（ワシが路地裏に連れ込まれたのを見て正義感にでも駆られたのかのう？　余計なことを……だが活いきはよさそうじゃ）

　自分を連れ込んだ男はいかにも成金といった風の中年男だった。

　彼女は好みにうるさい方ではないが、若くて健康そうな少年と不健康そうな中年男なら、やはり前者から吸う方がいい。

「さっ、こんなところにいないで、表通りへ出ようよ。宿が見つかってないんなら、探すの手伝うからさ」

　まさか自分を殺す算段をロザリンドがしていると思っていないであろう少年は、にこにこと笑いながら彼女へ手を差し出してくる。

「気安くワシに触れるでない」

　ロザリンドはその手をパンッと払った。

「ん。そっか。じゃぁまぁいいから、ついてきなよ」

　別段気にすることもなく、少年はロザリンドを先導しようと背を向ける。

（バカが）

　何度も何度も人間に命を狙われてきたロザリンドにとって、少年が見せたある種の正義感などに心動かされたりしない。

（まずは声を出せなくしてくれる）

　目標を定めると、ロザリンドは一歩で間合いを詰め、後ろから少年のノドを狙った。

　その動きに躊躇ためらいはない。

　ところが。

「おわっ、っととと」

「何ッ!?」

　少年は後ろからの攻撃を見もせずに避けたどころか、あまつさえ狙いをはずして宙を浮いたロザリンドを抱だき留とめてみせたのだ。

「!?　――!?　!?」

　考えの埒らち外がいにある行動を取られ、ロザリンドは目を白黒させる。

（攻撃を避けるだけならまだしも、なぜ受け止める!?）

　まさか、ロザリンドが中年男の体に足を引っかけて転んだとでも思ったのだろうか？

「ああ、なんだ。お嬢ちゃん、フツーじゃない娘こか」

「？？？」

　一瞬頭をよぎった「まさか」すらもはずれ、ロザリンドはいよいよ混乱する。

「俺は『波なみ乱だれの血筋』って変な体質を持った人間でさ。お嬢ちゃんみたいなフツーじゃない娘ことか、そういうのに慣れてるんだ」

　おまけに少年はそんなわけの分からないことを言ってきて……。

（何なんだ？　何なんだこいつ？）

　だいたい少年はまだロザリンドの体を抱っこしている。

　そんなやさしく誰かに触れられたことなんてはじめてだった。

（わけが分からん！　何だこの気持ちは……！　もう殺す！）

　混乱に混乱を重ねたまま、ロザリンドはその原因を絶とうとして――

「だから、俺に任せとけよ」

　――彼女の手が止まった。

　見み惚ほれてしまったからだ。

　彼が自分に向けてくる……そのまぶしい笑え顔がおに。

「お嬢ちゃんが何に巻き込まれてるかは知らねぇ。でも安心しろ。それがどんな深い闇やみでも、俺が救い出してやるからさ」

「う、あ」

　人の笑顔を見たことがないわけではない。

　けれど相手がロザリンドの顔を見て、彼女のために――彼女にやさしさを向けるために、こうして笑いかけてくれたことなんて、今まで一度もなかった。

　まるで心臓を撃ち抜かれてしまったように、ロザリンドは全身をガチガチに緊張させる。

「お、下ろさぬか」

　ギリギリ、そう言うのが精いっぱいだった。

「おっと、ワリィ」

　少年は笑ってロザリンドを地面へ下ろす。

　そうするとふたりの身長差が歴然となる。ロザリンドはつむじの辺りを見下ろされているのを感じながら、心臓をドキドキさせ続けていた。

「な……ナミダレ？」

「おう。って、そういやまだお嬢ちゃんの名前聞いてなかったな」

「ロ、ロザリンドじゃ」

「ロザリンドか。やっぱ異国の名前なんだな。かわいい名前だ」

「～～～！」

　そんなことを言われてしまって、またロザリンドは恥はずかしくなる。どうしてこんなに恥ずかしいのかは、彼女自身まだ分かっていない。

「じゃっ、とりあえずどっか落ち着ける場所でお嬢ちゃんの話でも聞くか」

「ッ！　ッ？　ッ!?」

　さくさくと勝手に話を進められ、もうロザリンドはどうしたらいいのか分からない。

　だから、とりあえず……。

「ワシのことを、お、お嬢ちゃんなどと呼ぶでない。こう見えてもお前より年上じゃ」

「って、そうなのか？　全然そう見えないけどなー」

「う、うるさい！」

「そっか。んー、じゃぁ――」

　イタズラを思いついた少年の顔つきになって、『波乱』の少年はロザリンドに恭うやうやしく手を差し出す。

「――お手をどうぞ、お姫ひめ様さま」

「……ッ!?」

　どう考えてもさっき手を払ったことへの意い趣しゆ返しなのだが、そんなことを気にしていられる余よ裕ゆうなど彼女にはもう残っていなかった。

　もう一度ちゃんと名前を呼んで欲ほしいなどと言える精神力などあるはずもなく、その日から別れの日まで、ロザリンドは彼に「お姫様」と呼ばれ続けることになる。

「ほら、早く」

「……」

　彼に促うながされ、おっかなびっくりロザリンドは手を添そえる。

　たったそれだけのことで、彼はまた笑顔を浮かべる。

「さてと、お姫様の『物語』はいったいどんな『物語』なんだろうな！」

「……」

　まだ『波乱の血筋』について詳くわしく聞いていないロザリンドにとって、彼の言っていることは半分くらいちんぷんかんぷんだった。

「……」

　ただ、握られた手が温かくて――

「……」

　向けられたやさしさを感じて――

「……」

　彼が彼女に対して笑いかけてくれるのを見て――




　――ロザリンドは生まれて初めて、誰かに自分の隣にいて欲しいと思った。







エピローグ







　あの洞どう窟くつから戻ってきたあと、俺がロザリンドの館を訪ねたのは六月に入ってからだ。

　相変わらずバカデカい洋館の玄げん関かんのベルを鳴らして待っていると、出で迎むかえに現れたのは銀ぎん髪ぱつのメイドだった。

「波なみ乱だれ様。お待ちしてました」

「……」

「？　どうかなさいましたか？」

「いや」

　銀髪メイドってある種のロマンを前にして感動に打うち震ふるえていた……とは言えない。

　それが知り合いならなおさらだ。

「シルバースレイヤー……じゃなくて、今は『スズラン』か。メイドの仕事は慣れたか？」

「おかげさまで順調でございます」

　銀髪メイドもといシルバースレイヤーもといスズランは、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをしながら答えた。

　ホムンクルスから人間になったはいいものの、住所不定無職の彼女には住む場所も戸こ籍せきもない。俺の家にはすでにハリッサがいるし、どうしたものかと思っていたところで……意外にも彼女を引き受けてもいいと、ロザリンドが手を挙げたのだ。

「フン。まぁ、何だかんだで長いつき合いじゃしの」

　というわけで、彼女はメイドとしてロザリンドの世話をすることになった。

　そうして住むところを無事確保したわけだけども、彼女にはもうひとつ小さな望みがあった。

　それはホムンクルスとしての『吸血鬼殺しシルバースレイヤー』という名前を捨て、人間として新しい名前を名乗ることだ。

　そこで俺たちは集まってあれこれ名前の案を出し合ったのだが……

「……にしても、本当にスズランって名前でよかったのか？」

「はい？」

　メイドの後ろ姿に何気なく尋ねると、廊ろう下かを先導していた彼女は小首を傾かしげながら振ふり返る。

「いや、我ながら単純なネーミングだったからさ」

　スズランというのは、あのタクシーの待合所で彼女がジッと眺ながめていた白い花の名前だ。名前を決める時にそれを思い出して、図ず鑑かんで調べて候補に入れたのだが、まさか選ばれるとは思わなかったから……

「私は波乱様にいただいたこの名前をとても気に入っています」

　だけれど、彼女は俺の不安を吹き飛とばすように、やさしく断言した。

「私の願いを叶えてくださった波乱様が一いつ生しよう懸けん命めい考えてくださったお名前です。スズラン、と心の中で呟くと、ここがとても温かくなるのです」

　そう言って彼女は自分の胸にそっと両手を当てる。

「私は、私と同じ名前のあの白い花のように、これからたくさんの方々と寄より添い合って、いろんな温かさを感じながら生きていきたいと思うのです」

「そっか。余計な心配だったみたい、だな」

　俺は苦く笑しようし、頭をかく。

　そんな俺を見て彼女が――スズランがクスリと小さく微笑ほほえんだ。




　それからたわいない会話を交かわしながら俺とスズランは三階に辿たどり着つき――ロザリンドの部屋のドアがバカァッンと勢いよく開けられ、中から小こ柄がらな人ひと影かげが飛び出してくるのに遭そう遇ぐうした。
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「な、何をする！　少し花か瓶びんを割ったくらいで！」

　そう部屋の中へ向かって怒ど鳴なっているのは褐かつ色しよく肌はだの幼女、メイド服を着たウラウラだ。

「今日だけでもう何個目だと思っておる!?　次に割ったら狼を差し向けるぞ！」

　怒鳴り返してきたロザリンドの宣言にウラウラは一転して震え上あがり、慌ててその場を離れようとしてようやく俺たちの存在に気づく。

「あっ！　貴様は底なし恨うらみ節ニンゲン！」

「恨み節ニンゲンってさすがに意味分かんねーよ」

　いちおうツッコんでおくが、ウラウラは取り合う気なし。

「よくも我の前に顔を出せたものだ！　『契約』など必要ない。今すぐ貴様の命を」

「さっさと仕事に戻れぇええええええ！」

「ヒィィィィィ！」

　廊下に轟とどろいた怒声に悲鳴を上げ、ウラウラは俺たちとは反対側の廊下へと逃にげるように走っていった。

「……あいつは吸血鬼になってもあんま変わらんなぁ」

「元が悪魔であったためか、吸血鬼化はしたものの自じ我がは残ったようです」

　人や動物と悪魔じゃ精神の構造が根本的に違うのかね？　ロザリンドによると支配自体はしっかりできているそうなので、吸血鬼になった体を利用して人を襲おそうような真似はさせないと言っていたが。

　まぁ、ロザリンドがそう言うなら大だい丈じよう夫ぶなんだろう。

「波乱様。部屋の中でご主人様がお待ちです」

　スズランはすでに開け放たれたドアの前で、軽く腰こしを折って手の平で部屋の中を示す。

「りょーかい。ご機き嫌げんナナメじゃないことを祈いのるよ」

　そう軽口を叩たたいて俺が部屋に入ると、後ろで彼女がドアをそっと閉めた。

「……ふむ。レッカか」

　ベッドで寝ねていたロザリンドがもそもそと起き上がる。

「よう、調子はどうだ？」

「……だるい」

　広いベッドの上で布ふ団とんに包くるまったまま座り、ロザリンドは腫はれぼったいまぶたをしばたたかせる。

　あれから、彼女はずっと泣き続けていた。

　洞窟からこの洋館に戻ってきて、ほどなく彼女は目を覚ました。そして、過去はもう取り戻せない、ご先祖様は二度と彼女に笑いかけてくれない……そういった事実を受け入れて、泣いた。

　一度落ち着いてスズランやウラウラの処しよ遇ぐうを決めたあとも、突とつ発ぱつ的てきに何度も何度も大泣きして……気がつけば、もう二週間も学校を休んでいる。

　まぁ俺たちも『壺つぼ』探しに一週間休んでいたのだが、同じ時期に無断欠席し始めて、ロザリンドだけまだ学校に来ていないという状況が様々な憶おく測そくを呼び、あらぬ噂うわさ――主に俺が原因という感じの噂――が立ち始めている。

　教師にも何度か呼び出し喰らったし、そろそろ勘かん弁べんしてもらいたい。

「なぁ……そろそろ学校来ないか？」

　今日だって担任に頼まれて、というか命令されて訪ねてきたのだ。

「……嫌じゃ。こんな顔を人には見せられぬ」

　う～ん、そういう気持ちも分からなくはないんだが。

「ああ、そうだ。もうすぐプール開きがあるんだよ。ウチの高校は早めらしくて、来週の頭にはもう水入れて」

「流水はワシの弱点ではないが、かといって好きでもない！」

　なん……だと？　おそらく全国を通してこの時期、学生人気ナンバーワンの水泳授業。それが始まると聞いて逆に不ふ機き嫌げんになるとは。

「……まぁ、でもよぉ。『魅了チヤーム』とかいろいろ駆く使しして戸籍作ったり書類偽ぎ造ぞうしたり転入届受理させたり、あれこれやったのはロザリンドだろ？　このままじゃ不登校児ロザリンドなんて不ふ名めい誉よな称しよう号ごうつけられるぞ？」

「……」

　ロザリンドは黙だまったままそっぽを向く。

　押おしても引いてもダメか。

　じゃぁまぁ……最後に素す直なおな俺の本音だけ喋って帰るか。

「俺はロザリンドに学校に来て欲しいけどな」

　そう言うと……チラっ……とだけロザリンドの視線がこっちを向いた。

「どういう意味じゃ？」

「だって家ん中いてもつまんないだろ？」

　俺は率そつ直ちよくに答える。

「ロザリンドには……まぁ、いろいろと遠回りした分、これからはたくさん幸せになって欲しいんだ」

「…………それは、お前が幸せにしてくれるという意味かの？」

　ロザリンドはこちらを向き、少し縋すがるような上うわ目め遣づかいで俺のことを見上げた。

　おいおい。

「あのなぁ……いい加減、俺とご先祖様をダブらせるのはやめるんじゃなかったのか？」

「そういう意味ではない！」

　バサッと布団を跳ね上げて、彼女は慌てて否定しながら四よつん這ばいになって俺の方へと近づき……途と中ちゆうで必死すぎる自分の格好に気づいたのか、恥ずかしそうにまた布団をかぶり直した。

「そういう意味では……ないのじゃ、レッカ」

　彼女の声こわ音ねはとても傷ついていて、俺は自分が失言をしたことに気づいた。

「ワリィ。邪じや推すいしすぎた」

「……うむ。分かってくれたなら、よい」

　それからしばらく沈ちん黙もくが続く。

　そして、やっと。

「……ワシの負けじゃ。明日からは、学校へ行こう」

「ホントか？」

　そうしてくれるとうれしい。お互いに。

　ところがロザリンドはひとつ条件をつけてきた。

「明日だけでよい。朝、ワシと一いつ緒しよに学校まで行ってくれぬか？」

「まぁ、いいけど……何で？」

　そう尋ね返したのにこれといった他意はなかったのだが、ロザリンドは頭まで完全に布団をかぶって、この上なく小さな声で、

「い……言わすでない」

　と、恥ずかしそうに答えた。




　　　　　▽




　プール開きも明日と迫った日曜日。

　俺たちはチェルシーの見送りに空港まで来ていた。

「それじゃぁ、本当にお世話になったわね」

「まぁ、気にすんなって。な？　響ひびき」

「そうだな」と響。

「軽いわねーアンタたちは。人助けは呼吸とおんなじ？」

　チェルシーは冗じよう談だんを言って俺たちを笑い飛ばした。

　それから彼女は視線を隣となりへと移す。

「皐さ月つきちゃんにもお世話になったわね。あなたがいなかったら『賢けん者じやの石』から『エリクサー』を精製する方法を、あんなに早く見つけられなかった……それにイリスちゃんの宇宙船も大助かりだったわ」

「それこそ気にしないでください。むしろ途中までは私がマーガレットさんに迷めい惑わくかけてたみたいだし、おあいこですよ」と皐月。

「そうよねー。アタシなんか気がついたら状況がクライマックスで、しかもすぐにやられちゃったもん。タクシー役くらいしか残ってなかったって感じ」とイリス。

「ウ、ウチは何にもお役に立てませんでした～」と少しガックリするハリッサ。

「「「いやいやそんなことないわよ～」」」

　ちょっと落ち込み気味のハリッサを三人の少女が囲んでよしよしと慰める。

　ハリッサはどこでも愛され小動物系だなぁ。

　そうして俺たちが別れを惜おしんでいると、飛行機の搭とう乗じよう時間を告げるアナウンスが聞こえてきた。

「じゃっ、もうお別れね」

　チェルシーはキャリーケースを掴むと、再び俺と響の方へとやってくる。

「もう一度言わせて……本当にありがとう。あなたたちがいなかったら、弟は助からなかったわ」

　そう言うと彼女は俺たちをまとめて抱き締しめて――頬ほおにキスしてきた。

「えっ！　えぇえ～!?」

　ビックリして離れる俺。同じ姿勢で固まっているところを見るに、響も同じことをされたようだ。

「「「あああ!!」」」

　さらになぜか皐月たちも悲鳴を上げる。彼女の過か剰じような別れのあいさつに彼女たちも驚おどろいたのだろうか？

「それじゃぁね、響、烈れつ火か君。私は渡わたり鳥どりだから世界中を回ってるけど、ふたりが呼んでくれれば世界中のどこでも駆けつけるよ。私の力が必要になった時はいつでも言って」

　最後にそう言い残すと、彼女はガラゴロとキャリーケースのローラーを転がして搭乗ゲートの方へ向かう。

　搭乗ゲートの傍で待っていた彼女の弟は姉に手を振り、俺たちに向かって一度お辞儀をしてから、ふたり並んで歩き去っていった。

　チェルシーはこれからもトレジャーハンターとして、世界中をあちこち飛び回るのだろう。

　そんな彼女の次の行き先は聞いていた……弟と一緒に、ずっと帰っていなかった家へ一度帰るそうだ。

　過去にけじめをキッチリつけて、また明日から前を向いて歩くために。




　　　　　▽




　……と、わりとさわやかな風が吹くような、後味のいいお別れを俺たちは数十分前にしてきたはずなのだけれど。

「ちょっと！　ねぇ烈火！　あのキスはどういうことなの!?　アタシが知らない間に、あの女と何があったのよ～」

「そ、そうだべさ！　ウ、ウチも知りたいべ」

　帰りの電車のボックス席で騒さわいでいるのは主にイリスとハリッサ。喋ってはいないが皐月も無言で俺の対面に座っている。

　議題はもちろん別わかれ際ぎわのキスについてだ。
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　さっきからいろいろと問とい詰められている。

「ねぇ、どうなのっ？」とイリス。

「どうなんだべさ？」とハリッサ。

「……」と無言の皐月。

　唯ゆい一いつ、同じことをされた響だけはひとつ隣のボックス席に座すわって、我関せずを決め込んでいる。どうせなら俺を弁護してくれ……！

「だから、あれは軽い感謝の気持ちっていうか……」

　外国じゃあいさつみたいな物らしいし、と言おうとしていたら――




「うぅ～～～、本当は先々週の遊園地でアタシが烈火と初キスする予定だったのに！」




　――いきなり爆ばく弾だんが投下された。

「「「「なっ!?」」」」

　これには女じよ性せい陣じんだけでなく俺も驚く……って、どうして響まで？

　イリスの奴、単に遊園地に行きたいだけかと思ってたのに、何でそんな変なこと考えてんだよ!?　そういうのはもうちょっと相手を考えてから……って。

「ちょっとイリスさんそれってどういうこと!?　抜け駆がけするつもりだったんですか！」

　真っ先に怒声を上げたのは、それまで黙って話の流れを聞いていた皐月だった。彼女も同じく遊園地に行く約束をしていたのだ。イリスが変なことを考えていたのを聞けば、そりゃ怒おこって、

「何よ！　皐月だって楽しく遊んで盛り上がったあとは……って、少しはそういうこと考えてたんじゃないの？」

「……」

　……皐月さん？　なぜ黙る？

　ところが喧々諤々の騒ぎはまだまだ終わらない。




「せ、先々週の日曜日はウチと服を買いに行く約束だったじゃないですか!?」




　――はい。次の爆弾が投下されました。

「「何ですって～」」

　言い争っていたはずの皐月とイリスが揃そろって俺を睨にらみつける。

　怖い怖い怖い！　マジ怖いからこれ、ボックス席の一番奥おくだから逃げ場がないし！

　皐月、イリス、ハリッサの三人に席の隅へと追い込まれ、尋じん問もんされようとしたその時。




「……そうか。あの時ボクを遊園地に誘さそってくれたのは、そういうことだったのか」




　――爆弾追加入りまーす。

　俺みたいに器の小さい男の上に爆弾三つも落とされたらまたたく間に焦しよう土どと化すよ！　ていうかもう焼け野原だよ！

　いや、たぶん響の呟きはあの日の電話で、自分が勘かん違ちがいしてたことに気づいた呟きだったんだろうけど、爆ばく発はつ危険物の傍に不用意に火種を放ほうり込んだら十中八九引火しちゃうから！　他意はなくても大だい被ひ害がいをこうむるから！

「烈火……」

　　「烈火……」

　　　　「レッカ様……」

　ほらほらほら～、地じ獄ごくの底から響いてくるような声で胃が縮み上がるから！

「あらまぁ、これはまた見事なテンプレ修しゆ羅ら場ばだことで」

　アールうっせぇ！

「ま、待った！　昔のことは水に流してこれからのことを……」

　彼女たちの説得を試みた俺のセリフは、最後まで続けさせてもらえなかった。

「「「―――ッ！」」」

　ビンタとグーと杖つえが同時に振り上げられる。

　顔面に響き渡る快音をどこか遠くで聞きながら、ああ……過去の失敗は挽ばん回かいできても「なかったこと」にすることはできないんだなぁと、しみじみ思った。グハッ！　あの、いや、ちょ、そろそろ許して、ギャフンッ！


―了りよう―









あとがき







　限界を目指し続けるＳＹＵ―ＬＯＶＥＲコメディの第四巻になります。三巻から続なめこの方はお久しぶりです。四冊同時にお買い上げいただいた方は初なめこでございます。




　ついにこの巻でヒロインの数が二桁に突入したわけですが、僕の机の上の嫁（フィギュア）も二桁に突入しました。これがＨＪ文庫作家の運命……！

　まぁ運命なんかじゃなくて完全に僕の趣味なんですが。

　そうそう、フィギュアといえばこの前はじめてワンフェスに行ってきました。ワンフェスというのは端的に言ってしまえばコミックマーケットのフィギュア版のお祭りです。

　ワンフェスでは自作のフィギュアなどが展示されていたりするのですが、いやぁ、ホントすごかったです。とても楽しかった。ちなみにワンフェスにはコスプレで参加されている方々もいらっしゃったのですが、そこで噂の『なめこアプリ』のコスプレの方がいらっしゃったので一緒に写真を撮らせていただきました。なめこのコスプレをされていた方、写真を撮ってもらう時に「実はなめこに深い関わりのある仕事をしていて……」とかわけの分からないことを言っていたのは僕です。




　続けて謝辞を。

　今回もまた三人のヒロインを含めたキャラデザ、アイテムや既存キャラクターたちの私服などをデザインしていただいた和わた狸ぬきナオ様ありがとうございます。表紙の烈火のポーズが個人的にツボでした。

　毎度ご迷惑をおかけしております担当の南部様。前巻のあとがきで「四巻は何とかスケジュール通りに」と言いましたが……悪いな、ありゃウソだ（土下座）。

　コミックダンガンにてコミカライズを担当されている長は谷せ川がわ光こう司じ様。隔週更新になってさらに大変かと存じますが、毎回クオリティの高い原稿を上げていただきありがとうございます。

　そして、ＨＪ文庫の編集部・営業部など出版に尽力してくださったホビージャパンのみなさま。デザイナーさま。この本を棚に並べてくださる書店のみなさま。何よりもこの本を手に取ってくださるかけがえのない読者のみなさま、いつもありがとうございます。どうかこれからもよろしくお願いいたします。
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


なめこ印先生／和狸ナオ先生
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